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プロローグ　バイエン公爵家




　ロンダルト王国には三つの公爵家がある。


その内の一つバイエン公爵家は、領地からの収入が減り衰退の一途をたどっていた。




さまざまな改革に取り組んでみたが全て失敗に終わり、借金は膨らむばかりだ。正攻法で挽回するのは不可能。であれば、他家から奪い取るしかない。そんな発想に至ったバイエン公爵は、ダンジョンを二つも保有しているエルラー子爵に狙いを定めて攻撃を仕掛けていた。






「失敗したのか」


深いしわが刻まれた、長い白髪の老人がつぶやいた。




バイエン公爵家当主のスヴェンだ。




装飾の多い椅子に座り、光沢のある黒いテーブルに肘を置いている。室内には絵画や調度品が至るところにあった。





高齢で顔色が悪く目もくぼんでいて、健康状態がよいとはいえない。本来であれば次期当主を決めなければいけないのだが、二人の息子は家を継ぐ能力がないと決めつけており、当主の座を譲るつもりはなかった。





「エルラー家長女、ゼルマに潰されたようです」


部屋に敷かれた厚く赤い絨毯。その上で膝を突いて報告しているのは、バイエン公爵に仕える諜報部の男だ。中肉中背、平凡な顔立ちをしていて服装も普通。どこにでも潜り込めそうな見た目をしていた。



「息子がアレと同じ能力さえあれば、我が家は栄えたかもしれんのに……残念だ」


小さなため息を吐く。スヴェンの描いていた夢は、息子たちの教育を失敗したことによって潰えてしまった。




後悔を振り払うため、背もたれに体重を預けて目頭をもみほぐす。



「次の一手は、もっと直接的に行く」


スヴェンがテーブルに置かれた呼び鈴を鳴らすと、執事服を着た十歳ほどに見える銀髪の少年が入室する。



「例のものを」

「はい」


少年は一枚の手紙をテーブルに置いた。




スヴェンは手に取り、ナイフで封蝋ふうろうを切って中身を取り出す。



「堕ちた勇者リヒトを使って、ダンジョンマスターを捕獲しろとの命令書だ。フリード陛下の署名付きで、必要な人材を現地で徴用することも許されている」


腐っても公爵家である。国王に命令書を発行してもらうのも不可能ではない。さらに男爵殺しのリヒトを酷使するという内容であれば、すんなりと話は進む。貴族のプライドを傷つけたリヒトは、現在も恨まれ続けているのだ。



「あれが、ダンジョンマスターを捕まえられるとは思いません。他に狙いがあるのでしょうか？」

「ゼルマにはラルスという右腕がいるようだ。そいつを狙う」

「周りを削っていくわけですね」

「うむ。そのために王命と因縁のあるリヒトを使って、ダンジョンに同行させるのだ。途中で全滅しても、ダンジョンマスターを手に入れてもよい。どちらにしろ、ワシの利益になるように仕組んでおいた」


生き残ってダンジョンマスターを捕まえることが出来れば、それは捕獲計画を提案したスヴェンの手柄になり、王家に恩を売れる。多大な報奨だって期待できるほどの成果だ。またダンジョンマスターを殺せば、ダンジョンのすべてが手に入るとも言われている。ダンジョンを思い通りに動かせるようになれば、魔物の出現を止めてクルトやヤンの産業を破壊するといったことも可能だろう。




任務が失敗しても致命傷を負わなければ、別の手を使えばいいだけ。重要なのは自分の利益だけである。



「お前は先にヤンに入れ。サポート役としてテッブスを支えろ」

「承知しました」


諜報部の男は命令を受け取ると、静かに立ち去る。




ドアが閉まりスヴェンと少年だけが部屋に残っていた。



「これで、よかったのでしょうか？」


スヴェンの態度は先ほどとは一変して低姿勢だ。孫よりも若い少年に向かって、ご機嫌をうかがうような表情をしている。



「もちろんですよ。すべてが上手くいくでしょう」


当然のように返答する少年は、無感情な目でスヴェンを見据えていた。



「そ、そうしたらッ！」

「落ちつきなさい。当主がこの程度で慌ててはいけません」


机に乗り出す勢いで立ち上がったスヴェンを、手で制する。




少年は薄く笑った。



「老化、病、寿命、その全てを克服させてあげましょう」

　ダンジョンマスターの側近であるエルダーヴァンパイアのハイアムは、今回の計画を実施する見返りとして、スヴェンを高位のヴァンパイアにすることを約束していたのだ。

　後のないスヴェンは、その言葉を受け入れるしかない。


ハイアムやダンジョンマスターのフィネに都合のよい駒として扱われていた。



「ああ、早く、その日よ来い」


例え人間を辞めたとしても裏で息子を操ることさえ出来れば、バイエン公爵家は永遠に存続させられる。



　そんな妄想をしながら、スヴェンは新しい夢に向かって動き出すのであった。


変わりゆく状況





アンデッド化騒動が収まってから貴族の邪魔が入らなくなった。




ゼルマの手腕が思う存分発揮され、ヤンの発展速度は上がっている。




訪れる冒険者は日に日に増加。彼らが落とすお金を目当てに商人も集まり、男の欲望を受け止める娼婦や胃袋を満たす料理人、家を建てる大工、武具を作る鍛冶屋、その家族たちといった感じで人口は急増している。




ヤンの変化は留まるところを知らない。




すでに村と呼べる規模ではなくなっていた。






◇　◇　◇




「出ていくのか？」


ヤンの自警団にある執務室に入ると、荷造りしているオルレを見た。



「自警団が解散するなら、俺は必要ないだろ？」

「衛兵団と名前が変わるだけだ。トップはレギーナ様に変わってしまうが、オルレの扱いは悪くなかったはずだ」


発展するというのは、よいことばかりではない。ヤンでは暴力事件や詐欺といった犯罪が急増し、負の側面が膨れ上がっているのだ。ちょっと戦うことが得意なだけの村人が、粗暴な冒険者や百戦錬磨の商人とやりあうのは難しい。犯罪組織にも目をつけられており、治安は悪化し始めていた。




そんな事情もあり、ゼルマは自警団に手を入れることにしたのだ。




より武力と権力の側面を強化するために衛兵団と名前を変えて、衛兵団長にレギーナを配置した。それに加えて、エルラー家が抱えている兵士の一部も所属することになったので、組織の中身もがらりと変わることとなる。




では、自警団に所属していた人間はどうなってしまうのか？　と疑問が浮かぶが、そこはちゃんと考えられていて、衛兵団に入ると決まっていた。いきなり無職になるような心配はしなくてよい。ガンダル辺りは下っ端のままではあるが、オルレなら隊長として扱われるはずだった。




ゼルマにしては平民への対応が手厚く感じる。これには理由があり、ヤンの治安が悪化するのを阻止するために、無職の村人を作らないための対処なのだ。治安の問題がなければ、自警団のメンバーは全員追い出されていただろう。



「まぁな。もらえる金は増えるって話で、魅力的だったぞ」

「それなら、なんでヤンを出て行く？」

「俺は田舎暮らしが好きなんだよ。都会は息苦しい」


オルレは大切なものを失ったような、悲しい目をしていた。



　もう何度も見てきた。ヤンの変化についてこられなかった人間がする目である。

「それに一度は旅に出たいと思っていたところだ。幸いなことに独り身だし、冒険者にでもなって、新しい定住先を探すことにするさ」


自警団長という責任ある立場からも解放されたし、新しい人生を歩むにはよい機会なのかもしれないが、冒険者なんて明日どうなるかわからない仕事だ。もしかしたら、これが最後の会話になるかもしれない。そう思うと寂しい気持ちになる。



「これは餞別だ」


金貨と銀貨が入った袋を投げると、カチャと音を立てながらオルレが受け取った。



「道中で死なれても寝覚めが悪い。近くの街で装備は整えろよ」


何か言いたそうな顔をしていたオルレだったが、黙ったまま荷袋にしまう。



「これは大切に使わせてもらう。落ち着いたら手紙を送るから楽しみにしておけよ」

「おう、待っている」


この言葉を最後に会話が途切れると、荷造りを終えたオルレが出ていく。




考え直せ。




そんな言葉を飲み込んで見送るだけにした。




ヤンはもっと大きくなっていく。これからも、同じような別れと新しい出会いを繰り返していくのだろうな。







荷物がなくなって広くなったこともあり、主を失ったこの部屋は寂しい。




俺はヤンが好きだ。それは、ここに住む人々が好きと言い換えてもよい。どんなやっかいな出来事が起こっても、逃げ出さない理由の一つになっていた。




だが、そんな好きだった人たちが去っている。




俺もソフィーと一緒に国外にでも逃げるか？




一瞬だけ二人で逃亡した未来を想像してしまった。



「ばかばかしい」


逃げても苦痛の続く生活しかない。




創造神を崇める教会は大陸中にある。国を変えたぐらいでは逃げきれない。暗殺者に怯えた日々を過ごすことになるだろう。家の中でもダンジョンの中のように警戒しなければいけないのだ。肉体と精神が疲弊してまで、人間らしい生活ができるとは思えなかった。



「他人に流されて重要な決断を下してはいけない。自分の頭で考えて決めるべきだ」


ソフィーが安心して過ごせる場所を作る。そのためなら、どんな別れだって乗り越え、強敵とも戦おう。改めてそう決意してから主人を失った執務室から出る。




自警団のたまり場に戻るとガンダルがいた。



「お疲れ様っす！」

「よう、ケガは大丈夫か？」

「ソフィーさんのおかげで、前より元気っすよ！！」

　ガンダルは、ゼルマの兄であるモーリッツとその護衛に痛めつけられていた。完治するまでに数ヶ月は必要だったんだが、ソフィーに『ヒール』を使ってもらったおかげで、すぐに動け回れるようになったようだ。

「調子がよさそうでよかった」


曇りのない笑顔で俺を見上げるガンダルは、どうするのだろうか？




オルレにも懐いていたようだし、一緒に出て行っても不思議ではない。また新しい別れが来るかもしれないと、身構えてしまう。



「もちろんっす！　オルレさんの分も働いて、これからもヤンを守っていくっすから！」


そんな不安を吹き飛ばすように、ガンダルはヤンを守ると言い切った。




当たり前だが、こうやって残る人間の方が多いのだ。




自分の信念を貫く姿を見ると、俺が思っていた以上のスピードで成長しているのだと実感する。もう、ガキとは見下せない。衛兵団になっても下っ端として使われてしまうが、そんなことには挫けずに、これからも前だけを見て進んでいくだろう。




負けてられない。




俺だって自らの道を歩み続ける。




迷う必要はないのだ。



「お前ならできるさ」


ポンと、軽く肩に手を置いてから、自警団の建物を出た。




今日は休暇なので何もすることがない。迷いが吹き飛んだこともあり、体を思いっきり動かしたい気分である。家の裏庭で鍛錬をすることに決めた。




新しくできた騒がしい道を歩いて俺の家に近づくと、徐々に人が少なくなり静かになっていく。俺の家はヤンの隅にあるし、まだ開発の手が入っていないのだ。もうしばらくは、ひっそりと静かな暮らしができそうである。




自宅ぐらいは、誰にも邪魔されずにゆっくりしたいから助かる……と思っていたら、会いたくない人物が玄関に立っていた。




思わず足を止めてしまう。




創造神というやつは、俺のことが嫌いなのだろうか？




それとも嫌がらせが趣味なのか？




このまま引き返そうかと悩んでいると俺に気づいて近づいてきた。



「こっちは、だいぶ前から待っていたんだ。さっさとこい」


黒い服を着たアルマは腐った目を俺に向ける。腕を組みながら嫌そうな顔をしていた。




そんな表情をするぐらいなら会いに来なくてもいいのにと、心の中でため息を吐く。



「約束をした覚えはないが？」

「小さいことを言うな。この私が待っていたんだ。姿を見たら走ってくるべきだろ」

「それは敬虔な信徒に期待するんだな」


立ちふさがっているアルマを押しのけて前に進むと、後ろから声をかけられる。



「お前の権能を教会に報告した」


この話題はアルマが苦手だからといって、無視してよいものではない。




教会がどういった判断を下したのか確認する必要があるのだ。




いろんなパターンを想像しながら立ち止まって振り返る。



「それで、どうなった？」

「わざわざ辺鄙へんぴなところまで訪ねてきた客だぞ。立ち話で終わらせるつもりか？」

「誰が客だって？」

「死にたいのか？」


吐き出した言葉が本気だと伝えるかのように、アルマの全身から殺気の混じった魔力が漏れ出ていた。俺も対抗しようと思ったが止める。教会と揉めるわけにはいかない。今回は俺が折れるべきだろう。



「ついてこい」


非常に遺憾ではあるが、客人として認めてやろうじゃないか。



「喉が渇いた。家に入ったら、お茶を飲ませてもらうぞ」

「…………安物しかない。味は期待するなよ」


なんとも気に障る言い方ではあるが、要求するものは間違っていない。




飲み物ぐらいは出さなければ、マナーがなってないと批判されても仕方がないのだ。客として認めたのだから、そのぐらいはするさ。




アルマを連れて家に入ると、椅子に座らせて待たせることにした。




台所に行くと火をつけて水を温める。




家全体で一つの部屋となっているので、俺の姿はリビングにいるアルマからも見えているはずだ。



「面白味のない家だな。物がない」


俺の背から、不本意な評価をする声が聞こえた。





お湯が沸騰したタイミングで、ティーポットを触って『ヒート』の魔法で温める。すぐに適温になったので、茶葉を入れてからお湯を注いだ。






蓋ふたを閉めてカップと一緒にテーブルに持っていく。



「待たせたな。お茶を持ってきた。しばらく蒸すぞ」

「当然だ」


上から目線の返事を聞きながら、俺も椅子に座る。テーブルを挟んで向かい合っているものの、会話は始まらない。お互いに睨み合いながら待ち、ちょうどよい時間が経過したので木をくりぬいて作ったカップにお茶を注ぐ。




アルマの前に置くとカップを手に持って鼻に近づけ、匂いを嗅いだ。



「香りはよい。お茶ぐらいだったら、まともに出せるようだな」

「一言余計だ」


悪態をつきつつもアルマがお茶を飲む。




無表情なのでわかりにくいが、落第点ということはなさそうだ。



「私が所属する派閥——教皇派に、武器創造の権能保有者を発見したと報告をした」

　もてなしに満足してくれたのか、ようやく本題を話し出した。

「で、なんて言われたんだ？」

「即時確保、派閥への取り込み、最後は宣伝としての派手な魔物退治だな」

「断る」

「……ほぅ。強気に出たな」


俺は体内の魔力を練り上げ、身体能力を強化して臨戦態勢に入った。教会と敵対したくないが、確保されるとなれば話は別だ。抵抗させてもらう。




アルマはカップを手に持ったまま、体内の魔力を高めて対抗する意思を見せる。



「教会の意向に逆らう。その意味を知っての発言か？」


世界各地に支部を持った教会であれば、平民一人を社会的、もしくは物理的に殺すことは容易だ。邪教の信者として認定し、泣く子も黙る異端審問官を派遣すれば終わる。




何年かは逃げ回ることも可能だろうが、ヤンで暮らすことも、ソフィーを守ることもできなくなり、どこかでミスを犯して死ぬだろう。




だからといって教会に所属する気にはならない。教会の権威を高めるためだけに利用され、今よりもっと不自由な生活を強いられる。最後は使い捨てられるイメージしかないのだ。




どっちを選んでも似たような結果になるのであれば、ゼルマの下にいる方がマシだ。




徹底的に抗ってやる。そんな覚悟を決めると、突然アルマが腹を抱えて笑い出した。



「…………ふっ、ははははッ！！　その顔、最高だなッ！　悲壮感が漂う表情、これが見たかったんだ！　感情を抑えているときより、いい男に見える！！」

「黙れ。斬るぞ」


聖剣を創りながら立ち上がり、突きつける。



「ほぅ、教会が大切に保管している聖剣まで創れるとは……ムカつくことだが、創造神に愛されていると認めるしかないな」

「それ以上しゃべるな。不快だ」


アルマを一瞬で殺せるとは思えない。派手な戦いになるだろう。終わったら、すぐに逃げる必要があるな。




逃走用の荷物の置き場所を再確認しつつ、攻撃するタイミングをうかがう。



「ここでお前と戦って屈服させるのも悪くはないが……今日は止めておこう」

「お前の狙いはなんだ？」

「話には続きがある。物騒なものは消して、大人しく聞け」


一瞬迷ったが、話を聞いてから判断しても遅くはない。




聖剣を消して椅子に座りなおす。



「早く聞かせろ。正式な返事はその後だ」


俺のことを弄もてあそぶのが楽しいのか、アルマから笑みが消えない。




特殊な性癖を持った男であれば喜ぶかもしれないが、残念ながら俺はいたって普通だ。不快なだけである。



「いいだろう。話してやる」


俺が脅しても気にしたそぶりはなく、アルマが尊大な態度を崩すことはなかった。



「ただの平民であれば、すぐにでも取り囲んで教会に連れて行ったが、お前はゼルマの配下で、そこが問題だった」


貴族は税制面で教会を優遇し、教会は神の名前を使って貴族や王族の権威を認めるといった具合に、過去、お互いに利用しながら組織を安定運用するために協力し合っていた。




どちらかが圧倒的に強いというわけでもないので、一方的に意見を押しつけることはできず、相手が損をしてしまう場合は根回しが必要となる。




今回は、ゼルマの配下である俺を教会が横取りしようとする形になってしまうので、手が出しにくい。そう言いたいのだろう。



「お前を許可なく連れて行けば、貴族どもの猛反発は避けられない。強引な引き抜きを一件でも認めてしまえば、次は自分の番だと思うからな。子爵程度ならどうとでもなるが、貴族全体と戦うつもりは、今の教会にはない」


今のという部分が気になる。新しい教皇になってから政治に関わるようになったと聞いたので、今後は変わっていく可能性もあると示唆しさしたのだ。もしかしたら既に、貴族の一部が教会と手を組んでいる。そんな動きがあってもおかしくはない。



「ってことは、教会は指をくわえて見ているだけで終わりか」

「本来ならそうなるはずだった」


もったいぶるようにカップに口をつけてお茶を飲む。




少しだけ過去を思い出すような、遠い目をしていた。



「ここにはソフィーがいる。お前を護衛の任務につけさせることで、間接的に管理しようと考えているようだ。元聖女という立場になったが破門はされていない。一応、信徒であることには変わりないので、そういった図式も成り立つと考えているのだろう」


有事の際、ソフィーに命令すれば俺がおまけとしてついてくる。



　ソフィーを戦場に放り込めば、俺も同行して守らなければいけない。そういった使い方であれば間接的に俺の行動をコントロールできるという訳だ。俺とソフィーの関係を知ってなければ、出てこない発想である。恐らく、アルマの入れ知恵があったんだろうな。

「その話はゼルマ様も知っているのか？」

「むろんだ。了承を得ている。貴族と教会、お互いが納得できる落とし所として決まったから、この決定は覆らんぞ」

　言い終えるとアルマはエルラー家の封蝋がされている手紙をテーブルに置いた。


黙って受け取り、開封して読む。




アルマの話を追認する内容の他、予定を早めて騎士として正式に就任させること、明日からゼルマの屋敷で住むことが書かれていた。




約束はしたといっても油断できる相手ではない。教会に取られないように囲い込みを急いでいるのだろう。



「拒否権はないぞ」

「知っているさ」


予定が早まっただけだし、別に悪い話ではない。




それに、ソフィーの暗殺を考えている教皇派や、政治の道具として利用しようと考えている元聖女派が、簡単には手出しできない程度の地位は築いた方がいいからな。







その後、ソフィーについてどう思っているかなど、アルマから質問攻めにあったが、曖昧に答えて逃げ切る。そんな態度に文句を言いつつもお茶を三杯も飲み、「また来る」と不吉なこと言って、アルマは家から去っていった。




慣れない相手との会話で頭が疲れて今は何も考えたくない。




幸いなことに体力は余っているので、当初予定していた通り、体を動かすことに決めた。




食器を片付けてから、家を出ると裏庭に行く。草は伸び放題で、手入れはされていない。地面に転がっていた木剣を拾うと素振りを始めた。




剣の型というのを習ったことはないが、強者の動作を取り込み、実戦で磨き上げた動きを再現する。ゆっくりと体を動かして、無駄に力が入っている部分をそぎ落としていく。最短で効率よく動けるようにと、足運びも見直していた。




大切なのは、相手よりも先を正確に予測して、素早く動き、力負けしないことだ。この三つさえ上回れば、魔法はともかく剣での戦いには勝てる。




何度も同じ動作を繰り返していくうちに、じわりと汗が浮かび上がり筋肉に疲労がたまっていくが、次第に集中力が上がって何も感じなくなる。




夢中で木剣を振り回す。




ふと気がつけば何時間も体を動かしていたようで、いつの間にか太陽は沈みかけていた。



「ふぅ……」


集中力が切れたので、今日はここまでにしよう。




木剣を投げ捨てると地面に座る。




ほどよく疲れた体をほぐしながら空を見上げていると、一羽の鳥が飛んでいた。




体は小さく早く飛ぶことで有名で、正式な名前は違うのだろうが、一般的には伝書鳥と呼ばれている。足に羊皮紙を入れる筒を付けており、急ぎで送りたいときに使われるのだ。





この鳥の飼育には時間がかかるので、利用できるのは貴族、もしくはごく一部の裕福層に限られる。手紙の内容は、緊急性が高く重要なことも書かれていることが多い。そのため伝書鳥を撃ち落としたら極刑コースだし、死体を見つけた場合は、羊皮紙ごと処分しろといわれている。





「あの方向は……」


重要な任務を背負っている小さな鳥が向かう先は、ゼルマが住む屋敷ではなかった。




目的地は……ヤンではない？




いや、高度を下げているから、この周辺なのは間違いない。




あっちにいる金持ちは、たしか……。



「冒険者ギルドか」


組織もしくは支部長クラスであれば使う機会はあるだろう。この前の代理依頼といい、最近は活発に動いているようだ。なぜソフィーを狙ったのか、機会があれば問い詰めたい。



「さて、腹が減った。親父のところで飯でも食べるか」


立ち上がって、ズボンについた汚れを叩き落とす。




暗くなっていたので『ライト』の魔法を使って周囲を照らすと、なじみの店へ向かうことにした。






◇　◇　◇




「いらっしゃい！」


店に入ると親父の声が出迎えてくれた。




今日も店内は冒険者で溢れている。探索の成果を自慢げに語り合うパーティもいれば、死んだ仲間のことを思い出しながら静かに食事をしているパーティなど様々だ。




見慣れた光景を横目にカウンターまで進む。



「新しくウェイトレスを雇ったんだな」


店内をあちこちと移動して料理を運んでいる女性は、ソフィーではなかった。




慣れていないようで表情を見る限り余裕はなさそうだ。



「おう！　どうだ、カワイイだろ？」

「悪くない。ヤンでは見かけない顔だな」

「移住してきた家族の娘らしい」


新しいウェイトレスは二人とも髪が長く元気だ。年は十四歳ぐらいか？　それにしては立派なものを持っていた。



「採用基準は胸の大きさか。エロ親父め。ヘルミーネちゃんが泣くぞ」

「うっさい！　偶然だッ！」


顔を真っ赤にした親父が反論をしてきた。ここから、さらにからかっても良いのだが、今日はそういった気分ではない。落ち着いて飯を食べたいのだ。




椅子に座って銅貨を数枚置く。



「ま、そういうことにしておくよ。定食とエールを頼む」

「おう。すぐに持ってくる」


一瞬だけ怪訝けげんそうな顔をしたが、追求してくることはなかった。




ドンと音を立ててエールが入った木製のジョッキが置かれたので、その半分を一気に喉に流し込む。



「ソフィーやローザはどこにいった？」

「ゼルマ様の屋敷だ。もう戻ってこないらしい。せっかく人手を増やしたのにな。上手くいかんもんだ」


俺と似たような話がソフィーにもあったのだろう。



「そうか、もう行ったのか」


ソフィーの顔が見たかったんだが、無駄足になってしまった。




残っていたエールを飲み干して追加をオーダーすると、すぐに新しいジョッキが置かれた。



「珍しく飲むな……何かあったのか？」


今度は聞いてきたか。




茶化すわけにはいかない。



「ゼルマ様の屋敷でお世話になることになった。自警団としての俺は終わりさ。ここには、気軽にこれなくなるだろう」

「お前もか……」


それ以上の返事はなかった。




会話がピタリと止まる。




親父は無言で料理を作り、俺は周囲の騒音を聞きながらエールを飲んで待っている。



「出来たぞ」


肉と野菜が入ったスープと、頼んでもないのにステーキが置かれていた。



「これは俺のおごりだ。元気に過ごせよ」

「お、おう」


そんな気を使ってもらえるとは思わなかった。




感動して、まともな言葉が出てこない。



「それと、たまには顔を出せ。ヘルミーネが寂しがる」

「あぁ、その時には土産の一つや二つ持ってくるさ。もちろんヘルミーネちゃん用だ」

「俺のはないのかよッ！！」

「男に物を贈る趣味はないからな」


親父の返しは、いつも心地よい。




しばらく聞けなくなってしまうのは寂しいが、こればかりは仕方がないと諦めよう。




今は一つに集中するべき時だ。自由と安全、そしてソフィーと気ままな生活を手に入れるためにも、これからの行動が重要になってくるだろう。






◇　◇　◇





翌日の朝、荷物をまとめて家を出ると人通りの少ない道を歩き、ゼルマが住む屋敷に着く。



「今日から、ここでお世話になるラルスだ」


眠そうに立っている門番に声をかけた。




突然の来訪者に疑いの目を向けるが、事前に訪問があると通達があったのだろう。その場で帰されるようなことはなかった。



「確認する」


そう言って、二人いた内の一人が屋敷の中へと入っていった。




待っている間は何もすることがない。門番と楽しく語り合う趣味はないので、これから住む建物を眺めることにした。




改築はさらに進んでいる。村長が住んでいたときより大きくなっていて、貴族が住んでいそうな外観に変化していた。一部は工事中なので、これからさらに豪華になっていくことは間違いない。魔法耐性のある素材に変えているようだし、小さな要塞といった印象を持つ。襲撃を警戒しているのか、それともこれが貴族の標準なのかはわからないが、かなりの金を使ったんだろうな。




離れも作られていたので、客人や使用人が何人も住み込みで働けるようになるはずだ。




一通り見終わった頃になると、門番がメイドを引き連れて戻ってきた。長い金髪と冷たい表情、何より動きに無駄がないことが印象的だった。




門番の方は黙ったまま業務に戻り、メイドが俺の前に立ち止まって深く頭を下げる。



「お待たせしました。ゼルマ様がお待ちです。ご案内いたします」

「頼んだ」


メイドが優雅に反転すると歩き出した。




背中を見ながら後を追う。




屋敷に入り、二階に上がるとゼルマの執務室の前で立ち止まった。




ノックをしてからメイドが声をかける。



「ラルス様をご案内いたしました」

「入れ」

「失礼します」


ドアを開けてもらったので、中に入る。




部屋の奥にあるテーブルに肘を置きながら、大量の羊皮紙と睨めっこしているゼルマがいた。目の下に隈くまがあるように見える。




貴族は働かないなんてイメージを持っていたが、どうやら彼女は当てはまらないようだ。常に忙しくしており、いつ休んでいるのかわからない。



「あの女はちゃんと伝えたようだな」

「はい。今日からお世話になります」

「堅い挨拶は飛ばそう。そこに座れ」


部屋の右側に置かれた来客用のソファーに座る。



「騎士の話も聞いているだろうな？」

「もちろんです。これからゼルマ様の正式な騎士として働くことが決まったと、報告をもらっています」

「十分だ。本来であればもう少し時間をかけたかったのだが、ラルスを教会に取られるわけにはいかない。色々と思うところはあるだろうが、協力してもらえると助かる」


下手に出るなんて意外だった。ギフト能力の使用を責められるか、もっと高圧的な言い方をするものだと思っていたから、拍子抜けだ。




昨晩、変なものを食べたんじゃないかと心配になってしまうほどである。



「もちろんです。全力を尽くします」

「よろしい。私に従う限り、ラルスとソフィーの味方だ。よろしく頼む」


挨拶をしただけで帰すつもりはないようで、ゼルマはソフィーの話をしてから、屋敷の構造や共同施設の使い方などの説明を始めた。なんと風呂場があるようで、ゼルマが使った後なら俺も使用して良いらしい。他にも離れには隠し通路を作る予定があるようで、緊急時には使えと言われる。そういった機密情報を聞いていると、俺を案内したメイドが執務室に入ってきた。




手には豪華な装飾をされた両刃の剣がある。実践より式典で使うことを目的に作られているようだった。



「ゼルマ様、お持ちしました」


メイドはゼルマの前で膝をついて、両手で持っていた剣を渡す。




彼女は受け取ると、鞘から抜き取って刀身を確認していた。



「手入れは十分されているな。二日間、聖水につけていたか？」

「はい。レギーナ様が対応されました」

「なら問題ない。お前は下がっていいぞ」

「失礼いたします」


立ち上がったメイドは一礼をしてから静かに退出していった。




ゼルマの手には抜き身の剣がある。




機嫌が悪いから俺を斬り捨てる、なんてことは考えてないだろう。



「平民のままこの屋敷に住まわれても困る」

「ということは……」


何に使うのか、ようやくわかった。




確かにこれはゼルマにしか出来ないし、貴重な時間を割いてでも、しなければいけないことだ。



「これから簡易的な就任式を行う。本来であれば当主がやるべきなのだが、そうすると時間がかかる。教会からの圧力をかわすためには、待っているわけにはいかない。そこで私が代役としてやることになったのだ」


無意識なんだろうが野性的な笑みを作っていた。




正式に仕えているという事実さえあれば、教会が俺を奪い取ろうとしても、貴族全体が反発してくれる。これからは、より強力な庇護が受けられるというわけだ。もちろん、ゼルマから見返りも求められるが、それは納得済みである。



「膝をつけ」


ソファーから立ち上がると、言われた通り絨毯の上に膝をつく。軽く頭を下げた。




床を見ているとゼルマの足が俺の視界に入り、右肩にわずかな重みを感じる。式典用の剣の刃が置かれたのだろう。



「謙虚であれ。誠実であれ。礼儀を守れ。私を裏切ることなく、欺くことなく、己の品位を高めて、守る盾となり、敵を討つ剣となれ。我、汝を騎士に任命す」


エルラー家や王家ではなく〝私〟と言うところがゼルマらしい。自分のためにだけに、騎士としての力を振るえ、そんな意味が含まれたエゴ全開の言葉だ。正式な式典では絶対に使えない、略式かつ密室で行われているからこそ、出来たのだろう。




肩から重みが消えて剣が下ろされた。




顔を上げると目の前に刃があったので、口づけをする。



「ゼルマ様が裏切らず、ソフィーを庇護し続ける限り、謹んで拝命いたします」


相手がエゴを入れるなら俺も入れさせてもらおう。




主のために働く騎士ではない。教会からの圧力をはね除け、自由を手に入れるための取引で、お互いに利用し合う関係であり共犯者。そう伝えたのだ。




利害が一致している間は協力するが、反するようになれば遠慮なく切り捨てる。そんな割り切った関係で、忠誠心といった、曖昧な理想論が入り込む余地などない。




俺にとって利用価値がある限り騎士として仕え続けてもいい。




だがもし裏切ったら——。



「ほぅ、よい目だ。寝首をかかれないように気をつけるとしよう」


挑発するように、薄く笑っているゼルマから剣を受け取る。




騎士として就任した証明となるので俺の物になるのだ。部屋にでも飾っておくか。




こうしてお互いの欲望、願望にまみれた就任式は無事に終わり、俺は正式にゼルマの騎士となったのだった。




冒険者デビュー





正式な騎士になったので、そこそこ上質な服が支給された。他にも部屋が用意されて、今日から客人ではなく、ゼルマの配下として屋敷に住むことになる。



「ふぅ……これから、どう動くかだな」


部屋に備え付けられたベッドの上で横になった。




柔らかいものが入っているようで、装飾はなくシンプルだが寝やすい。ようやく平民ではなくなったという実感が湧いてきた。



「しばらくは、このままソフィーやヤンを守るとして……」


問題は、この平穏な生活が一時的なものということだ。




教皇を今の地位から引きずり下ろすか死んでもらわない限り、ソフィーの危うい状態は続く。簡単に出会えるような男ではないので、どちらを選ぶにしても時間はかかるだろう。




ゼルマが当主になってエルラー家の爵位が上がれば、教皇の圧力を跳ね返しやすくなる。平穏な時間が延長できるので、そっちを手伝ってもいい。




教皇が地位をどこまで固めているか、元聖女派の枢機卿がどこまで対抗できるのか、そのどちらも詳細はわからない。だが、まだ猶予はあるだろう。



「ラルスさんいますか？」


ドアの向こうからソフィーの声が聞こえた。俺が来たのを知って遊びに来たのだろう。



「ちょっと待ってくれ」


立ち上がってドアを開けると、ソフィーの笑顔が見えた。



「騎士への就任おめでとうございます。お祝いの品を持ってきました」


後ろに立っているローザが片手剣、ガントレット、ブーツ、胸当てといった、俺が普段使っている装備一式を持っていた。これを身につけたら騎士のように見えるだろう。いや違う。実際に騎士だったか。



「これを、俺に？」

「はい。この前の戦いで剣が折れてしまいましたし、防具はもともと貧弱でしたので、差し出がましいと思いましたがご用意いたしました」

「ありがとう。嬉しいよ」


ローザから受け取って剣を鞘から抜く。聖刻文字が刻まれており、銀より美しく鋼よりも硬い魔を払うミスリルが入っているようで、魔力を感じる。さらにソフィーが何か手を加えたのだろう、邪気を払うような効果もありそうだった。騎士として使うには十分過ぎる。装備はゆっくりそろえようと思っていたので、助かるのだが……。



「その、お金は大丈夫なのか？」

「はい。教会にも手伝ってもらいましたから」


ソフィーと連絡を取っているのは元聖女派の信者だろう。俺を取り込むために恩を売ろうとしているのか？




元聖女派の枢機卿たちは、ソフィーを道具のように扱おうとしているので気に入らないが、教皇をけん制、蹴落とすには必要な人材だ。ここで反発して心証を悪くする必要はない。



「それなら遠慮なく使わせてもらおうじゃないか」


いつかは裏切ることになるだろうが、それまでは利用できるだけ利用させてもらう。そう考えて受け取ることにした。







プレゼントを貰ってすぐに帰してしまったら男が廃る。いや、人としてダメだろう。ソフィーを部屋に案内すると、窓際に置かれた椅子に座ってもらった。ローザは奴隷ということもあり立ったままだ。




近くには小さく丸いテーブルがあり、ちょっとした焼き菓子が置かれている。




貰った装備を床に置くと俺も椅子を引いて座り、ベルを鳴らす。




近くで待機していたメイドが挨拶をしてから入室した。



「お茶をふた……いや、三つ持ってきてくれ」

「かしこまりました」


頭を下げるとすぐに出ていく。ようやく一息つける。



「贅沢な部屋ね」


ソフィーより先にローザが部屋の感想を言った。奴隷という意識が薄いのは、ソフィーがそういった扱いをしてないからだろう。俺は気にしないから問題ないが、貴族と出会ったときはしっかりと、それっぽく振る舞えよ。じゃないと痛い目に合うからな。



「ラルスさんは騎士になったのですから、このぐらいは当然ですよ」

「そんなものか？」

「ええ、もっと贅沢をしている騎士様もいますからね」

「この部屋でも贅沢だと思っているのに、これ以上を望むやつもいるとは意外だな。魔物と戦うのが嫌になりそうだ」

「さすがラルスさん鋭いですね。最近は、そういった騎士様が増えているみたいですよ」


この話題で思い出したのは、最初に罠にはめて殺したクリストのことだ。




アイツは騎士の仕事より金を重視していて、欲望に飲み込まれた男だった。そういった騎士が増えているのであれば、国としても頭が痛いだろうな。他国や魔物から守るために戦う騎士が堕落しているのだ。争いが起こったとき、頼りにならない。




国境は安定していて戦争は遠い過去。平和が長く続くと、そういった問題も起こるのか。勉強になった。



「騎士もいろいろあるんだな」

「アンタみたいな平民出もいるしね」

「ローザが騎士になるよりかは、まともに見えるだろ？」


昔はこういった言い合いをよくしていたな。なんとなく懐かしい気持ちになる。



「お二人とも仲がいいんですね。私だけ仲間外れで悲しいです」


珍しいことにソフィーが頬ほほを小さく膨らませていた。冗談だとは思うが、そんな仕草は初めて見た。




ローザが少し怯えているようにも見えるが、気のせいだろう。子供っぽい行動に思わず口元が緩む。



「悪い、悪い。お詫びをするから許して欲しい」

「……そこまで怒っているわけじゃないんですが、ラルスさんのお詫びが気になるので許します」


期待するような目をされてしまった。そんないいものではないので少し後ろめたさがあるが、ゼルマと話していたときに決めたことを伝える。



「冒険者ギルドに行って、ソフィーを冒険者登録したい」

「えっ！？」


ソフィーと敵対している人物がいるかもしれない場所だ。驚くのも無理はないが、多少の危険を受け入れる代わりに得られるものもある。




ギルド内部の協力者と自然に会話する機会が作れるので、今まで以上に正確な情報が手に入るようになるのだ。襲撃に怯えながら現状維持を選ぶより、マシな状況は作れるだろう。



「守っているだけでは、敵の攻撃は激しくなるだけだからな。仕掛けてきたヤツらに、痛い目に合うかもしれない。そう思わせる必要がある」

「最初の一手が、私が冒険者になることですか……」

「そうだ。堂々と正面から内部を漁ってやろう。多少動きは鈍るだろう。もし、ギルドが強制依頼で罠にはめようとしてくるのであれば、こちらは貴族権限で回避すればいい」


平民よりも上の立場を手に入れたので、冒険者ギルドの強制権は脅威ではない。エルラー家の庇護が続く限り、理不尽な依頼をしてきても跳ね返せるだろう。



「ソフィーの安全は、俺が守る。冒険者になってみないか？」


俺のお願いにためらう素振りはない。



「私の騎士様が守ってくれるのでしたら、不安はありません。冒険者になるのが楽しみです」


すぐに笑顔で返事をしてくれた。







ソフィーからもらった騎士用の装備を身につけて、野営用の道具が入った荷袋を担ぐと、三人でヤンの冒険者ギルドに入った。




掲示板には依頼の羊皮紙が張られていて、何人もの冒険者が内容を吟味している。近くには冒険者ギルドの職員が待機しており、文字が読めない場合は、代わりに読み上げてくれる仕組みになっていた。




時刻は昼過ぎということもあって混雑はしていない。それでも十人以上の冒険者がここにいるので、ヤンの冒険者ギルドは順調に稼働していると言えるだろう。




受付は奥にある。冒険者たちの間をすり抜けて歩いていると、ほぼ全員がソフィーの顔を凝視していた。彼らの心の声を言葉にすると〝酒場のウェイターが何をしに来た？〟といった感じだろうか。




ソフィーが元聖女だと知っている人間は、ほとんどいない。ゼルマの神官だと知らず、戦闘能力のない一般人だと思われている。しかも、俺は騎士に見える立派な装備をしているので、何か事件が起こったのではないかとザワついていた。




さすがに声をかけてくるようなバカはいないので、うざったい視線は全て無視して受付のカウンター前に立つ。



「こんにちは、ラルスさん。その姿は珍しいですね」


髪が肩で切りそろえられた美人な受付嬢が、やや砕けた口調で話しかけてきた。




彼女は昔からヤンに住んでいて顔見知りだ。現地採用というやつだな。新しく冒険者ギルドを作る際は、こういった採用は多くなる。その方が、村人への説明や調整がスムーズに進むのだ。



「ゼルマ様の騎士になったからな」

「おめでとうございます」


驚いた顔をしたが、すぐに業務用の笑顔に戻った。




プロ意識が高い。教育がしっかりしているのだろう。



「これからは、言葉づかいに気を付けなければいけませんね」

「人目が少ないところなら、ほどほどでいいさ」


式典などといった場所でない限り、堅いことは言いたくない。この程度の口調なら問題ないだろう。周囲も舐められているとは思わないはずだ。



「それで本日はどのようなご用件で？」

「彼女の冒険者登録をお願いしたい」


後ろを指さすと、受付嬢の視線がソフィーで止まった。



「え、ウェイトレスさんですよね……大丈夫なのですか？」

「大丈夫だ。職業は回復師として登録してくれ」

「なるほど、聖魔法が使えるんですね」


戦う力はなくとも、聖魔法さえ使えれば冒険者として活動できる。




活躍するイメージが湧いたのだろうか、受付嬢は納得してくれたようだった。



「登録名はどうしますか？」

「ソフィーで」

「かしこまりました。ソフィー様ですね」


小さい金属の板に名前が刻まれた。




タグと呼ばれる物で、冒険者は常に持ち歩くように義務化されている。死体になってもタグさえあれば誰なのかわかるので、管理がしやすいらしい。




冒険者は顔がグチャグチャになって死ぬ場合もあれば、白骨化してから発見されるときもある。名前がわかる物を身につけていると、遺品整理で揉めにくいといったメリットがあるのだろう。タグは冒険者本人より周囲にとって必要な物。そんな扱いをされていた。



「ソフィー様は、最低ランクの鉄タグから始めてもらいます」


冒険者のランクはギルドへの貢献具合で決まる仕組みだ。




最初は鉄から始まり、銀、ゴールド、ミスリル、アダマンタイトといった五つのランクがある。ちなみに俺は勇者パーティに所属していたということもあり、アダマンタイトを持っている。




リヒトの素行は悪かったが、パーティの実力はトップクラスだったからな。冒険者ギルドも認めるしかなかったのだ。



「登録料は銀貨一枚になりますが、よろしいですか？」


首を縦に振ってから銀貨を一枚、カウンターの上に置く。




受付嬢が受け取ると代わりに鉄のタグが渡された。ヤン支部とソフィーの名前が刻まれている。これで冒険者登録は完了となった。




事務手続きが終わると、鉄のタグをソフィーに渡す。



「ありがとうございます。こんな簡単に終わっちゃうんですね」


冒険者ギルトは使い捨ての人材を管理しているような場所なので、質よりも数を優先している。最低限のサポートはしてくれるが、基本的には勝手に這はい上がってこいというスタンスなのだ。




効率や助け合いなど関係ない。既得権益を守るために、上位の冒険者が邪魔をしてくる場合もあるが、それを返り討ちにする新人もいる。




生意気だったリヒトなんて何度も襲われたらしいが、その度に返り討ちにして、誰も手を出さなくなったと豪語していた。話半分だとしても、そうとう頭の悪いことをしてきたのがわかる。



「年齢さえクリアしていれば誰でもなれるからな。冒険者になるヤツは多い。金や時間なんて、かけたくないんだよ」


誰でも冒険者にはなれるが、生き残るのは困難。




そんな職業であった。




俺の説明に不満があるのか、受付嬢が何ともいえない顔をしているが、事実なのだから抗議はなかった。



「せっかく登録したんだ。依頼を見に行くか？」

「はい！　ワクワクしますね」


楽しそうにしているソフィーを掲示板の前に連れて行くと、近くにいた冒険者たちは逃げるようにして離れていった。




俺が騎士の見た目をしているから、無理難題を押しつけられるんじゃないかと警戒したのだろう。ちゃんと危機管理が出来ていてよいことだ。質が低い場所だと、逆にケンカを売ってくるヤツもいるからな。



「新しい依頼は早朝に貼り付けられる。この時間に残っているのは、あまり美味しくない依頼ばかりだ」


説明しながら一枚の羊皮紙を掲示板から剥がす。



「ヤン周辺に自生している回復ポーションの素材を拾ってこいという内容だ。報酬は相場通りだが、素材となる薬草は森の奥にあるので時間がかかる。初心者が少ないヤンでは、受けるヤツはいないだろうな」


ここに来る冒険者はダンジョンが目的なので、ゴールドタグ以上が多く、最下層の鉄タグが受けるような依頼は誰も受けない。さらに時間がかかるとなれば、報酬を上げても受けるような冒険者は出てこないだろう。



「依頼主は……知らない名前だ。最近、移住してきたのか？」


そういった事情であれば、細かいことを知らなくても理解は出来る。



「その依頼、危険ではないんですよね？」

「森の中を歩き回るだけで危険はほとんどない。野営することになるかもしれないが、三人もいれば十分だな」


返答を聞いて、ソフィーの目がキラキラと光っているように見えた。




何を期待しているのか言わなくてもわかる。もともとそのつもりだったので丁度よい。こうなることを予想して、野営できる道具を持ってきたのだからな。



「試しに、この依頼を受けてみるか？」

「はいッ！」


ローザが嫌そうな顔をしているが、あれは歩きたくないだけだろう。もしくは野営か。どちらにしても奴隷に拒否権はない。無視だ、無視。




手に持った羊皮紙を受付嬢に渡すと、依頼の品を探すため森に向かってヤンを出て行った。






◇　◇　◇





ゴブリンの集団が消えたことで森に動物が戻っていた。




木々からは小鳥のさえずりが聞こえ、遠くには鹿や猪の姿が見える。狩りをする予定があったら、新鮮な肉が手に入ると喜んでいただろうが、今日は採取が目的なので手は出さない。動物たちを見送ってから奥へと進む。




今回狙っているポーションの素材に使われる薬草は、普段は人間が立ち入らない場所にある。腰ほどにまで伸びた草を切り倒しながら歩いているので、目的地に近づいてはいるが速度はゆっくりしていた。




後ろを振り向くと、ソフィーの額には汗が浮かんでいて息が乱れている。ローザの方は、まだマシだが辛そうな顔をしているな。先を急ぎすぎたか。



「少し、休憩しよう」


ちょうど近くに開けた場所があったので提案すると、二人ともうなずいた。




木の根に腰を下ろす。




ソフィーは水袋を口につけて、喉を潤していた。



「体力はあるほうだと思っていたんですが……」

「森での歩き方に慣れてないと大変だろう。時間はあるから、こまめに休憩をとりながら行く」

「ありがとうございます」


ソフィーとの会話が途切れる。




少しでも早く疲れを取るために黙ったのだ。




その代わりに、比較的元気なローザが口を開いた。



「ラルスが騎士になるとはねぇ……」

「突然、なんだ？」

「色々と選択を間違えたって話よ」


あまり感情がこもっていない声だった。




自省するなんて珍しい。



「パーティから追い出したのが、ラルスじゃなくリヒトだったらって、たまに思うのよね」

「冒険者を続けていただろうな」

「そうね。みんなが奴隷になることも、エヴァが人間を辞めるようなこともなかったわ」


ヴァンパイアになったことは、ソフィーから聞いたのだろ。



「私は男選びに失敗しただけだから諦めもつくんだけど、エヴァはね。ちょっと可哀そうだったなって思うわ」

「可哀そう、ですか？」


俺たちの話をじっと聞いていたソフィーが、思わず質問をした。




ローザは直接答える代わりにエヴァの過去を語る。



「そうよ。生まれてすぐに親は死んだみたいだけど、聖魔法の素質があったから教会の孤児院で過ごしていたの。そのせいか知らないけど、寂しがり屋で、出会ってからずっと私の後をついてきていたわ。だからなのかしらね、選んだ男も一緒だった」


俺は途中からリヒトのパーティに参加したので、こういった話は初めて聞いた。




確かにローザとエヴァは、二人で行動することが多かった。リヒトの彼女だからだと思っていたが、その前から仲が良かったんだな。



「私はお金や権力、将来のために付き合っていたんだけど、エヴァは抜け出せない恋に落ちていったわ。物心ついたころに失っていた、親の愛情を求めるようにね」


後悔しているような、そんな顔をしている。




誘う相手を間違えた、付き合う男を間違えた、ついていく仲間を間違えた、そういった過ちを積み重ねた上にパーティの崩壊があり、今のローザやエヴァがいるのだった。



「だから、エヴァはリヒトへの執着が強かったんだな」


思い返せばローザよりエヴァの方が、べったりとくっついていたな。




一人のときなんて、ほとんどなかった。




常にリヒトと一緒にいたので愛情深い女だなと思っていたが、実際には親を求める子供だった。恋愛ではなく単純に寂しかっただけ。自身の存在を誰かに認めてほしかったのか。




リヒトはそういった心の隙を狙うのが上手かったから、堕とすのは簡単だっただろう。どんなに酷いことをされても、エヴァは否定せずにずっとついて行った。救いのない話だ。相手がまともだったら、結婚して子供を作り、幸せな人生が送れただろうに。



「ヴァンパイアになって、それが悪化したみたい。種族が変わっても愛を求める心に囚われ続けるなんて……あの子の不幸は、死んでも続くのね」


朽ちかけた教会で再会した時を思い出す。




黒騎士とのやりとりは相手への愛情ではなく、勇者という存在に執着していたように見えた。




ローザはそれを不幸だと思っているようだが、俺の考えは少し違う。執着する相手があり、二人とも大切に思い合っている。その関係が続き、ずっと側にいてくれるのであれば、それも一つの幸せの形ではないだろうか。



「エヴァが不幸かどうかなんて、本人の受け止め方次第でいくらでも変わる。そこまで悲観することではないさ」

「そう、かしら？」

「あぁ、そうだ。打算抜きの愛情をぶつける相手がいて、それを受け入れてもらえている。それ以上に幸せなことって、あまりないと思うぞ？」

「…………そういう考え方も、あるのね。愛情なのか、それとも執着や依存なのか私にはわからないけど、本人たちが納得できるのであれば……気にしても仕方がないわね」


結局、幸せなんて当人が決めることだからな。




相手の気持ちを勝手に想像して、誤った道に引きずり込んでしまったと後悔するなんて時間の無駄だ。



「そういうことだ。先ずは自分のことでも考えるんだな」

「奴隷に、そんな権利なんてないわよ」


ローザは乾いた笑みを浮かべた。




こいつは、こいつで、不自由な身だ。




停滞した人生という意味では、ローザとエヴァに違いはない。貴族を傷つけた犯罪奴隷に、解放なんて期待できないからな。ずっとご主人様の影に怯えながら生き続けるしかない。そういった所でも、親に縛られるヴァンパイアのエヴァと奴隷のローザは似ている。



「そんなこと言わないでください。この首輪が外せるよう、一緒に頑張りましょう」


ソフィーはローザの手を取って言った。




辛い目に遭っても曲がることなく、身近な人を助けようとする優しさが、彼女の魅力だ。




そんな気丈な姿を見て、やっぱり守ってあげたいと思うのだった。



「さて、休憩は終わりにして、そろそろ出発しよう」


ソフィーを見れば息が整い汗も引いていた。




目的地はもう少し先だ。移動を再開する。






　森の中を歩き続けて、二度の短い休憩をはさみながら奥に進む。


陽が少し傾きかけたころになって、ようやく目的地についた。




背の高い木々に覆われている森だが、この周辺だけは草しか生えておらず、ちょっとした広場になっている。理由まではわからないが、こういった場所にポーションに使う薬草があるのだ。



「茎が紫色の草がポーションの素材になる。根の部分を使うから、周りの土を掘って丁寧に抜いて欲しい」

「わかりました！　頑張ります！」


やる気に満ち溢れているソフィーが元気よく返事をした。




施設で生活していた時期が長く、その後は聖女として活動していたので、土いじりなんて久々だろう。楽しんでくれればと思う。



「サポートは頼んだぞ」


口で説明したが、素人が薬草を見分けるのは難しい。ソフィーの手伝いはローザに任せることにした。何年も冒険者をやっているのだから、軽くこなせるだろう。そのぐらいの期待には応えてくれるはずだ。



「言われなくても、わかってるわよ。護衛だってキッチリこなすわ」


ダルそうに答えると、膝をついて素材を探しているソフィーの元へ向かった。




時間がかかるようであれば俺も手伝おうと思うが、しばらくは周辺を警戒することに専念する。採取に集中しすぎて後ろから攻撃されるなんてことは、よくある話だからな。




広場をぐるりと回るようにして歩く。常にソフィーが見える位置にいるので、不届き者が来ればすぐにわかるし、駆けつけられるだろう。




しばらくすると「見つけた！」といった声が聞こえ、ローザに確認してもらっている姿が見えた。首を縦に振っているし、目的の物は発見できたようだ。




初めての採取であれば、もう少し時間がかかると思ったが、このペースで進むのであれば依頼は早めに終わりそうだ。ここは薬草の群生地というわけでもないので、単純に運がいいんだろうな。




今日は何事もなく終わりそうだと思っていると、ガサッと草を踏みしめる音が聞こえた。




貰ったばかりの剣を鞘から抜いて構え、魔力を練って身体能力を高める。俺の魔力が動いたことを察して、ローザはソフィーをかばうようにして立つ。




出てくるのは魔物か、盗賊か、それとも同業者か？



「ここは……人……？」


緊張して待っていた相手は、傷だらけだった。




そこら辺の平民が着ているような服の上に、黒いマントを羽織っただけだ。見える範囲に武器はなく、荷物は何一つ持っていない。顔には殴られた跡がいくつかあり、疲れた表情を浮かべている。



「騎士様、助けてもらえませんか？」


街で普通に生活しているような平民の男が、媚を売るような笑いをしながら俺に言ってきた。




ただの平民と森で出会うなんて、普通はあり得ない出来事だ。怪しいのは間違いないのだが、敵意や魔力は感じず、また戦えるようにも見えない。本当に助けを求めているのであれば無視してしまうのも寝覚めが悪いので、話ぐらいは聞くことにした。



「詳しく話せ」


一応、騎士という身分になったので、やや高圧的な態度で接することにする。



「ヤンを探しているんですが、道に迷ってしまいまして……」

「迷子ということか」


慣れていないと森の中では方向感覚が狂ってしまうから、目的地を見失うなんて話はよくある。納得のいく説明だ。



「道を教えても良いが……」


だが、大きな疑問は残っている。




威嚇するために剣を男の前に突き出す。




息を呑む音が聞こえた。



「なぜ森の中を歩いているのか、それを説明してもらおう」


森には獣や魔物といった危険が潜んでいる。普通は街道を使って移動をするのだ。冒険者や狩人、または犯罪者でもなければ、森の中を歩こうとはしない。




後ろ暗いことがないのであれば俺を納得させてみろ。



「実は、護衛として雇った冒険者に裏切られてしまいまして……荷物を取られたので、森に逃げ込みました」

「ギルドからの証明書は？」


冒険者ギルドに依頼を出すと、依頼主だと証明するための木の板をもらえる。護衛のように依頼主と同行する依頼だと、完遂後に木の板を貰って冒険者ギルドに提出する必要があるのだが……。



「こちらに」


男が靴を脱ぐと薄い木の板があった




奪い取られないよう隠していたみたいだな。



「投げろ」


男が素直に木の板を投げたので、空中で掴むと記載されている内容を見る。




ギルドのサインは本物の様に見える。依頼内容もヤンへの護衛になっていた。この男が言っていることは本当のようだ。




行商人とかであれば仲間の伝手を使って、信頼できる低ランクの冒険者が雇えたはず。しかし、そういった人脈がなければ犯罪者まがいの冒険者を雇ってしまい、途中で裏切られることもあるのだ。残念ながら、決して珍しい話ではない。




木の板を投げ返す。



「……よく生きてたな」

「持っていた金を投げつけたのがよかったのか、諦めてくれました」


顔や服、足下の状態を見ても、暴力を受けたことは間違いなさそうなので、嘘だとは断言できない。



「事情はわかった。ヤンに行ける道を教えよう」


ソフィーたちには動くなと目で合図をして、剣を下ろしてから近づく。




男の唇は乾いていて、所々裂けているように見える。目の焦点も合っていないようで、もしかしたら森をさまよっている間は、寝ていなかったのかもしれない。



「あ、ありがとうございます！」


礼を言う姿が痛々しかった。



「だが、その前に休息が必要なようだ。これを食べて休むとよい。その間、護衛ぐらいはしよう」


今晩食事に使う予定だった干し肉と水袋の一部を渡す。




数秒ためらっていたが、欲望には勝てなかったようだ。




地面に座って涙を流しながら食べ始める。



「美味しい！　騎士様ありがとうございますッ！！」


演技をしているように見えない。完全に信用するわけではないが、追い剥ぎにあって遭難した、哀れな平民として接することにしよう。




量が少なかったこともあり、すぐに食べ終わると今度は睡魔が襲ってきたようだ。




目は半分ほど閉じられていて頭を前後に動かしている。




すぐには帰れないか……。




小さいため息を吐いてからソフィーとローザを見る。



「今日は、ここで野営するか？」

「はい！　この方を見捨てるわけにはいきませんよね」


これからヤンの住民になるのであれば、無力な平民を守るのも俺の仕事になる。騎士の仕事としては地味だが、重要な任務だ。責務を果たすとしよう。




必要な量の薬草が確保できると、寝ている迷い人の傷を回復してから、ソフィーとローザは薪を探しに行った。




戻ってくるまでに俺は野営の準備をする。




大きい布の四方を木にくくりつけて屋根を作り、小石をどけて地面を整備する。マントで体を包み寝るだけなので、これで寝床は完成だ。




次に拳よりやや大きい石を集めて重ねていき、鍋を吊すための枝を設置していく。これで即席の竈かまどができた。続いて鍋を取り出して、近くに流れている小さな川から水をくむ。野営地に戻ってくると、ソフィーとローザは大量の薪を抱きかかえて待っていた。



「すごい！　これが野営なんですね！」


目を輝かせながらソフィーが言った。




慣れてしまい何も感じなくなった野営を、こんなに喜んでくれるとは思わなかったぞ。



「硬い地面の上で寝ることになるが、大丈夫そうか？」

「はい！　小さい頃は硬い木の上で寝ていたので、慣れてますから！」


元々は平民出身だったから、この辺は問題ないらしい。最悪、俺のマントを貸そうと思っていたが、その必要はなさそうだ。



「俺は鍋に材料を入れてくる。薪は竈の方に置いてくれないか」

「任せてください」


ローザに教わりながら乾いた細い枝を選んで、竈の中に組み立てる。風の通り道を作るために隙間も作っていた。




冒険者になりたての頃は野営の知識はなかったので、火がつかないと困っていたことを思い出す。あの時は偶然近くにいた先輩の冒険者に、基礎知識を教わって助けてもらったんだっけ。




懐かしい気持ちになりながら、食材と塩を入れた鍋を持っていく。



「そろそろ温めたいんだが、いいか？」


俺の声を聞いて二人とも振り返った。




なぜか残念そうな顔をしているので、悪いことをしたような気分になる。



「時間切れのようね。今回は魔法で火をつけましょう」

「残念です……次は必ず火をつけてみます！」


ソフィーは応援したくなるような笑顔で気持ちよく宣言をした。




そこまで頑張りたいのであれば、また泊まりがけになるような依頼を受けてもいいか。自由を謳歌することこそが生きる意味に繋がるのだから、こういったワガママは積極的に聞いて叶えていきたい。



『イグニッション』


着火の魔法をローザが使い、薪に火がついた。




俺が枝に鍋を吊り下げると、



『ウィンド』


今度は風を起こす魔法を使った。




新鮮な空気が火に送り込まれて、大きくなる。竈に入れていた枝は燃えて灰になっていくので、定期的に追加していく。




三人とも地面に座って、じっと火の揺らぎを見ている。心が安らぎ世のしがらみを忘れさせてくれる貴重な時間であった。







簡素なスープを食べ終わった頃には、陽は完全に落ちていた。雲があるため星は見えず、たき火から少し離れただけで周囲が見えなくなるほど暗い。




ソフィーとローザは先に寝かせている。




警報装置の魔道具を設置しているが、一応見張りは必要だ。俺は火の番をしながら行き倒れかけていた男を見ていた。




意識は失ったまま起きる気配はない。念のために暗器を隠し持っていないか確認してみたが、そのような物は一切なく、本当にただの迷子だったようだ。




もし違うのであれば、俺を騙だませるほどの腕をもつ暗殺者もしくは、諜報員ということになるだろう。




バチッ。




木が小さく弾けて、音がなった。




それもまた心地がよい。




今後のことを考えるにはちょうどいい空間だ。




ソフィーが冒険者登録をしてギルドの一員になった。これからは、依頼を受けつつギルド内部の協力者から情報を受け取る予定だ。現地で採用されたギルド職員は、ほぼ全員、俺の知り合いだから、情報収集は難しくないだろう。金とゼルマからの保護を約束すれば、みんな積極的に協力してくれる。こういったとき村社会というのは便利だ。よそ者より身内を優先してくれるのだから。




冒険者ギルドの問題さえ片付けばヤンの中は比較的安全になる。




そうなったら次は教会を探るか。教皇の動向を把握したい。ヤツがどんな人物なのか、地位をどこまで固めているのか、そういった情報を手に入れたいのだ。ゼルマに頼んではいるものの状況はあまりよくない。




別の人間に依頼する必要があるかもな。例えばアルマとか……。ソフィーからお願いすれば、多少は融通を利かせてくれるだろう。



「ウッ……」


一人で考えを進めていると、小さいうめき声と共に行き倒れの男が目を覚ました。




状況が飲み込めていないようで、キョロキョロしている。




俺と目が合うと勢いよく立ち上がった。



「おはよう。よく眠れたか？」

「も、申し訳ありませんッ！」


顔を青くしながら返事をする前に頭を下げた。




自分が寝たことで俺らが野営することになったと思っているのだろう。その予想は大きく外れてはいないが、別に問題はない。ソフィーも楽しそうにしていたしな。



「野営するつもりだったから気にするな。頭を上げてくれ」


俺の許しが出て、ようやく男は頭を上げた。



「名前は？」

「フレデリコです」

「私は騎士ラルス。夜番をしているのだが、暇だ。話に付き合ってもらえないか？」

「私でよければ！」

「よろしく頼む。立ったままだと話しにくいので、適当な場所に座ってくれ」


俺の命令に従ってフレデリコは地面に腰を下ろしたが、寒さで体が震えているように見えた。夜の森は冷える。話す前に体温を上げる必要があるか。




たき火で温めていた水を木製のコップに入れて、フレデリコに差し出す。



「ただのお湯だが、飲むか？」

「いただきます」


両手で受け取ると、フーフーと息をかけてから、火傷しないようにゆっくりと口をつけた。




たき火とお湯の効果で、体の震えが収まってきた頃合いを見て話し出す。



「どこから来た？」

「クルトです。あそこは今、ヤンへの移住希望者を募っているので……」


俺の記憶が正しければ、クルトは人口の増加に伴って就職が難しくなり、スラムの住人が増えていたはずだ。移住が順調に進めば、クルトの治安回復とヤンの発展、その両方が解決できる。




人が余っている場所から足りない場所に移動させる方法は、二つともエルラー家が管理している土地だからできることだ。他の領主が絡んでくると移住は厳しくなるから、円滑には進められなかっただろう。



「今、ヤンに行けば仕事が手に入るって噂になっています。本当なのでしょうか？」


不安そうな目をしている。移住先でも余り者として扱われるのではないか、そんな絶望にも似た感情を抱いているのかもしれない。



「誰でもというわけではないが、他よりチャンスはあるだろうな。何の仕事をするつもりだ？」


人手不足とはいえ、犯罪者に仕事は回さない。そういう意味で、どんな人間でも仕事にありつけるというわけではないのだ。



「クルトでは建物の資材を運んでいたので、同じような仕事が出来ればと……」


人夫か。力さえあれば誰でも出来る仕事な上、日雇いなのでその日暮らしを強いられる過酷な職業だ。誰も人夫の安全なんか気にしないので、天窓から落ちてそのまま死亡。生き残ったとしてもケガで働けず、スラム街の住人に転落することだってある。冒険者の次に危険で将来性がない職業かもしれない。




そんな状況で、なけなしの金を使って雇った冒険者に裏切られるとは、本当にツイてない男だ。下には下がいるとはいうが、ここまで悲惨で運のない奴は、あまり見かけないぞ。



「ヤンは毎日新しい建物が作られている。人夫をしていたのであれば、歓迎されるだろう」


実際、人手が足りないとゼルマが言っていたからな。それこそ、多少性格に問題があったとしても犯罪者でなければ、使い続けてもらえる。そのぐらい人手不足は深刻なのだ。




またそれとは別に、人夫については一つ懸念があった。




建物の建築が一段落したときに全員無職になってしまうのだ。収入のない人々が増えれば治安が悪化し、スラム街が作られてしまう。受け皿を作ってやらなければいけないのだが……まぁ、ゼルマなら対策を考えているだろう。先の話だし、もし抜けていたら指摘でもしてやるか。



「そうですか、それは安心しました」


体の力が一気に抜けて、うっすらとだが笑みを浮かべている。




それは今日、明日を生きるのに必死で、先が見えない人間の顔をしていた。




その後もフレデリコにはクルトの噂話を聞かせてもらっていたが、眠そうにし始めたので会話を打ち切って寝てもらうことにする。







翌日、まだ薄暗い中ソフィーが目を覚ましたようで、すっと立ち上がった。




寝起きはよいのか普段と変わらない様子だ。



「おはよう。早起きだな」

「教会での生活が長かったので、いつもこの時間には起きてしまうんです」


照れくさそうに言いながら、俺の隣に座る。



「そんなことより、ラルスさんは眠くないですか？　やっぱり途中で代わった方がよかったのでは……」

「一日寝なかったぐらいで、どうにかなってしまうほど弱くはないさ。それより皆が起きる前に朝食を作ろう。手伝ってくれるか？」

「もちろんです！」


嬉しそうに返事をしたソフィーと一緒に干し肉を枝に刺すと、たき火であぶる。




肉が温まり少し柔らかくなってから口に含む。普通にかじるよりかは歯ごたえ、味がマシになった気がした。



「ソフィーも、つまみ食いしたらどうだ？」

「いいんですか？」

「早く起きた人の特権だ」


まだ何かを言いそうだったので、もう一方の手で温めていた干し肉を差し出すと、一瞬ためらってからパクッとくわえてしまった。




手で取ると思っていたので、驚いて何も言えない。まさかそんな大胆な行動をするなんて、誰が思いつくんだ？




満足そうな笑顔を浮かべながらソフィーは俺から木の枝を受け取って、食べ進めていく。その無防備な姿に心が奪われそうになる。不意打ちだったので動揺が収まらない。心臓がバクバクしていた。



「本当に美味しいですね。温めるだけで、こんなに変わるなんて知りませんでした」

「そ、そうだな」


俺の気持ちを隠すために会話を打ち切ると、たき火をぐるりと囲むようにして枝についた干し肉を地面に刺した。



「後はじっくり温めよう」


これ以上やることはないので、たき火をじっと見続ける。




日が昇って明るくなるとローザが起きて、フレデリコも目を覚ました。




全員そろったので朝食を食べながらソフィーとローザに、フレデリコは俺らと一緒にヤンに戻り、そこでお別れとなる予定だと伝える。二人ともすんなりと納得してくれた。仕事の面倒までは見ることはない。全員一致した考えだ。




朝食も食べ終わったので、そろそろ出るか。お昼過ぎにはヤンに着くはずだ。



「出発しよう。俺は先頭、ソフィーとローザは後ろ。フレデリコは真ん中を歩いてくれ」


野営の道具を回収してから、隊列を組んで歩き出す。




途中で冒険者とすれ違うことはあったが、行きと同じように魔物と出会うことなく、無事にヤンの入り口まで到着した。予定通りフレデリコと別れてから、いつもの道を歩いて冒険者ギルドへ向かうことにする。




ダンジョンマスターを捕獲せよ





なぜかヤン全体が騒がしいように感じられた。いや、ピリピリとした緊張感に包まれていると表現したほうが、正確か？　とにかく普段の雰囲気とは違う。




詳細まではわからないが、よくないことが起こっていることだけは察することができた。



「ソフィー、俺から離れないでくれ。ローザは後ろを任せた」


背後で俺の言葉に反応する気配を感じながら、冒険者ギルドへと向かう。




すれ違う人たちは元気だ。ケガはしていない。建物が破壊されているというわけでもなく、ぱっと見はいつも通りであるが、コソコソと隣人と話しながら一つの建物を見ていた。そこが俺らの目的地であるのだから気が重くなる。




さっさと屋敷に帰りたいのだが、依頼品を納めなければいけないので行くしかない。




冒険者ギルドの建物が見えてきた。




入り口に二つの馬車が止まっている。一つはエルラー家の家紋があるので、ゼルマかそれに近しい人間が来たのだろう。もう一つは三つの首を持つ蛇の家紋をつけた馬車だった。全体の装飾がエルラー家より豪華なので、爵位は子爵以上。大物の貴族が乗っている可能性は高い。発展しているとはいえ、やっと田舎村を抜け出したばかりのヤンに、そんな重要人物が来るのは珍しい。




領主の交代か、もしくは貴族同士の争いが始まるのか、悪い想像はどこまでも膨らむ。




屋敷に帰りたくなったが、無視はできないか。



「二人はここで待機。騒動が起こったらすぐ、屋敷に逃げ込むんだ」


返事を待たずに冒険者ギルドの中に入る。




視界に入ったのは、険しい顔をしているゼルマとレギーナだ。相対するような形で、藍色の上品なジャケットを着た貴族の男がいた。いつもは騒がしい場所も今日は静かで、冒険者たちは睨み合う貴族を見て逃げ出したようだ。




男の年齢はゼルマと同じように見える。腕を組んでいて態度が明らかにデカい。爵位がエルラー家より上なのは間違いなさそうだ。周囲にいる騎士は三人で、体格はよく護衛として十分な魔力をもっているように見えた。



「これは王命だ。拒否はできんぞ」


態度のデカい貴族の発言で、ゼルマの顔がよりいっそう険しくなる。



「領地運営に国王が口を出すので？」

「早とちりはやめたまえ。援助しようという、国王陛下の温情がわからんのか？」

「ものは言いようですね。ダンジョンマスターは冒険者を引き寄せるエサです。早々に捕獲されては困ります」


国王の代理で来ている上位貴族と、ダンジョンマスターの扱いで揉めているのか？




普段は冷静なくせに今は頭に血が上っているようで、わかりやすいぐらいに怒っている。一度、話を止めて落ち着く時間をとるべきだ。




斬り合いになってもいいように、体内の魔力を練り上げつつ、二人に近づく。



「ゼルマ様、何かありましたか？」


声を発すると、ゼルマと上位貴族の男が同時に俺を見た。




それぞれの表情は明暗がくっきり分かれていて、ゼルマは悔しそうな顔を、男の方は嫌らしい笑みを浮かべていた。




これは何かに巻き込まれる。




子供でも理解できるほど、わかりやすい反応だ。



「どうやら、必要な人間はそろったようだな」


俺の問いかけに反応したのはゼルマではなく、上位貴族だった。




品定めしてくるような視線は気に入らないが、仕方がないと諦める。そんな些細なことを気にする前に、状況の把握をするべきだ。




騎士でしかないレギーナに期待は出来ない。この場で唯一、対等に会話ができそうなゼルマの言葉を待つことにした。



「目の前にいるお方はバイエン公爵家の嫡男、テッブス卿であらせられる」


公爵家だと！？




最上位の爵位じゃないか！　その上といったら、王家ぐらいしか思い浮かばない！　そんなヤバそうな相手と揉めていたのかッ！




膝をついて首を垂れる。




戦う意思はなく、あなたの爵位に敬意を表しています。ムカついたら首をはねてもいいですよ、といったポーズだ。




騎士として仕えている主人より上位の相手であれば、やっておいたほうがよい。これから無理難題を押しつけられるだろうし、失点は少しでも減らしておきたいのだ。



「ご挨拶が遅れてしまい、大変失礼いたしました。騎士ラルスです」

「ふむ。平民出とは聞いていたが、ちゃんと教育が行き届いているじゃないか」


俺のことを狙っているようだし、名前を知っていても不思議ではない。だがそれとは別に、上位貴族にまで名前を覚えられているというのは、よい気分ではない。




酒を飲んだついでに忘れて欲しいぐらいだ。



「自慢の騎士ですから」


社交辞令として言ったのだとは思うが、少しだけ歓喜の感情が交ざっているような声だった。自前の騎士が褒められて嬉しいのか。あのゼルマも意外と子供っぽいところがあるんだな。



「そこまで言い切るか。今後が楽しみだな」


テッブスの方は、含みのある言い方をしている。




今後、楽しみといった言葉を、そのまま受け止めてはいけない。貴族の言葉には裏がある。



「さて、礼儀正しいのはいいが、今はプライベートの場だ。楽にしろ」

「はっ！」


許可が出たので、ようやく立ち上がることが出来た。




ゼルマは相変わらず不機嫌そうな顔をしていて、テッブスはニヤニヤと楽しそうに笑っている。



「顔つきや体格もよい、魔力も十分。どうだ？　バイエン家に仕えてみない——」

「テッブス卿ッ！！」


まさかゼルマが、上位貴族の言葉を遮るほどの怒りを見せるとは思わなかった。保有する魔力のうねりに反応しているのか、ゼルマの髪がふわりと、羽みたいに浮かんだように見える。




ここが正式な場であれば問題になっただろうが、プライベートと宣言されているので、失点には繋がらない。多少、品がないですねと思われるぐらいだ。ただし、魔法を一つでも発動させてしまえば別だ。ゼルマだけの問題で済まなくなる。公爵と子爵が争い会うことになるのだ。そんなのゼルマだってわかっているだろうし、軽率な行動はしないだろう。だが、もしかしたらと思わせるような迫力を感じていた。



「冗談だ。そこまで怒るな……まあ、家臣にするのはムリだとしても一度は手合わせしてみたいがな」


口を大きく開けて遠慮なく笑っているが、最後の一言は本気だった。あの目は戦いが全てだと物語っている。こいつは大物貴族の嫡男だというのに、戦闘好きな部類に入るのか？




公爵家の名に恥じないほどの魔力量があるうえに体も鍛えられており、間違いなく正当な剣術も学んできただろう。貴族にありがちな、魔力は持っているが訓練されていない人間ではなく、前線でも戦える武闘派といった印象だ。




ゼルマも戦える方だとは思うが、テッブスはその上を行く。騎士として忠誠を誓った相手が、アレじゃなくて本当によかった。命がいくつあっても足りないぞ。



「もう少しお前とは話してみたいが、時間が惜しい。そろそろ話を進めるとしよう」


まさか食事のお誘いをするわけもないだろう。




ダンジョンマスターも絡んでいるし、戦いの話になるのは間違いなかった。




テッブスは豪華な装飾のついた羊皮紙を取り出すと、俺の目の前にぶら下げて見せつける。




文字がびっしりと書き込まれており、最後には、この国の国旗に使われているマークと国王のものだと思われるサインがあった。



「ヤンに潜むダンジョンマスターを捕獲せよと、国王陛下から直々に命が下った」


これが先ほどの王命発言につながる、というわけか。




貴族からの横やりであれば領主としての権限で跳ね返すことも出来るが、一応は君主として認めている国王からの命令だ。嫌ですでは終わらない。




正当な理由がなければ謀反の疑いありと判断されてしまい、最悪の場合は王国軍と戦う羽目になる。もちろんその際、他の貴族も喜んで協力するだろう。これは間違いない。




勝利した際には、エルラー家の領地を仲良く分割するはずだ。ダンジョンを二つも抱えている領地は、さぞ美味しく実った果実に見えることだろう。




二つの勢力と対等に戦えるほど、エルラー家は大きくない。王家との関係悪化から始まる戦争に突入するルートは、絶対に回避しなければならないのだ。



「心優しい国王陛下はエルラー家に配慮をして、大規模な捕獲作戦は望まれていない。少数で捕獲せよとのことだ。最悪、討伐も視野に入れてよいとまで言われている」


よく言う。エルラー家に配慮して少人数を選んだわけじゃないクセに。




大規模な出兵は、人材と金の大量消費につながる。問題はそれを誰が負担するか、だ。「お前が命令したんだから王家が負担しろ」「いやいや、エルラー家の問題なんだから、お前らが負担しろよ」といった、押し付け合いが始まる。そうなると、明日は我が身と思って、他の貴族はエルラー家に味方するかもしれない。誰だって、変な事例は作りたくないのだ。




後は状況次第だが、見返りも用意できずに費用の押し付け合いが長引けば、王国の求心力は下がっていくだろう。その先は貴族どもの反乱だ。そこまで至る可能性は低いがゼロではない。であれば、無駄な危険は犯したくないと思うのは当然で、だから少数を選んだ。




そんな、王家側の意図が透けて見える話だった。



「確実に捕獲できるようにと、王家から強力な戦力が一人派遣されている。また、親愛なる陛下を助けるために、僭越せんえつながらバイエン公爵家からも優秀な騎士を派遣する予定だ。私は後方支援に徹するが、優秀な騎士が捕獲隊の指揮を執る。エルラー家からも最低一人は戦力となる人材を派遣して欲しい。後は荷物運びの平民を数十程度だ」


これが揉もめている原因か。荷物運びはいくらでも用意できるが、ダンジョンマスターと戦えるのは俺かソフィーぐらいになる。レギーナでは実力が足りない。




ただでさえゼルマが抱える戦力は少ないのに、そんな危険な任務に参加させたくはないだろう。反対するのはわかる。だが面子の問題もあるので、そこら辺にいる雑兵を派遣するわけにはいかないのだ。



「テッブス卿、私の大切な部下はヤンを発展させるのに忙しく、王命に従うのは難しいかと」

「陛下のお言葉に従えないと？」

　王命を否定するような発言を聞いて、テッブスは短い言葉を返しつつ一歩前に出た。ゼルマに対して圧力をかけたのだ。珍しく追い詰められている。

「いえ、そういうわけではなく、配置の問題もあるので即答は出来ません。少し時間をいただけませんか？」

「道理だな」


テッブスは満足そうにうなずくと、羊皮紙をしまう。



　時間が欲しい。その一言を引き出したことで、彼の仕事は終わったのだ。後はゼルマが折れるのをじっくりと待てばよい。

「二日だ。それまでに結論を出せ。それ以上は待てない」

「承知しました。それまでに捕獲隊に参加するメンバーを選出いたします」

「ダンジョンマスターと対等に戦える戦士を期待しているぞ」


最後に念押しをされてしまった。素直に従う必要はないが、聖剣と聖女を組み合わせてやっと対等に戦える相手だ。他のメンバーを差し出せるはずがない。




テッブスはギルド長のロイに話があると、二階に上がって行ってしまった。




ゼルマは屋敷に戻るため、依頼完了の報告を後回しにして見送ることにする。一緒に冒険者ギルドの外へと出ると、外で待機していたソフィー、ローザと合流して、馬車の前にまで進む。




レギーナが先に馬車に入る。次はゼルマの番だ。



「少し考えを整理する時間が欲しい。夕刻前に例の件について話そう」

「はっ！」


俺の返事を聞いてうなずいたゼルマは馬車のステップに足を置く。




これで一息つける。そんなささやかな思いは、甲高い声で打ち砕かれてしまう。



「あら、そこにいらっしゃるのは、ソフィーじゃありませんこと？」


テッブスとの出会いでお腹はいっぱいなのに、見るからに面倒そうな人物が立っていた。



　太陽の光を反射する輝く金髪を左右にまとめ、両肩に掛かる長さまで垂らした女性だ。少し幼さが目立つ顔立ちの吊り目。それが気の強さを表しているように感じる。黒い神官服を着ており、後ろには教会騎士の鎧を着た男性が十名も控えている。隣にはアルマがいた。


貴族の次は教会の関係者か。




これだけのメンバーを引き連れている女性が、名もなき神官という訳はないだろう。最低でも司祭レベル。アルマを従えていることから、それ以上の可能性も十分にあった。



「エレノアさん……なぜ、貴女がここに？」


驚いた顔をしたソフィーが疑問をぶつけた。




かすかに声が震えている。ここまで動揺する相手か。そんな女性が味方だと思えないので、ソフィーとゼルマを同時に守れる位置にまで静かに移動をする。




アルマがいるので大丈夫だとは思うが、所詮、組織に所属している身で、上の命令次第では敵に回る。完全に信用するわけにはいかない。襲われる可能性があると仮定して動くべきなのだ。



「あら、つれないことを言いますわね」


エレノアと呼ばれた女性は、口に手を当てて楽しそうに笑っていた。




まるでソフィーの驚く姿を見たかったかのように振る舞っている。明確な敵意や殺意はなさそうだが、肌がピリピリするような強い対抗意識を感じた。



「エレノア様。ご冗談はそこまでにしていただけないでしょうか」


ゼルマが馬車のステップから足を降ろして、前に出た。




護衛として後を追おうとしたが、手を軽く上げて止められる。




黙って見ておけということか。ソフィーの護衛に専念できるので、ありがたい話ではあるが、大丈夫か？



「たしか貴女は……」

「エルラー家の長女、ゼルマです」

「あぁ！　そうそう、エルラー家のご令嬢でしたわ。わたくしの教皇様と仲がよろしいのよね？」

「大変名誉なことに、親しくさせていただいております」


貴族でもないただの女に、ゼルマが軽くでも頭を下げただと？




先ほどの発言といい、そろそろ正体がわかってきたぞ。



「こんな寂れた田舎村に、どのようなご用件でしょうか？　聖女様」


当たって欲しくない予想ほど当たる。やはりそうか。ソフィーが立場を追われて、代わりに就任した新しい聖女。それが、このエレノアという女性だ。聞いた話では聖魔法の力が上回っているソフィーを憎んでいるということだったが、果たして本当か……？




時間をかけて見極める必要がありそうだな。




「ダンジョンマスターの捕獲に決まってますわ。親愛なる国王陛下が困っておいでなのですから、教会は全面的に協力するつもりです」




やはりというか、これもまた、予想通りの反応だった。




このタイミングでヤンに訪れるのであれば、王命に関することだなんて、子供でもわかることだ。




ゼルマは険しい顔をしているだけで、何も言わない。流れが悪い方に動き続けていることもあり、どういった反応をするのがよいか、悩んでいるのだろう。エレノアの目をじっと見つめ、時間をかけてようやく口を開く。



「まさか、聖女様が参加されるのですか？」


乾いた声で、エレノアの言葉を確認する。




緊張しているのか、うっすらと顔に汗が浮かんでいた。



「もちろんよ。相手はアンデッド。であれば、わたくしが参加しない理由はないの。教皇様にお願いしたら快諾してくれましたわ」


独断ではなく許可は得ているのか。エレノアをぶつけて、ソフィーが消えれば儲けものとでも思ったか？　聖女候補は何人もいるだろうし、失うものはほとんどない。賭けとしては悪くないか。




教皇の思惑を予測している間に、エレノアの視線はソフィーに向いていた。




好意的ではなく挑発するような。そんな目をしている。憎しみは感じない。



「わたくしが参加するんですもの。あなたも参加されますわよね？」

「…………」


無言のままソフィーはゼルマを見る。




その態度が気に入らなかったエレノアは、責めるような目に変わる。




「元聖女という肩書きがどのような意味を持つのか、あなたも分かっていますわよね？」



「はい……」


聖女とは教会を代表して魔物から民衆を救い出す存在と言いたいのだ。それは肩書きがなくなったぐらいで辞められるほど、軽いものではない。だから力ある者としての義務を果たせと？　地位をはく奪して蹴落とし、追い出したくせに。教会はそんなことを言うのか？




実行したのは教皇だとはいえ、身勝手すぎる考えに呆れてものが言えない。



「ソフィーは私に仕えている身、簡単には動けないことは了承していただきたい」


「あらあら、ゼルマ様。それは本気で言ってますの？　王命とは関係のない教会ですら、わたくしを動かしておりますのに。まさか、エルラー家は雑兵を派遣するつもりじゃありませんわよね？」




エレノアが一歩前に出て詰め寄る。




再びゼルマが圧力をかけられる立場になっていた。



「決して、そういうわけでは……」


そう言われてしまえば、王家に忠誠を誓っているという立場上、もっともらしい理由がないと断れない。それが今はない。違う、嫌だ、とは明言できなかった。



「まぁ、素晴らしいですわ！　でしたら、ちゃんと選んでくださるのですわよね？　ダンジョンマスターと対等に戦える戦士を！」


わざとらしく手を合わせながら喜んでいる。




残念ながら、今回は準備不足だったゼルマの負けだ。




貴族のいざこざに教会が大きく関与してくるとは、誰が想像できるものか。片方でもやっかいなのに、両方まとめてこられてしまえば逃げることは不可能だ。



「もちろんです。ヤンの発展に影響がでないのであれば、国王陛下の期待に応えられるよう全力を尽くしたいと思います」

「貴方の忠誠心に期待していますわ」


高笑いをしながらエレノアは、冒険者ギルドの中へと入っていく。俺たちは見送ることしかできなかった。







エレノアが去っていくと、ゼルマ、レギーナ、ソフィー、ローザを馬車に乗せて見送る。この後の動きをじっくりと考えてもらう予定だ。




一方の俺は、冒険者ギルドで依頼品の納品を済ませつつ、知り合いの受付嬢と雑談をすることにした。




他の冒険者は貴族から逃げ出しているので周囲にいない。ゆっくりと話せそうだ。



「今日は大物が来て大変だな」

「そうなんですよ。粗相なんてできないから、みんなピリピリしちゃって、疲れちゃいました」


その言葉を裏付けるように、カウンターの後ろにいる職員は疲弊しているようだった。




まだ二階のギルド長室にいるので、しばらくは気の抜けない時間が続く。そんなこともあり、普段は雑談をしながら作業をしているのに、今日に限ってみんな口数は少なかった。



「だろうな。大物貴族だけじゃなく、聖女様まで来たら大忙しだろ」

「わかります！？　接待に人を割かれて、現場は混乱しているんですよ」


一人だけ受付のカウンターに残された彼女は、不満そうな顔をしている。




カウンターは三つある内の一つしか空いていないので、依頼を終えた冒険者が戻ってくると混雑してしまいそうだ。行列ができてしまうだろうな。



「準備不足だったようにも聞こえるが、事前に知らされてなかったのか？」

「昨日、ギルド長からお達しがありました。急いで高級なお茶やお菓子とか、かき集めたんです。もう、間に合わなかったらどうするつもりだったんでしょう……」

「その時は、ギルド長に謝罪させればいいさ」

「ですね！」


普通は、もっと前に先触れを出して来訪を伝えるものだ。不意打ちのようにやってくる場合は、一部の例外を除いてあり得ない。まあ、その一部というのが今回だったようだ。



「それにしても、急な来訪だったんだな」

「伝書鳥を使ってたぐらいなので、相当急いでいたんだと思います」


あのときの伝書鳥か。予想していた通り目的地は冒険者ギルドだったようだ。メッセージの内容は来訪についてで、間違いないだろう。




先触れがヤンに来ればゼルマの耳にも届くので、極秘裏に進めたいなら伝書鳥を使う方法は有効であり、密告しなかったギルド長のロイは今回の計画に加わっていることになる。公爵家の圧力に冒険者ギルドが折れたのか？



「公爵家とギルド長がそんなに仲が良いとは知らなかった」


内緒話をしたいらしく、受付嬢が顔を近づけてくる。




素直に耳を貸すと小声でしゃべり始めた。



「ここだけの話、伝書鳥を使ったのは聖女様ご自身らしいですよ」


俺は少し勘違いしていたようだ。聖女は公爵家ほどの権力なんてないから、冒険者ギルドに圧力をかけるために使ったとは思えない。エレノアが伝書鳥を使ったのであれば、個人的なお願いの範囲に止まるだろう。その願いをロイが受け入れて面会したのであれば、積極的に協力する理由があった、ということだ。



「なるほど。それは意味深だな」

「ラルスさんもそう思います？」

「あぁ。このことについては、あまり触れ回らない方がいいと思う。最悪消されるぞ」

「ですよね……誰にも言わないようにします」

「それがいい。俺も心の中に止めるようにする」


顔を離すと、銀貨を数十枚テーブルに置く。



「面白い話が聞けたお礼だ。またよろしくな」

「任せてください」


話が終わったので、カウンターに置きっぱなしだった依頼の報酬を受け取る。




立ち去ろうとした瞬間に、受付嬢に呼び止められた。



「今回の話ですが、聖女様の他に元勇者だった冒険者も討伐に参加されるそうです。お気をつけください」


勇者の称号が剥奪されるほどの問題を起こした人物に、気をつけろか。




そんな人間は多くない。というか、ここ最近では一人だけだ。



「ありがとう。俺がよく知っているヤツだろうし、十分に注意するさ」


軽く肩をすくめてから冒険者ギルドを出て行く。




もう二度と会うことは無いだろうと思っていたが、どうやら再会の時期は近いようだ。







必要な情報を手に入れた俺はゼルマの屋敷に戻ると、すぐにメイドに呼び出されて執務室に案内される。入室したらソファーに座っているゼルマとソフィーがいた。



「遅かったな。先ずは座れ」

「はっ」


ソフィーの隣に座りゼルマと向かい合う。




メイドがお茶の入ったカップを俺の前に置いたので、話す前に一口飲む。よい渋みだ。渇いていた喉が潤う。



「あの後、新しい情報は手に入れたか？」

　俺が裏で動くのを予想していたのだろう。当然のように聞いてきた。

「ギルドの受付嬢からの話ですが、ギルド長のロイは聖女エレノアと、つながりがあるようです。伝書鳥で何らかのやりとりをしていたとのことでした」

「すると、ロイは現聖女派に所属していると考えたほうがよさそうだな」


しかも聖女と直接連絡が取れるので、派閥の中でも上位か、もしくは派閥とは関係なく特別に親しい仲だと思われる。



「他にもう一つあります。ダンジョンマスターの捕獲隊には、元勇者のリヒトが参加するようです」

「リヒト……」


顎に手を当てながら、ゼルマは思い出すように宙を見る。



「あの下品な男か。男爵の四男を斬り殺したバカだったな」

「はい。その男で間違いありません」

「国王陛下からの無理難題を解決すれば、無罪になるという話でまとめたのだが……その一つが、ダンジョンマスターの捕獲。ふむ、色々と繋がったな」


ゼルマがカップに入ったお茶を飲む。気持ちを落ち着けるためなのか、小さく息を吐いた。




何故かその姿が弱々しく見え、いつもの尊大な態度を取っている彼女らしくないなと感じてしまう。



「今回の王命もバイエン公爵家が仕掛けてきたとみて間違いない。公爵家で唯一、領地経営が上手くいっておらず、降格の危機にあると噂されているから、王家に貢献したという実績が欲しいのだろうな」

「その計画にロイが乗っかり、エレノアを呼び寄せたと？」

「その逆もあり得る。その話を聞きつけたエレノアが、ソフィーにちょっかいを出すために参加し、ロイをそそのかした。そういった可能性だ。この流れならバイエン公爵家は教会に借りを作らないで済む。すんなりと、ことは進んだはずだ」


変化の速さを考えると、ゼルマが最後に言った内容が正しいように思えた。




エレノアが王命の話を知ったきっかけは、いくつか考えられる。例えばバイエン公爵家が、エルラー家に攻撃を仕掛けるから静観してほしいと、教皇に話を通したとかだ。




その会話をエレノアが聞いて参加することを思いつき、バイエン公爵家と共犯関係になった。あり得ない話ではない。



「なぜ、エレノアさんまで参加されるのですか？」


ソフィーの質問はもっともだ。




あえて危険な場所に現聖女が乗り込む必要はないのだが、それについて俺には一つの仮説があるので、ソフィーに説明する。



「リヒト、エレノアが参加するのであれば、こちらも相応の戦力、例えば俺やソフィーを参加させなければ格があわない。教会側、いや教皇の目的は、ソフィーを確実に参加させることだろう。ダンジョンマスターとの戦いは厳しいものになるはずで、そのどさくさに紛れてソフィーを殺したいんだ」


もう一つ付け加えるとしたら、ダンジョンマスターをおびき寄せるエサとして俺を使うつもりだ。理由はわからんが、どうやらダンジョンマスターは俺に執着しているみたいだからな。元気よく、噛かみついてくれるだろう。




説明を聞いたゼルマは首を縦に小さく振って肯定した。




読みはあっている、もしくは大きく外れてはいない、ということだ。



「付け加えると、ラルスの能力を確認する目的も含まれているだろう。創造の能力、それがどこまで使えるのか、本当に取り込む価値があるのか、そういった確認のためにもエレノアが利用されているのだろう」

　ああ、そうか。自分のことだからか、その視点はなかった。教皇は一度、俺の取り込みを諦めているが、それは俺の価値がはっきりとわかっていないからだ。本当に使えると感じたら、手段を問わずに動いてくるだろう。

　ダンジョンマスターが相手なら手を抜くことはできない。アルマがどういった報告をしていたのかわからないが、教会が本気で動くきっかけにならないことを祈るばかりだ。

「ここまで話が進んでいるのであれば、エルラー家では止められない。今回は受け入れるしかないだろう。……すまんな」


驚くことにゼルマが頭を下げた。




庇護ひごすると言った約束を守れなかったことに対する謝罪だろうが、今回のことを責めるのは少々酷である。貴族と教会がタッグを組んで狙ってきたら、普通はムリだ。対処できるはずがない。



「気になさらないでください。ケンカを売られたんです、きっちりと高値で買ってやりましょう」


俺が強気な言葉を口にすると、顔を上げたゼルマが驚いたような顔をするが、すぐに笑い出す。



「ふはは、そうだな！　あいつらが誰にケンカを売ったのか、二度と反抗できないほどに叩き潰して、わからせてやろうじゃないか！！」


ようやく、いつもの雰囲気に戻った。野性的な笑みを浮かべている。




これでいい。こんなことぐらいで、つまずくな。




俺たちはこれから、安全なところから指示を出して高笑いしているヤツらに、手を出したら痛い目に合うことを教え込まなければいけない。悲しんだり、困ったりしている暇など無いのだ。そうでないと俺が困る。



「さて、これからだが。ラルスとソフィーはダンジョンマスターの捕獲隊に参加してもらう」

「目的は、ダンジョンマスターの捕獲ではないですよね？」

「もちろんだ」


俺の疑問に対してゼルマは獣のように歯を見せながら肯定した。




いいじゃないか。しおらしい姿より百倍魅力的に見えるぞ。



「討伐隊にはリヒト、エレノアの参加が確定している。他にもバイエン公爵家から派遣された騎士が同行するだろう。そいつらは生き残ろうが死のうがどうでもよい。現場のラルスに一任する」

「滅んで欲しいのはただ一人、いや家ですね」


ゼルマは無言でニヤリと笑みを浮かべた。




いつもより凶悪な見た目になっている気がする。そうとうなストレスを感じているのだろう。今すぐにでも爆発しそうな雰囲気がある。



「今回の主犯はバイエン公爵家。こいつらだけは許さない。絶対に、だ」

「もちろんです。アンデッド化の件もあります。そろそろ、ここがどんな場所なのか、いったい誰が治めているのか、教えてやらないといけません」


まさか今まで振り回されてきたゼルマと、一緒に悪だくみをするとは思わなかった。




嫌な気分ではない。



「ラルスの言う通りだ。そこで、小さいが反撃の一手を打つことにした」

「狙いは誰でしょう？」

「テッブスだ。あいつは腕が立ち、戦闘が大好きな性格と噂されている。後方支援に専念しろと言われているようだが、少しそそのかしてやれば、周囲の反対を押しのけて前線に出たがるだろう」


捕獲隊の隊長はバイエン公爵家の騎士が受け持つことになっている。これはすでに決まっていることなのだが……任命権はバイエン公爵家の当主代理として来ているテッブスにある。今からでもトップを変えられる状況なのだ。



「私がヤツの心をくすぐり、テッブスを捕獲隊の隊長に仕立て上げてやる。直接指揮をして、任務に失敗もしくは死亡したのであれば、バイエン公爵家の名誉は大きく傷つく。今なら爵位を落とすきっかけにさえなり得るぞ」


現場の責任者が一介の騎士なのか、それともテッブスなのか、その違いは大きい。




国王陛下の名によってリヒトを連れてきただけなのであれば、仮に任務が失敗したとしても多少の名誉が傷つく程度で済む。責任は指揮を執っていた騎士になすりつければいい。だが、テッブスが現場にいたら話は変わる。バイエン公爵家の責任になるのだ。任務に失敗したら弁解のしようはないだろう。王家からの評価は地に落ちる。




そんな致命的な弱みを見せてしまえば他の貴族は見逃さず、蹴落とし合いが始まる。ゼルマが描いた未来は、そういうものだった。



「ただ、ダンジョンマスターの捕獲が成功しそうになった場合が問題だ。邪魔するわけにはいかない」

　それはその通りだな。俺のミスで捕獲が失敗すれば、エルラー家の責任になる。成功しそうだからといって、邪魔はできないのだ。

「作戦が成功しそうだと判断したら、お前自身の手でダンジョンマスターを殺せ」

　ダンジョンマスターを殺せばダンジョンの全てが手に入る。その噂を信じての命令だろう。バイエン公爵家や教会に奪われるより、マシだという判断を下したようだった。

「話をまとめる。ダンジョンマスター捕獲隊はテッブスの死亡、ダンジョンマスターを取り逃がす、もしくはラルスお前がダンジョンマスターを討伐する。結果がこの三つの中であれば、どれでもいい。必ず達成するように」

「承知しました」

　難易度は高いがやるしかない。覚悟を決めて返事をした。

「ついでにエレノアも死んでくれれば最高なんだが、それは欲張りすぎか」

　最後の発言にドン引きしてしまった。まさか聖女の死まで望んでいるとは。教会が知ったら、異端審問が殴り込みに来るぞ。密会だからといって、発言してよい内容ではなかった。

　聖女の死についてどう思っているのか気になり、黙って話を聞いているソフィーを見る。俺の視線に気づいて口を開いた。

「私は、ラルスさんについて行くと決めています。それが、血塗られた道でも構いません。一緒に行かせてください」


これまた物騒なことを言いながら、いつもと変わらない笑顔を向けてくれた。






◇　◇　◇





数日後。ダンジョンマスターの捕獲隊は、ゼルマが住む屋敷の大広間に集められていた。




王国側からはリヒトやバイエン公爵家の騎士と従者が六十名程度。教会はエレノア、アルマと教会騎士が三十名、そしてエルラー家からは俺とソフィー、ローザという面子だ。三つの組織が混在した楽しいチームで、ワクワクするな。




予想は出来ていたが、リヒトの隣にコレットはいない。ヤンに来ていないのであれば、ローザやエヴァのように奴隷になって、別の場所に売られている可能性が高いだろう。




気持ちの整理は付いている。悲しいといった感情は浮かんでこなかった。



「国王陛下から、ダンジョンマスター捕獲の命が下された」


連携など期待できないメンバーの前でテッブスが言葉を発した。




彼の隣にはゼルマが立っていて、静かに話を聞いている。



「伝承によれば、ダンジョンマスターを倒した者にはダンジョンの全てが手に入ると言われている」


一瞬溜めてテッブスは声量を上げる。



「捕獲しようなんて考えるな！　金貨数百枚程度の報奨金など、ゴミに等しい！　捕獲ではなく討伐を目指せ！　戦い、生き残り、成り上がれ！　親愛なる国王陛下のために、ダンジョンの全てを俺たちが手に入れるぞッ！！」


歓声は起きなかったが、参加メンバーの欲望を刺激するには十分な言葉だった。




特にリヒトは目をギラギラと輝かせながら笑っている。アイツの頭の中は、全てを手に入れた後のことしか考えていない。どんな妄想をしているのか知りたくもないのだが、なんとなく予想できてしまう。



「では、この隊の隊長を発表した——」

「テッブス卿、少しよろしいでしょうか」


遮るようにしてゼルマがテッブスに話しかけた。




当たり前ではあるが、テッブスの機嫌は悪くなる。



「なんだ？」

「僭越せんえつながら、捕獲隊の隊長について意見がございます」


考えるような仕草をしたテッブスだったが、発言を咎めることはなかった。



「続けろ」

「バイエン公爵家のお力によって、ここにはダンジョンマスター捕獲の大役を任せるに値する人物が集まっております」

「そうだな。どれも優秀な人材ばかりだ」

「はい。テッブス卿のおっしゃる通りなのですが、だからこそ、一つだけ問題があります」

「それはなんだ？」

「優秀な騎士たちの上に立てるほど、飛び抜けた人材がいないということです」

「なるほど……同じ騎士同士、どちらか一方を上に立たせれば内心は面白くない。反発、反抗的な態度をとるヤツも出てくる。そう言いたいのか」


本当に反発が起こるかわからないが、そういった可能性がある。そして、その可能性が、テッブスを隊長にする口実となる。彼はその事実に気付いているようで、薄く笑いながら手で顎を撫でていた。




戦闘が好きで、現場に立ちたがるテッブスならこの機会を逃すはずがない。欲望を刺激し、狙い通りに興味をもたせることに成功した。この時点で俺たちの勝ちは決まったようなものだ。



「ご推察の通りでございます。彼らより経験、知識、そして立場も上の人間でなければ、隊長の任は務まりません。そして、その二つを持っているのは、私とテッブス卿のみです」

「任命しようとしていた騎士では、指揮に問題が出るかもしれない。その考えは理解できる。ゼルマ嬢の提案を受け入れよう」


魔力が動き、テッブスの威圧感が増す。




騎士たちは気圧されてしまい、何も言えない。平然としているのはリヒト、アルマ、俺、そしてゼルマだけだった。



「でだ、ゼルマ嬢は隊長として参加するつもりか？」

「残念ながら、私が参加するとヤンの開発が止まってしまいます。これは国王陛下の望まぬことであるのも明白ですから……」


この話の終着が近づき、テッブスは口元を上げて笑顔を作っていた。



「テッブス卿が相応しいかと。捕獲隊の隊長として参加されませんか？」


ゼルマの言葉にいち早く反応したのは、テッブスと一緒にいた騎士の一人だった。捕獲隊に参加するメンバーでもある。



「その話を聞いてはいけません！」

「レーメウス、黙れ。お前の意見は求めていない」


大貴族の嫡男であるテッブスが、大衆の前で騎士の言葉に従うはずがない。




裏で話を進めようとしていたら、この騎士に止められていた可能性もあったので、多少失礼なことになっても、ゼルマはこの場で話を持ちかけることにしたのだ。



「ゼルマ嬢、何を狙っている？」

「ダンジョンマスターの討伐。それのみです」


ゼルマは捕獲ではなく、討伐と言い切った。




テッブスが望む未来を求めていると、ほのめかしたのだ。




二人とも見つめ合い視線を外すことはない。




口を挟める者などいない……はずなのだが、ここにはバカが一人いるのを思い出した。



「さっさと決めろよ」


常識を疑うような発言をしたのはリヒトだ。




周囲の視線を集めている。



「言っておくが、俺は他人の意見になんて従わないからな」


堂々と宣言してから反転すると、部屋を出て行く。その直前、リヒトと視線があった。




リヒトは声を出さずに口だけ動かす。



（ま・た・う・ば・い・と・っ・て・や・る）


いいぜ。売られたケンカは買ってやる。受けて立とうじゃないか。




返事の代わりに、親指で首を切る動作をした。



「チッ、まだ昔の女を引きずっているクセに生意気なッ」


ここで逆上して襲いかかってくるのであれば、返り討ちにすることもできたが、捨てセリフを吐くだけであった。




その姿を見たソフィーは、今まで見たことがないほど不安げな顔をしている。




気持ちの整理が付いているので、引きずっているというのはリヒトの勘違い、思い込み。今すぐ訂正したいのだが私語は許されない。




仕方なく無言のまま、視線をテッブスたちに戻す。




俺のことを興味深そうに見ながら笑っていた。



「確かに、この捕獲隊をまとめるのは、並大抵の人間ではできないな」


テッブスの言葉を代弁するのであれば、大義名分ができた、といったところだろう。




当初は一介の騎士が隊長になる予定だったが、リヒトが暴れた際に止められない。



「仕方がない。ここは私が討伐隊の隊長として参加することにしよう。ラルス、命令には必ず従うように」

「かしこまりました」


上辺だけの返事をして頭を下げる。




これでダンジョンマスター捕獲隊の隊長に、テッブスが就任すると決まった。裏方のトップを表に引きずり出したのだ。その成果は大きいが、これはスタート地点に立っただけだ。バイエン公爵家を再起不能にさせるためには、ダンジョン内での動きが重要になる。



「さて、勝手に消えたリヒトには後で処罰を下すとして、今は話を進めよう。三日後、我々は全員でダンジョンに入る。その後、攻略を進める訳なのだが、奥には向かわない。墓地のエリアで陣地を作り、長期滞在することを目的とする」


テッブスの大胆な発言に俺とゼルマ以外のメンバーが首をかしげていた。




そんな中、エレノアが発言する。




「不思議なことをおっしゃいますわね。ダンジョンマスターを探すのでしたら、奥に進んだほうが見つけやすいのではなくて？」





この質問を待っていたと言わんばかりに、テッブスは笑顔でうなずいた。





「よい質問だ。通常なら、そういった動きにするべきだろう。だが今回はダンジョンマスターの好物、エサがいる。ダンジョンにいれば襲いかかってくるはずだ。動き回るより、陣地を築いた方が効率はよいのだよ」


「まぁ。そんな方がいらっしゃるの？　今度、詳しく聞かせていただきたいですわ」




わざとらしくエレノアは手を合わせて、驚いた顔をしていた。




このやりとりは事前に打ち合わせたものに違いない。でなければ今すぐにでも、そのエサとなる名前——俺を知りたくなるはずだ。あえて名前を出さなかったのは、この場にいる全員に伝える必要はないと判断したからか。



「食料などの消耗品は、騎士が護衛した人夫に運んで貰う予定だ。ダンジョンマスターが現れるまで、一か月でも一年でも粘るつもりである。その覚悟を持って、挑むようにッ！」


この言葉を真に受けてはいけない。




公爵家の嫡男や聖女は貴重な人材ではあるから、長期戦になるとわかれば交代要員が必ず派遣される。陣地を一年以上運用する予定があるだけで、テッブスやエレノアは長くても数週間、一か月程度だろう。




テッブスが帰還してしまえばバイエン公爵家の失脚計画は台無しになってしまうので、狙うのであれば短期。もしムリなら、俺とソフィーも交代させてもらい仕切り直すべきだ。



「これで概要の説明は終わりとなる。疑問があれば手を挙げろ！」


誰も動かない。沈黙が数秒続いてから全体の会議は終了となる。




この後は補給の方法や陣地の作り方など、個別の話に移っていく。一日では終わらないので、二日間かけて話し合うことになった。




まとわりつく因縁





ダンジョンマスター捕獲の話し合いが終わり、明日には出発する。そんなタイミングになっても、問題が一つ残っていた。




それは、途中退出したリヒトの処罰をどうするか？　といったものだ。優先度が低いので後回しにされていたが、そのことについてようやく結論が出たようで、俺はゼルマに呼ばれて執務室に来ていた。




テッブスはすでに入室しており、ソファーに座りながら優雅にお茶を飲んでいる。



「リヒトの処罰について話す前に、一つ伝えたいことがある」


ゼルマの言葉をさえぎることなく、続きを待つ。



「一部から煽ったお前にも責任があると意見が出ている。また、これからダンジョンマスターを捕獲する仲間ということもあり、禍根かこんを断ち切る必要があるとも言われていてな……」

「その続きは私が話そう」


お茶が入ったカップをテーブルに置くと、テッブスはソファーから立ち上がる。



「先ほどの話は、全て私から出させてもらった。それについて何か意見はあるかね？」


なるほどね。俺にも責任があると言ったのは、テッブスか。重い処罰を下されるようなら、事前にゼルマから話があったはず。俺一人で対処できる内容だと予想できるので、ここは反論する場面ではないな。



「ございません」

「よい返事だ。では、処罰の内容を伝えよう。戦士や騎士というのは、古来より戦いの中で友情を育んできた。そこでだ、リヒトとラルスには模擬戦をしてもらおうと思う。武器は木剣のみ。魔力はなしだ。元勇者と騎士の一騎打ちは、捕獲隊の士気向上にも役立つだろう」


テッブスは子供のような笑みを浮かべている。戦いを見るのも、そして自分がするのも好きなのだろう。




リヒトとはケリをつけたいと思っていたところだ。むしろよい機会を与えてくれたと、思うことにする。



「負けた方に罰はありますか？」

「ない。今回は友情を育むための模擬戦である。終わった後は、過去の因縁は忘れてお互いに協力し合うように」


リヒトと仲良くなるつもりはないが、表向きは協力しているように見せることはできる。まあ、リヒトの方はそんな器用なことは出来ないだろうが、俺には関係ない。



「そういうことでしたら参加いたします。模擬戦の日時は……」

「今日だ。一時間後には開始してもらう。今すぐ準備をするといい」

「承知しました」

「私は戦いが大好きだ。特に全力を出して戦う姿がな。期待しているぞ」


すぐに戦えというだけでも無茶なのに、さらに全力を出せと要求してきやがった。ソフィーやエレノアがいるから、腕の一本や二本吹き飛んでも問題がないと思っていそうだぞ。ケガを気にせず戦える模擬戦とは、なんとも贅沢な話である。全く嬉しくないな。







ゼルマの執務室を出ると、訓練用の革鎧と木剣を身につけてから中庭に立つ。数メートル離れた先には、同じ格好をしたリヒトがいた。




俺たちを囲うようにして、ダンジョンマスター捕獲隊のメンバーとゼルマたちが見守っている。模擬戦の観戦者が冒険者だったら、賭け事が始まり罵声が飛び交っていただろう。




もしリヒトと再会して戦うことになるのであれば、戦場か、もしくは人が訪れないような場所で、必ず命の奪い合いになると思っていた。まさか、大勢に見守られながら模擬戦をするとは想像すらしなかったな。



「よう、負け犬。久しぶりだな」


見た目だけではなく性格も変わっていないようだ。男爵を斬り殺して痛い目に合ったというのに、全く成長していないように見えた。



「あの時みたいに、逃げ出さなくていいのか？」


リヒトは声を出して嘲笑うが、俺は無視して装備のチェックを続ける。そうされるのが一番精神にくると知っているからだ。装備は細工されていない。身に着けている武具がいきなり壊れるということはなさそうだ。




俺に直接言っても効果がないと思ったのだろう。青筋を立てたリヒトは、周囲に語りかけるようにして声を出した。



「この男は、俺に恋人を取られたからといってパーティを抜けた腰抜けだ。強敵が現れたら、同じように逃げ出すだろう！　捕獲隊のメンバーには相応しくない！」


ダンジョンマスターをおびき寄せるエサ、そしてエルラー家が参加しているという実績のために、俺の参加は必須なのだが……リヒトは、単純に戦力として選ばれたと勘違いしいている。




悲しくなってしまうほど何もわかっていない。哀れだな。この場にいる誰もが、冷めた目で見ていた。



「あぁ、そういえばお前、ローザと仲がいいんだってな？　俺のお古はどうだった？　色々と仕込んでおいたから楽しめただろ。コレットのことは忘れられたか？」


おいおい。ローザがぶちギレてるぞッ！？




ソフィーがなだめてなければ、模擬戦をする前に魔法で殺されていたはずだ。



「土下座して謝るのなら他の女も斡旋してやろうか？　コレットでもいいぞ。アイツが売られた先は知っているから、感動の再会ができるだろッ」


コレットか。なぜ見捨てたのか聞きたいこと、言いたいことはたくさんある。だが、それは過ぎ去ったことで、すべてがわかったからといって何かが変わることはない。




パーティを離れると決めたときに、俺とコレットは永遠の別れが決まったのだ。未練はない。どうなろうと忘れて生きるべきなのだ。




言いたいことをすべて飲み込み、一つの言葉にまとめる。



「開始の合図を」

「なッ！　この俺様を無視するつもりかッッ！」


テッブスに視線を送ると、小さくうなずく。



「いいだろう。神聖な戦いの場を汚す話には飽きていたところだ。始めろ！」


開始の合図が出た。リヒトは慌てて剣を構えようとしている。その隙を狙ってもよかったんだが、待つことにした。全力で戦えとのご命令だからな。不意打ちで倒してもテッブスは納得しないだろう。




隙だらけの構えが終わるのを見て、俺は駆け出す。魔力の使用はなしということで、身体能力は強化していない。素の力で戦う予定だ。




いつもよりゆっくりと接敵すると、剣を振り上げる。リヒトは攻撃を防ぐために腕を上げたので、軌道を変えて横っ腹を叩きつけた。



「グベラッ」


変な声を出しながら地面を転がっていく。




リヒトは圧倒的な魔力量と武器の能力を頼りに戦うタイプだったので、素の力は平凡なのだ。このルールであれば余裕で勝てる。



「雑魚が粋がるな。いつもより弱く見えるぞ」


人差し指をクイクイと前後に動かして、リヒトを挑発する。



「クソがああぁぁ！！」


すぐに頭に血が上って冷静さを失ってくれた。もう何があっても負けないだろう。



　リヒトが剣を振ってきたので後ろに下がりながら避ける。五回空振りした後に、鳩尾を蹴りつけて吹き飛ばした。


地面をゴロゴロと転がっていく。勢いが止まってから、土埃がついた顔を真っ赤にして、怒りの表情を見せるリヒトが立ち上がった。



「ぶっ殺してやる」


言葉に勢いはあるが、息が荒く疲れているように見える。日々の鍛錬を怠っていたのだろう。相変わらず残念な男だ。



「呼吸が落ち着くまで、待ってやるよ」


派手好きで他人の力を借り奪い続けてきたリヒトが、呪い殺すような目で俺を見ていた。




今までだったら軽く受け流して終わらせていただろうが、もうそんなことはしない。真正面から受け止め、叩き潰してやる。



「まだか？」


木剣を肩に乗せて隙を作り、煽る。




理性が吹き飛んでいるリヒトには驚くほど効果があった。



「そんな目で俺を見るなッ！！　哀れんでるんじゃねぇぞッッ！！　俺はお前と違って、勇者なんだッ！！」


俺が得た成果の一部を融通して勇者になったリヒトは、プライドだけが肥大していた。




多少の罪悪感は残るが申し訳ないとは思わない。周囲に不幸を振りまく諸悪の根源。その道を選んだのは、リヒト自身だからだ。




これ以上、被害者を増やしてはいけない。そのねじ曲がったプライドをへし折ってやる。



「勇者だった、だ。今のお前はロンダルト王国の飼い犬でしかない。ほら、ワンワンって吠えてみろよ」


リヒトからブチンと何かが切れるような音が聞こえた。




目は殺意に塗り潰されている。



「死ねぇッ！！」


剣を突き出し、リヒトが走ってきた。




先ほどより動きは速いが対処できるレベルだ。当たる直前に足を一歩引いて避ける。



「クソがぁぁァァ！！」


くるっと回転してリヒトの背中を打ち付けた。さらに足をかけて転ばせると、木剣で背中を突き刺す。



「ゴフッ、ゴフッ」


革鎧の上からだったので致命傷には至らないが、肺から空気が抜けて咳き込んでいる。腹を蹴って仰向けにさせると、両腕を踏みつけて上に乗る。木剣を後ろに引いて突きの体勢を作った。狙いは顔面だ。



「絶対にぶっ殺してやる！！」


リヒトはこの態勢になっても諦めていない。




まあ、生きていれば何とかなるだろうと思い、突き出す。当たる直前にリヒトの腕が俺の足から抜け出し、木剣の切っ先を掴む。ピシッと、音が鳴って木の破片が宙を舞った。




魔力によって身体能力を強化し、握り潰したのだ。




危険を感じたので、飛び跳ねて数歩離れてから役に立たなくなった木剣を投げ捨てる。



「魔力の使用は禁止だったはずだが？」

「うるさい。ルールなんて関係ないッ！！」


服についた土を叩きながらリヒトは立ち上がる。




さらに魔力を練り上げているのを感じた。




リヒトが保有する魔力量は多い。素の力では絶対に負ける。ヤツが魔力を使うのであれば、俺も対抗して使うしかない。ここから先は一方的な展開にはならないだろう。同じように魔力を練り上げて身体能力を強化する。



「そこまでだッ！！」


テッブスが声を上げて、模擬戦の中断を宣言した。



「まだ俺は戦えるッ！！」

「魔力の使用はなしだ。ルール違反として、リヒトを敗者とする」


リヒトが抗議をするがテッブスは認めない。




当然の判断なのだが、納得はしてないようだ。



「クソッが！！」


理性を失っているリヒトは、警告を無視して突っ込んできた。



『ライトニングバインド』


俺が魔法を使うと、地面から雷をまとった紐が出現してリヒトの体を縛る。すぐに引きちぎって拘束から抜け出してしまうが、その一瞬でテッブスが近づくと、魔力で強化された蹴りを放った。




革鎧が砕け散り、リヒトは地面を転がっていく。



「神聖なる模擬戦のルールを破った罪は重い。ダンジョンマスターを捕獲するまで、奴隷の首輪をつけてもらおう。主は俺だ。国ではない。忠実な犬として従うがよい」


気絶したリヒトを騎士たちが取り押さえると、奴隷の首輪がつけられてしまった。




以前から準備していたのか？　と、疑問が浮かんだところで、ようやくテッブスの狙いがわかった。戦いを見たいというのも本音だったと思うが、この模擬戦はリヒトに奴隷の首輪をつけるために用意されたのだ。捕獲隊の指揮を盤石なものにするために、跳ねっ返りのリヒトを罠にハメたのだろう。そう思うとこの光景もしっくりくる。




テッブスは今回のような策略は思い浮かばないタイプに見えるので、もしかしたら誰かの入れ知恵があったのかもな。







リヒトが奴隷となり、テッブスの犬になった翌日。ダンジョンマスター捕獲隊は出発した。周囲には陣地構築のために人夫も数十人集めていて、その中にフレデリコもいる。




仕事を得られてよかったと思う反面、この危険な任務に就かなければいけないことに、どうしても不安を感じてしまう。ダンジョンマスターが、どのような手を使って攻めてくるかわからない。俺たちが想像していない方法で陣地を攻めてくる可能性もある。そんなとき、全員を守り切れるかと問われるのであれば、ムリだと答えるだろう。




なるべく多くの人が生き残って欲しいなと思いながら、捕獲部隊と一緒に森の中を進む。




木材や大型テントなどの資材を積み込んだ荷台を護衛しながら歩いていると、俺の隣にローザがきた。腰にポーチをつけリュックを背負っている。荷物持ちとして、食料や回復ポーションを運んでいるのだ。そんなローザは笑顔を浮かべながら話しかけてきた。



「リヒトをボコボコにしたのを見て、すっきりしたわ。いい仕事したわね！　コレットを取られた恨みも晴れたかしら？」


別にローザのために戦って勝ったわけではないのだが……。



「ローザさん。そういうことは言ってはいけません。この前の模擬戦は、私怨とは全く関係ないんですから。ですよね？」


個人的な恨みがないと言われれば、それもまた違うので、ソフィーにそう言い切られても困る。付いていくと決めた女性を裏切り、不幸にしたリヒトに何も感じていない、というわけではないのだ。反省しているそぶりはないし、自分が犯した罪としっかり向き合い、償ってほしい。そう思わずにはいられなかった。



「まあ、改心してほしいという気持ちはあったけどな」

「さすがラルスさん！　そこまで相手のことを思っているなんて！」


俺とローザの間に入ったソフィーが、やたらと持ち上げてくることが気になりつつも、悪い気はしなかった。



「ソフィー、それは褒めすぎじゃない？　カッコつけているだけで本音は……って、冗談！　冗談よ！！」


ソフィーはローザの方を向いているので、俺からは後ろ姿しか見えないのだが、怒っているのか……？




ローザが慌てて発言を訂正するなんて珍しいのだが、ソフィーはまだ許せないようで、顔をぐっと近づけている。少し押せば二人はキスをするぐらいの距離だ。女同士だからどうってこともないのだろうが、少しだけドキドキしてしまったのは秘密にしておこう。



「黙ったまま、その暗い目で……見ないでよ……」


周囲の雑音のせいでローザのつぶやきは聞こえなかったが、涙目になって俺を見ている。助けを求めていることは理解できた。捕獲隊に参加している間という条件付きではあるが、ゼルマはソフィーに奴隷への命令権を渡しているので、過剰に怯えているだけだろう。仕方がないなぁ……。




これから一緒に戦う仲間ということで少しは手助けしてやるか。




ソフィーの肩に手を置く。



「俺は気にしてないから、そのぐらいにしておいたらどうだ？」


振り返ったソフィーは、いつも通りの優しい笑みを浮かべていた。



「わかりました！」


解放されたローザの顔は引きつったままだった。




素直で良い子だと思うのに、何を恐れているというのだ？



「ラルスさん」

「なんだ？」

「私は他の人たちとは違います。ずっと側にいますから、安心してくださいね」


なるほど。パーティから追い出された過去を心配してくれて、そんなことを言ってくれたのか。優しさに感動して思わず頭を撫でてしまったが、嫌がっていないようで、ほっとした。



「わかってるって」


調子に乗ってグリグリと頭を動かすと、気持ちよさそうに目を閉じる。




その姿が子供のように見えて愛らしさを加速させた。



「気をつけなさい。重い女って怖いわよ…………」


ローザが何かつぶやいているが、やはりまた、周囲がうるさくて俺の耳には届かなかった。




その後も俺とソフィー、ローザが雑談をしながら歩いていると、今は話したくない人間トップ三に入るエレノアが近づいてくる。手にはソフィーが使っていた聖女のスタッフがあった。エレノアが持っているということは、ソフィーからエレノアに所有権が変わったのだろう。




聖剣のように聖魔法の力を増幅する効果があり、ダンジョンマスターと戦うには心強い武器となる。



「あらあら、仲がよろしいことね」


エレノアの後ろにはアルマを筆頭に教会騎士がずらりと並んでいるので、無視は出来ない。丁寧に対応する必要がある。面倒だな。




ソフィーが俺を守るようにしてエレノアの前に立つ。



「エレノアさんは、テッブス様と一緒に行動されないのですか？」


冒険者ギルドで出会ったときは気後れしていたはずなのに、今は毅然とした態度で立ち向かっていた。それは猫が威嚇して縄張りを主張しているようにも見える。




敵対しているからといって、少し警戒しすぎな気もした。




「わたくしは、ダンジョンマスターと戦い生き残った方のお話を聞きたいだけです。警戒する必要なんてありませんわ。それなのに、あなたはいったい何を恐れていらっしゃるのかしら？」




言葉では疑問を投げかけているが、エレノアのなかでは答えが出ているようで、目が嗤っていた。明らかな挑発。普段のソフィーなら気に留めないか受け流せたはずだが、今は冷静さを欠いているようで反論しようとしている。




公の場で真正面から戦ってはダメだ。




落ち着かせるため、ソフィーの肩に手を置く。



「落ち着けって。らしくないぞ」

「ラルスさん……」


一瞬驚きはしたものの、すぐにソフィーは冷静になってくれた。



「お二人は仲がよろしいのね」

「ええ、親しくさせていただいています。それで、ダンジョンマスターのことについて知りたいのでしょうか？」


ソフィーの代わりに聞くと、エレノアは俺の手を握ってきた。




男が好みそうな顔をしてお願いをする。



「そうですわ。直接ご本人からお聞きしたいの」

「ッ！！」


気配でソフィーが激しく動揺したのがわかる。俺も同じだ。心臓が止まるかと思うほど、驚いている。教皇という婚約者がいるのにもかかわらず、こんな大勢が注目している場所で、勘違いされるような行動をとってもらったら困るのだ。またアルマの視線も痛い。それだけで人を殺せるのではないかというほどである。



「エレノアさん、はしたないですよッ！」


ソフィーが強引にエレノアの手を引き離すと、俺の手を握った。二度目が起きないようにとの対処だろう。その配慮は助かる。




だが、アルマ。なぜ、さっき以上に睨みつけてくるんだ？




理由が本当に思い浮かばん。



「ずいぶんと余裕がありませんわね」


態度を変えないエレノアは、何が楽しいのか笑みを深めるばかり。




現聖女と元聖女、肩書きからして仲良しになれるとは思っていなかったが、ここまで相性が悪いとは思いもしなかった。早めに相手の要望に応えて、去ってもらうほうがよさそうだ。



「私が戦って得た、ダンジョンマスターの情報について話します」


ソフィーが自身の存在を主張するかのように、手に力が入った。大丈夫。話はすぐに終わらせる。



「ええ。聞かせてくださいまし」


魔力のないものが接近すれば発狂死する可能性があることや、聖魔法の有効性、さらにはサクリファイスによる召喚などを一通り説明する。




質問攻めにされるかと思っていたが、意外にも……。




「参考になりましたわ。やはり、雑兵をそろえても無駄に死なせるだけのようですわね」




と言って、立ち去っていくのであった。




現聖女のエレノアがいなくなってからも、ソフィーは俺から離れることがない。理由を本人に聞くのはためらわれたので、何があったんだとローザを見るが、肩をすくめるだけで何も言ってくれず、結局わけがわからないままである。仕方なく真相解明は諦めて歩き続けていると、先頭の集団が森を抜けた。



「もうすぐダンジョンだ。気を引き締めよう」


後を追って俺たちも森を抜けて墓地のエリアに入る。




元勇者のリヒトを筆頭に魔力持ちが勢揃いしているので、スケルトンナイト程度では足止めにすらならない。ひたすら墓地周辺に出現する魔物と戦い、消滅させていく。




他の冒険者にしてみれば迷惑でしかないのだが、貴族に反発など出来ず、巻き込まれないようにと離れていくばかり。




ここには、いくつか建物が点在しているので、周囲の安全を確保するために一つずつ丁寧に調査していく。俺がクリストを見殺しにした場所も探索し、魔物が潜んでいたので排除した。




こうして周囲の安全が確保されると、ようやく陣地を築く準備が始まる。とはいえ、砦のような本格的な建造物を作るわけではない。騎士たちが周囲を警戒するなか、人夫たちは太い木の棒を地面に突き立て並べる。さらに追加の棒を紐で縛って補強していく。隙間が多いので矢を完全に防ぐことはできないが、侵入を拒むことはできる柵の完成だ。




その後は天幕を組み立て、簡易竈かまどを作り、武具の整備をできるようにしていく。娼婦や商人などはいないが特に不便はない。襲撃などもされず、ダンジョン内とは思えないほど平和な時間が過ぎていき、二日をかけて臨時の陣地が完成した。






◇　◇　◇





テッブスが今後の方針を説明するということで、俺たちは陣地内の中央広場に集合していた。



「これから三つの隊を作る！！」


小さな壇上だんじょうに乗ったテッブスが声を張り上げている。



「レーメウス卿！」

「はっ！」

「貴殿には補給部隊の隊長を務めてもらう！　ヤンと陣地を往復して食材、必要な資材を運べ！」

「謹んでお受けいたします」

「うむ」


レーメウスの返事に満足そうにうなずいてから、話を続ける。



「続いて、この陣地の警備だ。アルマ戦闘司教にお願いしたい。これについては、聖女エレノア様も同意されていることである」

「隊のメンバーは教会騎士だけにする。よいか？」

「問題ない。活躍に期待している」

「最後に、この墓地エリアの探索と付近に出現する魔物の討伐だ。これは私が率いる！」


…………ん？




総大将自ら戦いに出るだと……？




何を考えているんだ！？




普通は他に任せるだろ。騎士は沢山いるのだから、適切な人材はいるだろうに。そこまでして、戦いたいか。




バイエン公爵家の騎士たちを見ると、苦虫を噛み潰したような顔をしていた。あれは説得に失敗したって感じだな。



「各隊に所属して欲しいメンバーは隊長から連絡する。何もなければ陣地内で待機だ！」


そう言い切るとテッブスは壇上を降りて、反発するリヒトや他の騎士を連れて外に出てしまった。命令を出した直後から動くのかよ……。






　声をかけてもらえず、補給や陣地防衛の部隊に入らなかった俺、ソフィー、ローザは、天幕の中でゆっくりと休むことにした。陣地は安全を確保したばかりなので、多少はノンビリと過ごすことが出来るのだ。


しばらく三人で談笑をしていると天幕の入り口が開く。招かれざる客なのは間違いない。あとはどの程度かという話になるのだが——。



「お邪魔しても、よろしいかしら？」


金髪の女性——エレノアが一人で乗り込んできた。




質問をしているが回答は受け付けていないようで、返事をする前にズカズカと中に入ってくると、俺の右側にある椅子に座る。




きょ、距離が。お互いの服がこすれ合うほどの近さだ。



「ここは私たちの天幕です。間違えていませんか？」


ソフィーが椅子を持って立ち上がると俺の左隣に移動した。




エレノアと同じぐらいの距離に座る。




「ラルスに会いに来たのですから、間違いなんかじゃありませんわ」




一瞬だけ、ソフィーから不穏な気配を感じた。




これは本当に怒っているぞ……。



「婚約者がいる身で異性に近づくなんて、はしたないと思われてしまいますよ？」

「わたくしの教皇様は、そんな些細なこと気にしませんわ」

「聖女としての気品が問われます」


「問題ありませんわ。誰も見ていないもの」



「他人の視線ではなく、私は気の持ち方について話しています」


「それは、あなたの考えでしょう。わたくしに押しつけないでほしいですわ」




俺を挟んで言い合いをして欲しくないんだが……。




エレノアが俺の腕に絡んでくると、ソフィーも対抗する。




なんだ、この状況は。助けを求めるようにローザを見る。部屋の隅で俺のことを、哀れんでいるような目で見ていた。いや、違う。口元が緩んでいるので笑うのを我慢しているだけのようだ。




クソッ、アイツはこの状況を楽しんでいやがるッ！




俺がなんとかするしかないか。



「聖女様が近くに居るだけで、緊張してしまうので離れていただけると——」

「権能をお持ちなのに、ずいぶんと可愛らしいですわね。大丈夫、すぐに慣れますわよ」


いや、慣れたくないんだが。離れてくれよと思ったのだが、俺の気持ちに反してエレノアの腕に力が込められる。慎ましい胸が当たっていて、この場を教皇に見られたら殺されてしまうだろう。いや、その前にソフィーに殺されるか。




先ほどから殺気のこもった魔力が漏れ出していて、怖くて顔が見られないのだ。俺を掴むソフィーの腕に力が入り、骨がギシギシときしむような音が聞こえた気がする。というか、腕が痛い。



「ねぇ、ラルスさん」

「……なんでしょう」


「怖い顔をしている女性より、笑っている女性のほうがよいとは思わなくて？」



「………………」


肯定すればソフィーに問題があると伝えることになり、否定すれば何を考えているのかわからないエレノアの不興を買うかもしれない。ここは沈黙で逃げよう。




「無視だなんて、酷いですわ。悲しくて泣いてしまいそう」




エレノアが弄もてあそぶような顔をしながら追撃をしてくると、俺の代わりにソフィーが反応した。



「この場に怖い顔をしている女性なんていないから、答えられないだけだと思います」

「あらあら。ソフィーは一度、鏡で自分の顔を見た方がよろしくってよ」

「それはエレノアさんでは？　きっと、性格が悪そうな女性の顔が見られると思います」

「わたくしがやっても、美しい顔が映るだけですわ」

「先ずは、物事を正しく見る目が必要でしたね」

「「…………」」


笑い合っているが、二人の間にはバチバチと火花が飛んでいるように見えた。



「ごめんなさいね。ソフィーがムキになるから、楽しくって」


ソフィーが怒りの感情を露わにする。そろそろ止めないとマズイ。




腕に絡んでいたソフィーの手を優しく離すとエレノアを見る。ここからは俺が会話を引き継ごう。



「お戯れが過ぎます。ソフィーは、こういったことに慣れていませんので」

「助けに入るなんて、ラルスは本当に勇者様ね。羨ましいですわ」

「過分なお言葉、痛み入ります」



あくまでも事務的な返事をするに止める。






歓迎していないと伝わればいいのだが。



「本日は、どのようなご用件でしょうか？」

「ソフィーのお気に入り、勇者様を見に来ただけよ。もしかして迷惑だったかしら？」

　教皇の指示で探りを入れてきたのか。非常に迷惑だよ。と、言おうとしたが止めた。


せっかくエレノアだけと話せる機会なのだ、逆に俺たちが探らせてもらおう。



「そんなことはございません。エレノア様の来訪を歓迎いたします」

「よい心がけですわね」

　俺の対応に驚きながらもソフィーは反対せず、雑談が始まる。最初はヤンで過ごした日々について、続いてアルマの話題に移ると不覚にも話が盛り上がってしまう。エレノアも彼女には色々と苦労しているようだ。強引だとか、頭が硬いなどと愚痴をこぼしている。その気持ち、よくわかるぞ。ソフィーの機嫌が悪くなるのを感じながらも話を続けていき、会話が途切れたタイミングで本題を切り出す。

「そういえば……ヤンでは先触れの姿を見ませんでした。エレノア様の来訪は急に決まったのでしょうか？」


「あら、わたくしが急に来訪する常識知らずとでも、おっしゃりたいのかしら」



「いえ！　そんなことはありません！」


本音を隠して、わざとらしく慌てて否定する。



「それでは、私が知らないだけで先触れはあったのでしょうか？」

「なかったわ」


なかったのかよ！



「別の方法を使って教えていたの。ロイとは知らない仲じゃないのよねぇ」

「ギルド長のロイと聖女様に個人的なつながりが？」

「気になりますの？」


エレノアの目が少し細くなる。




急に踏み込みすぎて警戒されたか？




だが、ここで引くわけにはいかない。こうやって護衛抜きで話せる機会など、二度と来ないかもしれないからな。多少強引でも突き進むべきだ。



「これでも元冒険者ですから。ギルド長のことが気にならないと言えばウソになりますね」

「古巣の事情は気になるってことですわね」


口角を上げてエレノアが笑った。



「まぁいいわ。ロイとは小さい頃からね、仲良くしていたのよ」


小さい頃……確か聖女候補は教会の施設で育てられるはず。ということは、その前に関係があったということか。故郷に関連する——なッ！？




エレノアの小さく可愛らしい唇が耳に当たった。温かい息がかかる。




「わたくしの勇者様になってくださるなら、もっと深く教えて差し上げてもよろしくってよ？」




全身の毛が立つ。




冒険者ギルドが定めた制度としての勇者ではなく、聖女を守る正真正銘の勇者になれと、そんなことを言ってのけたのだ。全く嬉しくないお誘いだ。



「エレノアさんッ！」

「冗談ですわ」


笑いながら離れるが、俺にだけ聞こえるような声で「今はね」と宣言していた。




ソフィーは立ち上がり俺の腕をひっぱる。



「ここには瘴気が溜まっています！　外に行きましょう！！」


引き際だろう。どっちを選ぶかなんて決まっているじゃないか。椅子から腰を上げると、エレノアに軽く頭を下げて別れの言葉を伝える。



「それでは失礼します」

「今度は二人っきりで、お話ししてくださいませ」

「そんな機会は二度と訪れませんッ！！」


最後まで対抗意識をむき出しにしながら、ソフィーは俺の手を引っ張って天幕の外に出て行く。入れ替わるような形で、慌てた様子の教会騎士たちが俺らの天幕に入った。先ほどまでの姿を見られなくて心底よかったと思う。







天幕の外を出て小さい陣地内をあてもなく歩く。




隣にソフィー、数歩後ろにローザがいる。人目に付く状況なので、ローザは犯罪奴隷らしい振る舞いをしているのだ。近くには人夫が防衛用の柵を強化するため、木を削り、組み立てていた。他にも大鍋を使って料理をしている人や、丸太に座って休憩している人の姿も見える。この部分だけ切り取れば、のどかな田舎村の様だ。




エレノアへの態度に違和感があったので、哨戒しょうかいしている騎士とすれ違ってからソフィーに話しかける。



「一つ質問をしていいか？」

「はい。何でも聞いてください」


人を幸せにするような笑みを浮かべ、心を落ち着かせる声。返事をするソフィーはいつも通りだ。先ほどまでエレノアを警戒していたとは思えない。




あれが幻覚だったらよかったんだが……。



「エレノアにキツく当たるのは、彼女が聖女だからか？」


本来だったら自分があの立場にいた。そう思って、エレノアに対抗意識を持っているのであればわかる。恨んでいても不思議ではない。当然の気持ちだ。しかし、聞いておいてなんだが、ソフィー自身がそう思っているようには見えなかった。



「…………」


無言のまま微笑んでいる。




その笑顔の裏で何を考えているのか？




教えて欲しいのだが、待っていても口を開かない。閉ざされたままだ。初めてソフィーに拒絶された。そのショックは意外と大きく、動揺してしまう。




同性なら気づく点もあるかもしれない。わずかな可能性を頼りにして、助けを求めるようにローザを見る。



「はぁ……」


小さいため息を吐くと、呆れた顔をして俺を見ていた。



「あんた、本当にわからないの？」


バカにするというよりかは、出来の悪い弟を見るような、ちょっとした親しみのこもった声だ。そういった態度をとるのであれば、ローザは何かに気づけているのだろう。さすが頼りになる。是非教えてくれ！！



「ソフィーはね——」

「ローザさん。大丈夫です。私が言います」


ソフィーがローザを止めてから俺をじっと見つめる。




ゴクリと、喉を鳴らして言葉を待つ。



「ローザさんから聞いてしまうぐらいであれば、私の口から伝えたいと思います。ラルスさんは、どうしてエレノアさんにも優しいんですか？」

　溜め込んでいた気持ちを吐き出すようにソフィーの言葉は続く。

「この前の会議でリヒトさんは〝まだ昔の女を引きずっているクセに生意気なッ〟と言っていました…………それは、本当なんですか？　ラルスさんの優しさは、まだ彼女にも向いているんですか？」


俺を見る目は潤んでいて今すぐにでも涙がこぼれ落ちそうだ。



　相手が女性であれば、理由などなく誰にでも優しくする。そう思われてしまっているのだろう。優しさだけで一緒にいると思われているのであれば、それは誤解である。俺にとってソフィーは特別な存在なんだ。

「それは違う。コレットには未練なんてないし、エレノア様の機嫌を損ねたら面倒だから親切にしているだけだ。それ以上の意味はない」


ソフィーは黙ってしまった。瞳が揺れている。俺の言葉を信じたいけど、信じられない。そんな雰囲気を感じ取った。不格好かもしれない、もしかしたら求めている言葉ではないかもしれないが、言いにくいからといって後回しにしてはいけない。今度こそ大切なものを失わないために、ちゃんと向き合おう。



「この世の誰よりもソフィーが大切だ。ずっと一緒にいたいと思っている。俺の言葉を信じて欲しい」


返事はない。




伝える内容を間違ってしまったか？




いや、これで良かったはずだ。




二つの相反する気持ちがぶつかり、せめぎ合っていた。




ソフィーの反応が気になってしまい手に汗が浮かぶ。



「エレノアさんよりですか？」

「もちろんだ。何を言ってこようが、俺の心は揺らがない。ソフィーと共にあるよ」

「……ズルいです。そんなこと言われたら、ラルスさんを信じるしかないです」


勢いよく抱きつき胸に顔をうずめてきたので、背中に手を回す。



「不安にさせてごめん」

「勝手に思い違いしてしまい、ごめんなさい」

「ソフィーが悪いわけじゃない。俺がちゃんと伝えるべきだった」


抱き合ったまま沈黙した。時間にして数十秒ぐらいだっただろう。




ソフィーの体が離れる。




俺を見上げる目は少し赤かった。



「これからも、お願いしますね」


そう言った後の笑顔に見蕩みとれてしまう。



「ったく、人目が多い場所で何をしてるんだか……」


ローザが呆れたような声を出しながら近づいてくる。




変なところを見せてしまったと、ローザに謝ろうとするが——男の野太い悲鳴によって中断された。




地面からグールやスケルトンナイトが這はい出ていたのだ。その数は数百を超え、さらに陣地の外からもアンデッドの集団が近づいてくるのが見える。




ボコッ。




俺の足下から手が生えた。足首を掴もうとしてくるので踏みつける。さらに地面に向けて、ソフィーからもらった剣を突き刺した。俺を掴もうとしていたグールは一瞬にして灰になる。




ソフィーが手を加えただけあってアンデッドどもには効果絶大だ。グール程度であれば苦労せずに倒せる。武器の出来に感心している間にも、アンデッドの数は増えていた。ちまちまと剣で倒そうとしたら時間がかかるし、人夫に被害が出るかもしれない。態勢を立て直す必要もあるので、まとめて処理しよう。



「ソフィー！　頼んだ！」

「任せてください！」


返事とともにソフィーの魔力が高まると、即座に聖魔法が発動された。



『ターンアンデッド』


陣地内を光が包み込む。人夫や騎士を襲っていたアンデッドだけではなく、地面から這い出ようとしているヤツまで灰になって消えていく。




元聖女の力は絶大だな……。



「流石だ。助かったよ」


ソフィーの肩に軽く手を置く。




頬を赤く染めて照れている顔が可愛らしかった。



「イチャつくのは後にしなさい」


ローザが呆れたように言った。



「大丈夫、わかってる。今は戦いに専念するさ」


一時的だろうが、内部の安全は確保できた。陣地で待機していた補給部隊の騎士が人夫たちを誘導しているので、すぐに混乱も収まるだろう。




アンデッドの集団がこちらに向かってきているが、エレノアとアルマが教会騎士を引き連れて迎え撃とうとしているので問題ない。現聖女のお手並みを拝見しようじゃないか。



「俺たちは後方に下がろう。命令があるまで人夫の近くで待機だ」


公爵家の騎士たちも同じ判断をしたようで、非戦闘民を守るために集まっている。



「テッブス様はすぐに戻ってくる！　それまで守り抜くぞ！」


指揮をしているのは補給部隊の隊長に任命されたレーメウスだ。突発的な事態だというのに、上手く騎士たちをまとめている。俺はそんな集団の中に入って、アルマたちの様子を見ることにした。




エレノアが『ターンアンデッド』を使って雑魚を一掃してから、アルマが一人で突撃していく。




部隊長が敵に突っ込んでどうするんだ……と、アルマらしい行動に苦笑いしつつも、驚くほどの早さでアンデッドが消えていくことに感心する。遅れて教会騎士も合流したので、しばらくすればアンデッドどもは全滅するだろう。




このまま終わってくれればよいのだが、多分そうはならない。ここにはダンジョンマスターがいるのだから、第二波ぐらいは当然のように用意しているだろう。……そんな予想をしていたせいで早まったのかもしれない。上空に強大な魔力が出現する。




見上げると、銀髪の少年と黒い騎士、そして全身を鎖で拘束されたエヴァがいた。



「ゴミを見下ろすと気分がいいな」


空中に浮かぶ銀髪の少年がエヴァに話しかけた。




口にも鎖が巻き付いているので、モゴモゴと動くだけで言葉にはなっていない。まともな返事が来るなんて期待していないのだろう。性格の悪さが伝わってくる言動であった。




エヴァは反抗するかのように、全身を動かして抜け出そうとしているが無駄で、ヴァンパイア化した彼女の力に耐えている。普通の鉄で作られているのであれば引きちぎれるはずなので、魔道具で補強されているか、もしくはオリハルコンといった特別な金属を使っているのだろう。




黒騎士はそんなエヴァをじっと見ているだけだ。




大人しくしている。それが不気味だった。



「そろそろ、掃除の時間だ」


冷たい声を発する少年は、見た目の幼さと反して保有している魔力量は非常に多い。色素の薄い肌にエヴァに対して上位者として振る舞う行為。恐らくヴァンパイアの中でも高位にあたるエルダーヴァンパイアだろう。そしてほぼ間違いないと思うが、エヴァをヴァンパイアにした親にあたる存在であるはずだ。




ふと、許せない。




そんな気持ちが一瞬だけ湧いた。




すぐに俺には関係ないと言い聞かせる。



「ソフィー、ローザ、ヤツらを狙うぞ！」

「はい！」

「分かっているわ！」


手を前に出して、魔力を練って狙いをつける。



『ファイヤーボルト』

『ファイヤーランス』

『ホーリーランス』


俺たちが放った魔法は少年に向かい、『魔法障壁』に衝突する。




発動の早い俺の『ファイヤーボルト』が当たって『魔法障壁』にヒビが入り、それよりも威力の高い魔法を放ったローザの『ファイヤーランス』で半壊する。最後に『ホーリーランス』が直撃。完全に破壊して貫通すると少年の右腕が消失した。



「そうこなくちゃ！　もっと楽しもう！」


ダメージを受けたのに痛みを感じていないようだ。残った左腕を上げると、空中に魔方陣が浮かぶ。そこから大量のコウモリが出現すると、少年の周囲に集まり人型に変身した。



「ヴァンパイアを呼び寄せたのかッ！」


人夫たちを守る騎士、アンデッドとの戦闘が終わったアルマたちにヴァンパイアが襲いかかる。数が多く劣勢だ。助けに行こうと思ったその時、テッブスの声が聞こえた。



「全員、突撃だッ！！」


笑みを浮かべたテッブスが、剣を振り上げて先頭を走っている。騎士を引き連れて陣地に入ると、ヴァンパイアたちを仕留めていく。その中にはリヒトもいた。冒険者時代に使っていた両手剣を振り回しており、ヴァンパイアどもをなぎ倒している。あの二人がいるのであれば、ヴァンパイアの処理は任せても大丈夫そうだ。




俺は意識を地面に降り立った少年に向ける。




エヴァは地面に転がされており、黒騎士は守るように立っていた。



「僕の相手はラルス君でいいかな。黒騎士君は、あそこで暴れ回っているテッブス君と戦ってくるように」


少年に命令された黒騎士は動かなかったが、



「勝てればエヴァを解放して上げる」


この一言で飛び出した。




向かう先は当然テッブス。お互いの剣が激しくぶつかり合い、周囲を巻き込みながら戦闘が始まった。エヴァは、そんな黒騎士を助けようとさらに激しくもがく。



「うるさいなぁ。少し黙ってなよ」


少年の切断された右腕から流れ出ている血が槍の形になった。合計五本。それがエヴァの腕、足、腹に突き刺さり、地面に縫いつけられる。



「これでよし、と。お待たせしたねぇ」


再び血の槍を何本も周囲に作りながら、子供らしい無邪気な笑顔を浮かべて近づいてきた。



「ローザ、ソフィー、俺の後ろに！」


指示を聞いて二人が動いたのと同時に、血で創られた槍が絶え間なく降り注いできた。『魔法障壁』で防ぐが、少年からの攻撃は止まらない。足止めされてしまっている。



「ローザ、魔法は使えそうか？」


「外に出ないと使えないわよ！　でも、そんなことしたら死んじゃうわ！！　ラルスが別の方法で守ってくれないと無理！」




攻撃が続いている中、『魔法障壁』の外に出れば串刺しになるのは確定だ。そんな死に方はしたくないと、ローザは必死に抗議している。奴隷の首輪があるから、言葉にしないと不安で仕方がないのだろう。もう少しソフィーを信じろよ。



「わかってる。『魔法障壁』を解除して剣で血の槍を叩き落とす。少しなら持つだろうから、その間に魔法で攻撃してくれ。どうだ？」

「嫌だけど、それしかないわね！」


作戦の実行に移るべく、体内の魔力を練って身体能力を向上させる。



『ホーリーブレス』


ソフィーから聖魔法の支援をもらい準備は完了した。



「『魔法障壁』をきるぞ！　三、二、一——なっ！？」


作戦を実行する直前、走ってきたリヒトが少年に斬りかかった。




思わずカウントダウンを止めて凝視してしまう。



「俺のエヴァを返せぇぇっ！！」


リヒトはエヴァがヴァンパイアになったことも、執着する相手が黒騎士に変わったことにも気づいていない。魔物に囚われたと勘違いしているようだ。




奪われたものを取り返すため、両手剣を振り回して少年を攻撃している。




残念なことに、少年には一度も攻撃が当たっていない。



「君は用済みなんだ。どっかに行ってほしいな」

「うるせぇ！！」

「ラルス君より弱いくせに威勢だけはいいねぇ」

「アイツと俺を比べるなぁぁぁぁああああ！！」


少年の挑発に乗せられてしまったようだ。激情に飲み込まれてしまい、休むことを忘れて攻撃は激しさを増す。顔に血管を浮かべながらも、魔力による身体能力の強化が高まった。




リヒトは攻撃の手を緩めずに高速で何度も剣を振るい、ついに少年の腹を横に斬り裂く。上半身が宙を舞い、ボトッと音を立てて地面に落ちた。



「俺様をバカにしやがって！　絶対に許さない！」


リヒトは少年の上半身に近づくと、これから頭を貫く剣を見せつけるかのように、ゆっくりと持ち上げて勝ち誇った笑みを浮かべている。




あのバカ！　ヴァンパイア相手に上半身を切断しただけで勝ったと思ってやがる！



「さっさと頭か心臓を潰せ！」

「うるせぇ！　お前は黙って見てろ！」


クソッ、忠告は逆効果だった。俺の方を見て完全によそ見をしている。




リヒトの代わりに俺が消滅させようと思って腕を動かし、止まってしまった。このまま見殺しにすれば二度と関わらなくて済む。今後、敵になる可能性の高いリヒトを本当に助ける必要があるのか？　そんな疑問が脳裏をよぎったのだ。




悩んだのはほんの数秒だったが、それだけで事態は大きく変わってしまった。



「いやぁぁああアああ！！」


悲鳴を上げたのはローザでも、ソフィーでもなく、鎖を無理矢理引きちぎって血の涙を流すエヴァだった。この世界を呪うような目をしている。気の弱い人間であれば、目が合っただけで気絶するだろう。



「アアアアア！」


エヴァは叫びながら体を丸めると、背中に四対の真っ黒い影のような羽を生やす。ダンジョンマスターと同じように禍々しい魔力を垂れ流し、俺たちを威圧した。魔力量は急増していて、あり得ないことだが全く別の魔物に変わったように見える。



「二度モ助ケラレナカッタ。絶対ニ許サナイ」


視線の先は黒騎士を完全に破壊したテッブスだった。黒騎士との戦いは激しかったようだが、大きなケガは負っていない。



「私ノ、私ダケノ、勇者サマヲ返セ！！！」


悲しみが混じった叫びとともに、エヴァはテッブスに向かって飛んでいく。



「ふっははは！！」


エヴァの行動に意識を奪われていた一瞬で、少年の体は完全に再生されていた。高笑いをしながらリヒトの後ろに立つ。



「エヴァはお前ではなく、さっき死んだ黒騎士を選んだ！」

「うるさい！　俺のエヴァに何をしやがったッ！」


大剣を少年に叩きつけようとしたリヒトだったが、振り上げた途中で動きが止まる。




奴隷の首輪が光っていたのだ。ギチギチと音が鳴って、リヒトの首が絞められていた。必死に抗っているが成功することはないだろう。




命令を出したテッブスは、エヴァの魔法に圧倒されていた。至るところに傷を負っていて、離れた距離から見ても劣勢だというのがわかる。俺が戦っていた時よりエヴァの動きはよく、遠距離から一方的に攻撃しているので、テッブスの剣が届かないのだ。近づく前に黒い魔力の塊に叩き潰されてしまっていた。



「差し違えてでも、あの女を殺せ！」


エヴァに押されているテッブスが、もう一度リヒトに命令を下す。



「ぐがあああ！」


痛みによる叫びだろう。リヒトの目から涙や口から液体が流れ、もだえている。隙だらけで今なら簡単に殺せるはずなのに、少年は楽しそうに見ているだけだった。




ゆっくり歩くと、リヒトの耳に口をあてた。



「もしかしたら、君の声を聞いたら正気に戻るかもね」


少年が囁ささやき、それがきっかけとなってリヒトの抵抗はなくなる。



「よせ！　魔物の声に耳を傾けるな！」


俺の言葉は無視されてしまった。いや、もしかしたら後押ししてしまったかもしれない。奴隷の首輪への抵抗をやめて、リヒトはエヴァに向かって走り出した。



「俺だ、リヒトだ！　お前の勇者が戻ってきたぞ！！」

「ウルサイ、ミンナ死ンデシマエ！！」


テッブスとリヒトの二人が相手になっても、エヴァの優勢は変わらなかった。




斬られてもすぐに再生すると魔法で反撃して二人を削っていく。消耗戦に突入していた。ここで俺が加勢すれば状況は有利になるだろうが、動くつもりはない。




テッブスがすぐに戦死してしまえば、ゼルマの狙い通り家名に傷をつけることになる。長男が亡くなったことで、バイエン公爵家内で跡目争いが起こるかもしれない。そのまま没落してくれれば完璧だ。とまぁ、そんな理由は些細なことで、動けない本当の理由は目の前の敵にある。



「ようやく邪魔者が消えたね」



殺気を飛ばしながら少年が和やかに話しかけてきた。






俺が隙を見せれば、すぐに攻撃を仕掛けてくるはずだ。



「エヴァに何をした？」


「種族進化って知ってる？　君たちが魔物と呼んでいる存在は、たまに別の生き物に変わるんだよね。それを意図的にできるか試してみたんだ」




種族進化なんて言葉、初めて聞いたぞ。




目だけ動かしてローザを見る。首を横に振って知らないと答えていた。




次にソフィーを見ると目が合った。



「噂だけなら教会内でもありました。これもダンジョンマスターと同じように、おとぎ話のような扱いでしたが……」

「へぇ、人間が知ってるなんてちょっと驚いたな」


にこやかに笑っている少年が、ゆっくりと歩いて近づいてくる。



「実験は成功したから次の段階に行ってもいいんだけど……少しだけ遊ばない？」


少年の隣に黒い穴が出現すると、光を吸い込むような真っ黒いショートソードが一本出てくる。片手で扱えるようなサイズだ。魔力による威圧感があり、それだけで普通の武器ではないことがわかる。呪いに近い効果はありそうだな。



「死んだら仲間にしてあげるから安心してね」


話しながら少年は霧になって消え、次の瞬間には俺の隣に立っていた。




少年がショートソードの切っ先を俺の横腹に向けて突き出してきたので、とっさに右腕を犠牲にして体を守る。



「グッ」


通常よりも大きな痛みに思わず声が漏れてしまう。我慢して刃を掴むと、少年の腹に蹴りを当てて吹き飛ばす。手に残っていたショートソードを抜き取ってから刃を見ると、奇妙な模様が刻まれていた。




効果は痛みを増幅させる魔道具というところか。趣味の悪いヴァンパイアが好みそうな武器だな。



『ヒール』


ソフィーの聖魔法によって、貫かれた腕や刃を持ったときに切れた手の傷はすぐに癒えた。ショートソードを投げ捨てソフィーからもらった剣を構える。




少年は余裕のある態度を崩さず、不快な笑みを浮かべたまま立っていた。



「うーん。さすがに二人いっぺんだとキツいかな？」


と発言した直後に、少年の顔面に三発もの火球が打ち込まれる。



「バーカ。三人よ！　脳みそ腐ってるんじゃないの？」


ローザが中指を立てて挑発していた。




黒煙が晴れると、首から上のない少年が姿を現す。頭を潰せばヴァンパイアといえども回復は不可能だと思っていたのだが、上位になると違うようだ。生命力、と言っていいのかわからないが、そういった類いのものは高いらしい。



「話しているときに酷いなぁ」


顔が再生されている途中だというのに、どこからともなく声が聞こえる。



「ローザ、魔法の援護は頼んだぞ！」


回復しきる前に消す！




一足で少年の目の前に立つと、横薙ぎの一撃を放って体を上下に分断する。さらにもう一撃与えようとしたころで、体が黒い霧に変わってしまった。面倒な能力だな。剣での攻撃は一時中断するしかないか。



『ホーリーランス』

『ファイヤーボール』


ソフィーとローザの魔法が霧を襲った。多少濃度が薄くなる程度で、致命的なダメージは与えられていないようだ。俺も援護のために魔法を使おうとすると、霧から少年の腕が出現して襲いかかってきた。




霧の中であれば体の一部を実体化させることが出来るのかッ！！




驚きながらも、体の間に剣を滑り込ませて防ぐ。すると別の場所から、いくつも腕が出現して殴りかかってきた。手を何本も作り出せるのかよ。




逃げるのも面倒だと『魔法障壁』で防ぐ。




ガンガンと絶え間なく殴りつけてくるが、ソフィーとローザが魔法で援護してくれたので、大量に出現した腕は消え去ってしまった。残った霧が上昇して安全圏まで逃げると少年の形に戻る。



「やっぱりダメかぁ。三人とも強いね」


そこには、先ほどまであった余裕は見られなかった。




呼吸は荒くなっていて全体の魔力量も減っている。あと少しで倒せるだろう。再生能力だけがやっかいだが死ぬまで攻撃し続ければいいだけの話。たいした魔法も使えないようで、この前の女悪魔よりかは楽な相手だ。




さらにアルマやエレノアが雑魚のヴァンパイアを倒し終えて、ソフィーと合流した。もう負ける要素はない。



「降参するなら、命まで取らないが？」

「ラルス君がそう言っても、後ろにいる神の操り人形たちは許してくれないと思うよ」


その発言にアルマが切れた。



「吸血虫が、我々を愚弄したなぁぁぁああ！！！！」


アルマの周囲に光る白い槍——『ホーリーランス』が出現して、少年に向かって飛び、胸と腹を貫く。



「フィネ様。これ以上はもちません」


魔力が切れかけているのだろう。再生せずに少年はゆっくりと地面に落下していく。




トドメを刺そうとアルマの周囲に再び『ホーリーランス』が浮かぶ。




周囲の空気が一変したのは、そんな時だった。




禍々しい魔力が辺りを包み込み、ボロボロのローブをまとった骨——ダンジョンマスターが、優しく少年を抱きしめた。ゼルマのメイドが死んだときのように、ダンジョンマスターから発する禍々しい魔力は弱い人間を狂い殺す。



『サンクチュアリ』


それを防ぐことができるのが、ソフィーが使った聖魔法だ。




聖域と呼ばれる結界が張られて状態異常攻撃を無効化できる。さらに下級のアンデッドであれば、即消滅するといった強力な魔法だ。




今度ダンジョンマスターに出会ったら使うと、ずっと前にその存在を教えてもらっていた。



「ラルスさん、この魔法を使っている間、私はほとんど動けません！　ケガには注意してくださいッ！」


ソフィーの顔に汗がいくつも浮かんでいる。ダンジョンマスターの禍々しい魔力を抑え込むのに集中力が必要なのだろう。すぐにでも行動をしなければ！




補給部隊の隊長を務めているレーメウスに、人夫たちの避難を提案しようとすると、汚い悲鳴が聞こえた。



「ギャァァァ！！」


声がした方を見る。




テッブスを守るように立つリヒトの胸に、エヴァの腕が生えていた。手には抜き取った心臓が掴まれている。誰かのために命を捨てるような男ではない。奴隷の首側が光っているので、命令によって盾として使われたのだろう。




グシャリと心臓を握り潰す音が聞こえた。



「エ……ヴァ？」


エヴァが腕を引き抜く。胸にぽっかりと穴が空いていた。それだけでは恨みは晴れないようで、リヒトの首を引き抜くと頭を放り投げる。頭は地面をゴロゴロと転がり、残された体は糸の切れた人形のように倒れる。




ずっと慕っていた男を自らの手で殺した。




その事実に気づける機会はないだろう。




それが唯一の救いのように感じた。



「エヴァ、戻っておいで」


テッブスを攻撃しようとした腕が急に止まると霧になって消える。




空中に浮かんでいるダンジョンマスターの隣に出現した。



「復讐の気持ちは取っておくんだ。それがお前を強くする」


血の涙を流し続けているエヴァは無言でうなずいた。



「死ね！」


アルマやエレノア、教会騎士たちが『ホーリーランス』を放つ。ダンジョンマスターとエヴァを貫く軌道ではあるが、当たる直前にエヴァが黒い膜を張ると、消滅した。




聖魔法を無効化する魔法だと……！？




ダンジョンマスターと同じ魔法をエヴァも使えるようになっていた。これが種族進化による強化か。



「種族はエンシェントヴァンパイアか。よい駒が手に入った」


ダンジョンマスターは何もない空間で骨の指を動かして、顎をカタカタと鳴らしながら笑っていた。



「ハイアムと一緒に待っていなさい。遊びが終わったら私も向かう」


エヴァがヴァンパイアの少年——ハイアムを抱える。




この場から立ち去るつもりなのは明らかだ。俺たちは一斉に魔法を放って邪魔をするが、先ほどの黒い膜によって聖魔法は無効化され、他の魔法はダンジョンマスターの『魔法障壁』に邪魔されて当たらなかった。




とっさに放てる中級レベルの魔法では、かすり傷さえ与えられないか……。




エヴァは最後にテッブスを睨みつけると、少年と一緒に姿を消してしまった。



「ゴミどもよ。愛しいラルスをダンジョンまで送り届けてくれてありがとう」


俺の名を呼ばれてしまい背筋がぞっとする。




ダンジョンマスターの魔力による圧力が高まっていく。ソフィーが使っている『サンクチュアリ』を破壊しようと、浸食しているのだ。



「だが、ラルスをいじめてよいのは、私だけだ。ゴミどもは全員殺してやろうッ！！」


ダンジョンマスターの魔力が爆発した。作った柵は吹き飛び、人夫たちは『サンクチュアリ』で守られているのに腰を抜かして地面に座り込んでしまう。



「誰からにしようか……」


骸骨の目には眼球の代わりに小さな青く暗い光があり、それがテッブス、騎士たち、教会関係者、俺たちを順番に見ていく。品定めされているような、嫌な感覚だ。



「いや、全員にしよう。私を楽しませろ！！」


ダンジョンマスターの指が見えないパズルをしているかのような動きをする。異変はすぐに起こった。




教会騎士たちのいる地面が光って、魔物が大量に出現したのだ。




赤い人型の骨が片手剣と盾を持っている。見た目はスケルトンナイトに近いのだが、保有している魔力量は多い。そしてなにより、そいつにはアンデッド特有の禍々しさを感じなかった。



「こいつらはドラゴンの牙から作られた魔物だ！　アンデッドではなくゴーレムに属する。聖魔法の効き目は薄いぞ！！」


召喚魔法にしては発動が早い。魔力の動きもほとんどなかった。俺たちが知らない未知の方法で創ったのだろう。どういった原理なのか調べてみたいが、後回しだな。



「さぁ、戦え！！」


ドラゴンの牙で創られた魔物が教会騎士たちに襲いかかり、敵味方入り乱れる乱戦状態になった。助けに行きたいが、ダンジョンマスターがまた仕掛けてくるので動けない。



「偉そうな男どもには、コイツをプレゼントしてやろう」


ダンジョンマスターの手には一冊の本があった。




表紙は様々な生物の骨で作られている。本そのものが生きているかのように、脈動して強い魔力を発している。




また魔導書——サクリファイスを使うのか。



『我がダンジョンにて用意した生贄を使い、新しい生物を生み出せ！』


前と同じセリフだったが、出現した魔物は違った。




真っ黒い羽を一対に背負った女性が出現したのだ。片手に持った長い槍の両端には、黒く呪われた矛があり、銀色に光る全身鎧を身につけている。兜に隠れて顔は見えないが、透き通るような青い髪と首筋から見える瑞々みずみずしい肌が、アンデッドのような存在では無いことを証明していた。これもまた、聖魔法を意識した召喚なのかもしれない。



「ふむ、フォーリンエンジェルか。今回は当たりだな」


何もない空中を見ながら、ダンジョンマスターは一人でうなずいていた。




その隙を狙って魔法を放ってみるが、常時発動している『魔法障壁』によって邪魔されてしまう。俺の攻撃を無視して、ダンジョンマスターはフォーリンエンジェルを見る。



「シェムハザと命名する。あそこの男どもを蹴散らせ」

「拝命いたしました。もし、私が気に入るほどの強者がいた場合は……」

「お前の好きにしていい」

「では、旦那様を探しに行くとします！！」


シェムハザはテッブスの眼前に舞い降りる。



「旦那候補様！　私を楽しませてくださいねッ！！」

「ふざけるなぁ！！　滅してやる！！」


テッブスの剣とシェムハザの槍がぶつかり合い、高い金属音を立てて火花が散った。魔力が衝撃波となって周囲の騎士たちを襲う。




教会の勢力は敵味方入り乱れる乱戦に対して、テッブスはシェムハザと呼ばれる強敵に立ち向かう対照的な戦いとなる。どちらも一進一退の攻防だ。すぐに決着はつかないだろう。




元々連携なんて期待できないチームではあったが、こうも簡単に何度も分断されてしまうとは。



「私のラルスよ。君には、お友達と再戦する機会をあげよう」


再びダンジョンマスターが指を動かすと、近くの地面が光る。




最後に残された俺たちの前には、首のないリヒトが立っていた。エヴァに貫かれた胸の穴は塞がっている。




もちろん。生き返ったわけではない……と思う。人間としての生は終わっているはずだ。変則的だがエヴァのように魔物に変化させられたのだろう。人間の死ですら弄ぶダンジョンマスターには嫌悪感しかない。



「訂正しろ。コイツは友達ではない」


が、元パーティメンバーではあった。人類の敵となったお前は見過ごせない。責任ぐらいは取ろう。



「やはり、因縁の相手は直接倒さねばならぬ」


ダンジョンマスターは首のないリヒトの隣に降り立った。



「この男はデュラハンという種族になった。魔物にする際、強化もしておいたぞ。これで対等に戦えるようになったんじゃないか？」


誰も頼んでないのに余計なことばかりする。




ダンジョンマスターは直接戦うつもりはないようで、戦意は感じられない。リヒトの死体を使って遊ぶつもりなのだろう。趣味が悪すぎて反吐が出そうだ。



「私のラルスと一騎打ちさせる。小娘どもは邪魔をするな」


ソフィーの気配が一瞬だけ揺らいだ気がするが、すぐに戻った。




断るという選択も出来はするが、ダンジョンマスターとリヒトを同時に相手したくはない。特にソフィーは『サンクチュアリ』の維持に全力を注ぎ込んでいるので、戦える状態ではないからな。




一対一の戦いなら多少強化されていても問題はないだろう。ここは各個撃破を狙うべきだ。



「一騎打ちということは、お前も邪魔はしないんだな？」

「もちろんだ。ルールを破らない限り、戦っている姿を見るだけで満足だ。さぁ、輝く姿を見せてくれッ！！」


返答に困るようなことを言いやがって。




なんでそこまで俺に執着しているんだ？



　初対面で腕を切り飛ばしたのを恨んでいるのか？

「どうするの？　また変なのにご指名されているわね」


ローザが呆れたような声で聞いてきた。



　自分は狙われてないからって、他人事のように言いやがって。文句の一つでも言いたくなる態度だが、そんな余裕はない。真面目に指示を出す。

「一騎打ちを受ける。ローザは動けないソフィーを守ってくれ」

「気をつけるのよ」

「もちろんだ」


右手には剣を、左腕には聖者の布を巻き付ける。両方ともソフィーからもらった大切な物だ。戦う準備はできた。前に進みながら話しかける。



「ルールはどうする？」

「勝敗がつくのは、どちらかが死ぬか消滅したときのみ。それ以外は何でもありだ」

「シンプルでいいな。わかりやすい」


リヒトと十メートルほど離れた距離で立ち止まる。



「ダンジョンマスターは離れてくれないか？　近くにいられると集中できない」

「私にはフィネという名がある。特別にその名で呼ぶのを許そう」


種族名ではなく個体名を呼んで欲しいと。変わったヤツだな。疑問は残るが、そのぐらいの要求なら問題ない。機嫌を損ねて暴れられても困るので、素直に従おう。



「わかった。フィネ、離れてくれ」

「ラルスの願いなら仕方がないな」


名前を呼ばれたのが嬉しいようで、返事をする声は明るかった。




骸骨の表情なんてわからないが、なんとなく照れているようにも見える。俺に執着していることを考えれば、そういった反応もあり得るだろうが、どうか勘違いであってくれ。




フィネは、ふわっと浮かび上がると、地上から二十メートルほど離れた。一騎打ちを見ながら他の戦況も確認するつもりなのだろう。




視線をフィネからリヒトに戻す。



「よう、しばらく見ないうちに、いい男になったな」

「…………」


転がっている頭から反論してくるかと思ったが、返事はなかった。




意識はなく、体だけ使われているのか？




アンデッドのような禍々しさを感じないが、フィネの命令に逆らえないのは同じだろう。リヒトが存在する限り不幸を振りまき続けるので、俺がこの場で必ず終わらせてやる。




剣を構えるとリヒトの方から斬りかかってきた。




表情が読めないのでタイミングがわかりにくい。さらに剣の軌道が生前に比べて洗練されている。訓練を積んだ騎士と戦っているようだ。リヒトの豊富な魔力量とあわさり、模擬戦の時とは比べものにならないほど苦戦している。




両手剣を軽々と振るって、リヒトは絶え間なく攻撃してくる。その勢いはすさまじく完全に受け流すことは難しい。まともに受けたらソフィーの剣が曲がってしまいそうなので、ひたすら横に後ろにと回避に専念する。




反撃する隙がない。しかも魔力で強化したパワーは互角。となれば、剣だけの勝負ではこちらが不利だ。魔法を組み合わせた戦闘方法に切り替える。




首を両断しようとしたのだろう。剣を横に振った一撃を、しゃがんで回避してから魔法を放つ。



『エネルギーボルト』


半透明の矢がリヒトの身につけている防具の隙間——関節の部分に連続して当たる。肉がえぐれて血が噴き出すが、痛みは感じないようで、攻撃の勢いを止めることは出来なかった。




俺の魔法を無視してリヒトは大剣を振り続ける。さらに回復能力もあるようで、次第に傷口も小さくなっていく。初級魔法ではダメージを与えても決め手にならないか。フィネと同時に相手しなくてよかった。



　頭上に振り下ろされてきたリヒトの大剣の腹を叩いて、軌道を横にずらす。バランスを崩してリヒトの動きが止まった。その瞬間を狙って接近すると、金属鎧の上に手を当てる。

『エアハンマー』


連続して三回、叩き込んだ。




鎧はへこみ、リヒトは両手剣をにぎったまま縦に回転して吹き飛んでいく。




その間に魔力を練り新しい魔法を使う。



『ファイヤーランス』


炎の槍が四本、俺の周囲に浮かび、放たれた。




地面に横たわっているリヒトの四肢に刺さり、ちぎれて吹き飛ぶ。手足がなくなった。芋虫のような状態だ。




俺はリヒトに飛び乗ると足で体を押さえつける。



『エンチャント・ソード』


魔法で刀身を強化してから突きを放つ。強化された切っ先が鎧を突き抜けた。体が痙攣して動かなくなるのを確認すると、剣を引き抜く。



「永遠に眠……ッ！」


リヒトの体から膨大な魔力を感じて、バックステップで距離を取る。時間が巻き戻るようにして、四肢が生え、傷がふさがっていた。



「手足を吹き飛ばして体を貫けば終わると思ったのかな？　それは人間の弱点であって魔物は違う。魔石を砕くしかないぞッ！！」


フィネが笑いながら今の状況を解説した。種明かししても負けることはない。そんな風に思っているのだろうか。



「さあ、第二戦の始まりだ！　この私に輝く姿を見せてくれッ！！」


リヒトの頭が浮かび上がって、浮遊しながら体の横に移動した。




恨むような目をして俺を睨む。



「ラルスゥゥゥゥゥウウウウ！！」


やはり、しゃべれるのか。一度死んだはずなのに自意識を持っている？




もしかして体ではなく頭が本体なのか？



『アースランス』


しかも、魔法を使いやがった。




地面から不格好な槍の形をした土の塊が浮かび上がった。




リヒトは魔法を使えなかったはず。ちょっと認識を改めなければいけない。脅威度を上方修正する必要があるな。



『ファイヤーランス』


俺も対抗して魔法を使い、放つ。




ちょうど中間地点で衝突すると爆風が俺の肌をなでた。




そこから『エネルギーボルト』『エアハンマー』『ファイヤーボール』といった魔法の打ち合いが始まる。とっさに出せる魔法の威力は互角だが、発動スピードは俺の方が上で、いくつかはリヒトの体に直撃している。しかし、すぐに再生するので無駄だった。




このまま魔法を使い続けても、魔力の減りからして俺の方が不利だ。この状態では勝つイメージが湧かない。別の方法で戦う、狙うは接近戦だ。




魔法を放ちながらも、体内の魔力を練って身体能力をさらに強化する。




攻撃が途切れた一瞬を狙って、矢のように飛び出しリヒトの目の前に立つ。



「！！！！」


体の横に浮遊しているリヒトの顔が、驚愕のあまり大きく目を見開いていた。俺の仕掛けに気づいたのだろう。



「どこから杖を出した！？」


技術があっても精神が未熟なままなので、隙が作りやすくて助かる。




右手に持ったソフィーの剣でリヒトの腕を切り飛ばし、腹にギフト能力で創造した杖を叩き込んだ。まともに受けてしまったリヒトは数メートルほど吹き飛ぶが、鎧が凹んだだけで致命傷には至っていない。




腕を再生しながら立ち上がろうとするので、接近して杖を振り下ろして何度も叩く。甲高い金属音が響き渡り鎧にいくつもの凹みができた。



「何度攻撃しても無駄だ！！」


離れた場所にいるリヒトの頭が不快な笑い声を上げているが、すぐに苦悶の表情を浮かべることになった。



「なんで、苦しい……」


もう一度リヒトに杖を叩きつけてから、動かなくなった体を持ち上げて頭の方に投げる。全身が黒く変色していた。



「お、お前……何をした……」

「これで呪っただけだ」


先端に小さい頭蓋骨が付いた禍々しい杖を見せた。




フィネが使っていた杖を、俺が武器を創造するギフトで創ったのだ。本物は俺が壊してしまったが、ギフト能力なら再現できるのだ。




ソフィーお手製の聖者の布で守っているのにもかかわらず、持ち主の俺まで呪おうとするほど強力な呪詛が込められている。無防備な体に何度も叩き込めば、呪いが全身に回ったとしても不思議ではない。現に直撃を受けたリヒトの鎧は、杖の呪いによって全て真っ黒に変色している。もう動かせない。




浮遊している頭も少しずつだが黒くなってきた。魔力的なつながりから移っているのだろう。恐ろしいほどの感染力だ。



「その杖は、なんなんだよ！？　何でお前が、そんな物騒なものを持っているんだ！！　個人が持てる物ではないぞ！！」


こういった強力な呪いを発するアイテムは教会が厳重に管理、封印している。この杖なんて最大級の封印を施すレベルだ。持っているだけで犯罪者扱いになるので、リヒトが言っていることもある意味では正しい。



「お前には言ってなかったが、ちょっとした能力があってな。一度見た武器なら何でも創れるんだよ」


リヒトの大剣を創造すると地面に突き刺した。




この動作だけで何をしたのかわかってくれたようだ。



「ギフト……ッ！！」

「あぁ、俺はそれを持っている」


変色が続く中、リヒトは俺のことを射殺すような目で見た。



「なんで、お前はいつも俺にないものを持っているんだよッ！！！！！　それも奪い取ってやるッ！！！！！」


目が真っ赤に染め上がり、エヴァと同じように血の涙を流す。



「それは無理だな。お前はもうすぐ呪われて、死ぬ」


体の再生と呪いの解除は別の能力が必要だ。




デュラハンとなったリヒトが逆転する手段は残されていない。



「なぜだ！　俺はアンデッドになったはずだ！　呪いで死ぬはずがないッ！」

「バカだな。デュラハンはアンデッドではないぞ？　当然、呪い耐性など持っていない」


首なしの姿からアンデッドと勘違いする人間もいるが、実際は違う。創造神に祝福されなかった悲しい妖精でしかない。




生命に強い恨みを持ち、害をなす妖精の正体がデュラハンだ。生者を襲う習性があるため、アンデッドと行動を共にすることもある。



「勉強不足だな。上位の冒険者なら誰でも知っていることだぞ」


というわけだ。訓練だけではなく魔物の知識さえ学ぼうとしなかった、その怠惰な姿勢がお前を殺すんだ。




聖者の布が黒ずんできた。限界が近いようなので創造した杖を消す。




既にリヒトの体は呪いによって崩れ去っている。後は頭だけだ。



「ラルスッ！！　お前の全てを奪ってやる！！」


俺に後頭部を見せると、リヒトはソフィーに向かって高速で移動した。




まさか、そっちを狙うとは思わなかった！！　ソフィーは魔法を維持するために動けない。俺のミスだ。早く止めなければ！！



「どこに行くつもり？」


氷のように冷たい声を発したのはローザだ。片手で掴むと、リヒトの頭を目の前に掲げる。丁度、お互いの目線が合う高さだ。




護衛に残しておいてよかった。自分の仕事をこなした彼女は賞賛に値する。



「ローザ、お前は無事だったのか！　今からあの女を殺す。手伝え！」


リヒトがソフィーを殺すと言った瞬間、ローザの眉がピクリと上がった。



「何で私がアナタの手伝いをしなきゃいけないの？」

「はぁ！？　俺の女なんだから当たり前だろ！」


ミシッと、リヒトの頭から異音が聞こえた。ローザの顔に血管が何本も浮かんでいる。




別れたはずの男から自分の女扱いされた。しかも、奴隷に落ちるきっかけを作った相手だ。切れて不思議ではない。感情に押し流されて、攻撃しなかったことを褒めてもいいぐらいだ。



「アンタが私を見捨てて、それで関係は終わったはずよ？」

「見捨ててなどいない！　再び自由を手に入れたら迎えに行くつもりだった！！」

「ウソね。その時は別の女に手をだす。その程度のこと、わからないとでも思った？」

「クッ……」


流石にローザは惑わされないか……と感心するのではなく、リヒトの浅はかな考えに驚いてしまった。まさか、言いくるめられるとでも思っていたのか？　さすがにその考えは無理があるだろう。




ローザは金と権力を持った男が好きだから、勇者だった時期であれば結果は変わったかもしれないが、全てを失ったリヒトになびくはずがない。可能性はゼロと言い切れる。



「ここまで来てくれてありがとう。エヴァに取られたって残念に思っていたけど、ようやく復讐できるわね」

「な、何を言ってるんだ！？」


手に力が入り、ミシミシとリヒトの頭蓋骨が悲鳴を上げる。このまま握りつぶすつもりなのだろう。ローザの気持ちを思えば、そのままトドメを刺させてもいいのだが……。



「これ以上はダメだ。リヒトがルール違反したとはいえ、一騎打ちは続いている」


ローザが剣呑な目をして俺を睨にらんできたので、ダンジョンマスターのフィネを指さす。




やっかいな審判がいたことを思い出してくれたようで、大きなため息を吐いてからリヒトの頭を俺に投げつけてきた。




左手で受け取ってから、地面に叩きつけて足で踏む。



「これを使え」


ソフィーからもらった聖水。その最後の一本を取り出すとローザに投げた。




素手でリヒトの頭を触ったせいで、ローザの手に呪いが移ってしまったのだ。



「準備がいいのね。ありがたく使わせてもらうわ」


聖水で手を洗っているのを確認してから、踏みつけている頭を見る。



「よう、女に振られた気分はどうだ？」

「ラルスゥゥゥウウウウ！！」

「嫌いな俺の名前を呼ぶとは、何かあったのか？　慰めて欲しいのか？」


自分が呪いに侵されて死にかけていることも忘れて、歯をガチガチと鳴らして噛みつこうとしてくる。いい具合に冷静さを失ってくれているようだ。さっきみたいに、別の相手に攻撃を仕掛けるようなことはしないだろう。




無駄にあがいて俺を恨め。




残り僅かな時間を無意味に消費するがいい。



「死ね！　死ね！　呪い殺してやるッ！」

「お前ごときじゃムリだ」


強烈な恨みを持ったまま死ぬと、ゴーストといったアンデッドになる場合もある。




リヒトの呪い殺してやるという言葉が実現する可能性は残っているが、対アンデッド装備が充実しているので、この場で即復活しても問題はない。デュラハンより戦いやすいぐらいだ。



「クソッ、こんなはずじゃ……なか……っ……」


頭全体に呪いが周り真っ黒になった。どんどん声も小さくなっている。この表現があっているかわからないが、もうすぐ二度目の生が終わるだろう。



「俺はもっと…………うえ……に……」


最後に何かを言っていたが俺には聞き取れなかった。




ボロボロと頭が崩れていき、風に飛ばされて跡形もなく消え去ってしまう。誰にも謝ることなく死にやがって。最後まで自己中心的な男だったな。



「あぁ！！　この対戦カードを目の前で見れて感動したッ！！　もう最ッ高！！」


ボロボロのローブを着た骸骨が、自身を抱きしめてクネクネと体を動かしている。そんな姿をずっと眺めていたら正気を失ってしまいそうだった。正直、気持ちが悪い。



「私が愛用していた武器をラルスも使ってくれたのが嬉しい！！　絶頂しそうッ！！　大好き！！」


興奮が最高潮に達したのか、両手を挙げて感動しているフィネから強烈な禍々しい魔力が発せられた。




ソフィーの『サンクチュアリ』が大きく歪む。感情を爆発させただけでここまで強い魔力を拡散するとは。初めて出会ったときより強くなっている気がする。もしかして成長しているのかもしれない。あの時にトドメを刺せなかったことが悔やまれるな。



「ラルスもずっと私のことを想っていてくれた。もうこれは、相思相愛と言ってもいいはずッ！！」


自分だけの世界に入り込んだフィネが、訳のわからないことを叫んでいる。全身を襲う悪寒が止まらない。今まで感じたことのない恐怖心が湧きあがった。




魔法に集中しているはずのソフィーが俺を見たので、首を横に振って否定する。せっかく一歩進んだのに、勘違いで今の関係を壊されたら困るんだよ！！　だいたい、骸骨に恋愛感情なんて抱くか！！



「一本残らず骨を粉砕してやる。さっさと戦おうじゃないか」


フィネを挑発する。




リヒトなら簡単に乗ってくれてくれたが——。



「ふむ。ドラゴンの牙で創ったゴーレムは全滅か。教会のウジ虫どもにもマシなのがいるようだな。シェムハザの方は……まだテッブスと戦っているか。男あさりに時間をかけすぎだ。旦那候補として気に入ったのはわかるが、遊びが多すぎる。しばらくはエヴァと一緒に後方待機させよう」


なんとなくそうなるとは思っていたが、無視されてしまった。




急に冷静になったし、人間の常識では判断できない領域にいる相手はやりにくい。言葉で振り向かせることが出来ないなら、暴力に訴えるしかないだろう。ローザに一発でかい魔法を放ってもらうか。今なら周囲の被害を気にしないで使える。倒せないとは思うが、多少のダメージは与えられるはずだ。




声をかけるためにローザを見ると顔が青ざめていた。




上空から尋常ではない魔力のうねりを感じる。発生源はフィネだ。



「そろそろ本気で遊ぼうか！」


空には巨大な魔方陣が浮かんでいた。陣地をすっぽりと覆うほどのサイズだ。




異変はそれだけではない。禍々しい魔力が収まったかと思うと、骸骨だったフィネが褐色の肌に銀髪という少女の姿に変わっていたのだ。髪は足下に届きそうなほど長い。頭には骸骨のアクセサリーがあり、そこの部分だけダンジョンマスターの名残があった。
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これが本来の姿なの……か？



「私のラルスには、もっと輝いて欲しい！　最適な舞台を用意した！　一緒に行こうではないか！！」

　フィネの長い髪が、魔力の放出に反応してふわりと浮かび上がる。


騎士や人夫たちが逃げだそうとするが、陣地をぐるりと囲む透明な壁に阻まれてしまう。「助けてくれ！」といった悲鳴が聞こえた。




エレノアは傷ついた教会騎士の治療を中断して、アルマとともに聖魔法で攻撃をしかけるが、フィネが張った黒い膜によって消されてしまう。




ローザは強大な魔力にあてられてしまい、腰を抜かして地面にペタリと座り込んでいた。ソフィーは『サンクチュアリ』の魔法を中断して空を見ている。




これから大きな魔法が発動されるが、誰も邪魔をすることは出来なかった。地面にも空中に描かれた同じ魔方陣が出現して周囲が赤黒い光に包まれる。




——集団転移魔法。




遺失したはずの極大魔法。それを難なく使っているように見えるフィネに、今まで感じたことのない脅威を覚える。




もう出来ることはない。俺はソフィーの手をそっと握って、その時が来るのを待つことにする。





ラルスを殺せ！





赤黒い光が収まると周囲は一変していた。




墓地から広い部屋に移動したようだ。四方には観客席のような場所があり、闘技場のような見た目をしている。出入り口となるドアは見当たらない。逃げ道は隠されているのか。




捕獲隊のメンバーは全員巻き込まれたようで、傷ついて動けない教会騎士や人夫すらいる。ただ、テッブスと戦っていたシェムハザの姿はなかった。隠れているのか、それともフィネがどこかに移動させたのだろう。




ソフィーの『サンクチュアリ』の効果は切れているが、誰一人発狂死していない。フィネが骸骨から肉体を得たタイミングで魔力の質が変わったみたいだ。



「私を満足させることができれば出してやろう！」


地面に降り立ったフィネが両手を挙げて宣言した。




誰一人反応していない。状況の変化に追いつけていないのだ。



「ふむ。誰も動かないと。つまらんな。では、遊びの準備でもするか」


フィネの姿が消えた。




短距離用の転移魔法か！？




ソフィーの近くに高濃度な魔力が発生する。



「後ろだ！」


地面をえぐるほど踏み込むと、ソフィーに近づき、守るように立つ。




禍々まがまがしい黒いナイフを振りかざしたフィネが現れて、ソフィーの背中を刺そうとしてきたので、剣で弾くと腹に蹴りを入れて吹き飛ばす。また転移魔法を使ったようで姿が消えた。




次はバイエン公爵家の騎士の前に現れると、黒いナイフを足に突き刺す。



「ぎゃあああ！！」


たったの一刺し。それも急所を外しているのにもかかわらず、騎士の肌は一瞬にして黒くなり、首をかきむしるようにして倒れた。口から泡を吹いて、苦悶の表情を浮かべて死んでしまう。




転移による奇襲と即死のナイフ。この状況はマズイ。放置していると一人ずつ消されてしまうぞ！



「お互いの背後を守りながら、俺の所に来るんだ！」


テッブスが大声で命令を出した。




俺とソフィー、ローザは死角をカバーしながら、命令に従って移動する。アルマたちも同様だ。フィネはそんな努力をあざ笑うかのように、転移しては次々と騎士や人夫、教会騎士を刺していく。全員が集まった頃には、十名にも及ぶ死者が出ていた。しかもその死体からは、不快な魔力が発生している。ずっと見ていると恐怖に塗り潰されそうな、そんな感覚だ。



「転移を阻害する方法はあるか！？」

「我々では出来ませんッ！」


テッブスの質問にレーメウスが悲鳴を上げるようにして返事をした。




騎士だけじゃ無理だろう。俺だって不可能だ。




では、魔法使いであるローザならどうだ？



「今やってる。もう少しだから全力で私を守るのよ」


さすが本職。言う前に対応しているとは心強い。




ソフィーに目配せすると、二人でローザを守るように囲う。さらに話を聞いていた他の騎士たちもローザを守るべく集まってきた。




フィネに何か企んでいますと伝えているようなものだが、当の本人は気にしていないようで、ニヤニヤと笑いながら様子をうかがっているだけだ。



『マジックキャンセル』


普通は個人を指定して発動する魔法が、この部屋全体の空間に作用した。



「しばらくの間、直接接触以外の魔法は使えないわ！　肉弾戦でやっつけなさい！」


魔法を使おうとすると上手く形にならない。圧迫感のようなものを感じる。ローザの言っていることは間違いなさそうだ。



「総攻撃！！　ダンジョンマスターを討伐せよッ！！」


ここがチャンスとばかりにテッブスが号令を発すると、騎士がフィネに殺到し、教会騎士も続く。アルマはエレノアの隣に立って守りに入っていた。その判断は正しい。俺も同様にフィネには向かわず、ソフィーとローザを守る。




フィネに殺到する十数人のバイエン公爵家の騎士や教会騎士たちは、全員が魔力持ちで身体能力を強化している。魔法が使えない状態で彼らと戦うのは苦労するはずなのだが、フィネは落ち着いていた。



「面倒だな」


無表情のままフィネが指を動かす。




地面から魔方陣が出現すると灰色の鱗をもつ翼竜——ワイバーンが五匹も出現した。肉体は腐っていて鱗の多くが剥がれ落ちている。全身から血が流れ落ちていて、地面に付着すると白い煙を上げた。ワイバーンをアンデッド化させたのか。



「なぜ、魔法を……」

　教会騎士の誰かが呟いた。


ローザが空間に使った『マジックキャンセル』で、魔法が発動しない空間になっているはずだ。現に俺たちは魔法が使えない。そういった状況にもかかわらず、フィネは魔物を召喚していた。あり得ない出来事を前に、驚いて動きが止まってしまう。



「何を驚く必要がある？　ダンジョンの機能は魔法ではないぞ」


フィネは戸惑う俺たちを嘲笑あざわらう。




さっきまで魔物を召喚、創り出していたのはダンジョンの機能で、魔法ではないのかッ！




計算違いをしてしまった。魔法を封じれば互角の戦いが出来ると思っていたが、まだ戦力に大きな差があったのだ。




戸惑っている俺たちを見て気分をよくしたのか、フィネは嗤いながらアンデッドワイバーンを追加で十匹召喚した。



「ムリだ……」


遠くから眺めていた人夫の一人が呟く。




両手をだらりと下げた。



「グルァアア！！」


アンデッドワイバーンが一斉に鳴くと、人夫たちは正気を失ってしまう。悲鳴を上げながらアルマやテッブスにすがりつく。



「うぁあああ！！　死にたくないッ！！」

「創造神様、助けてください！！」

「家に帰してくれッ！！」


混沌とした状況を楽しんでいるフィネは、眺めているだけで手を出そうとはしないので、この隙に立て直すしかない。



「落ち着け！　ワイバーンごときすぐに倒してみせる！」


テッブスが走り、跳躍すると、アンデッドワイバーンの頭を切り落とした。




返り血が鎧に付着して白い煙を上げているが、テッブスは気にすることなく人夫たちを見る。



「どうだ！　我々の敵ではない！」


圧倒的な強さを見せたテッブスのおかげで、人夫たちが落ち着きを取り戻す、そう思っていたのだが。



「これならどうだ？」


赤い肌に二本の角をもち、背中にコウモリの羽と鋭利な尻尾がある下級悪魔——レッサーデーモンが百匹出現した。




一匹ごとの戦力はともかく、数が多い。人夫まで守る余裕はなさそうだ。



「足りないなら、もっと魔物を召喚してもいいんだぞ？」


そう言いながらフィネは大量のスケルトンナイトを召喚する。圧倒的な数の差に、人夫だけではなく騎士たちも心が折れた。




跪きフィネに許しを請い、命乞いをする。




テッブスが戦えと命令するが誰も言うことを聞かない。




戦意を維持しているのはアルマとエレノア、テッブス他数名ぐらいだ。真正面から戦える状況ではない。教会騎士ですら恐怖に囚われて立ちすくんでいるのだ……いや待てよ。あの教会騎士がアンデッドを前にして恐怖するなんて、あり得ない！　絶対に何か原因があるはずだ。




周囲を見渡し、フィネがやってきたことを思い出す。ここに転移させてからフィネは即死のナイフで騎士や人夫を刺し……。



「そうか、死体が発する魔力を利用しているのか」


ナイフで刺し殺した死体から、不快な魔力が発生していた。魔法という形になっていないので『マジックキャンセル』の効果は及んでいないのだろう。




人の感情を狂わせている魔力。気づけたはずなのに、フィネの警戒を優先して見逃してしまった。




俺が思っていた以上に狡猾な戦い方をする。頭のおかしい女という評価を改めなければならない。



「絶望し、人の醜さを私に見せろ！」


少女に見えるフィネが嗤いながら、俺たちを見下していた。




人間が混乱している姿を見て恍惚としているフィネが叫ぶ。



「心地よい、心地よいぞ！　ダンジョンから逃げたいか？　それとも私を捕まえたいか？　たった一つの条件を満たせば、お前たちの願いを叶えてやろう……ッ！」


まだ物足りないのか、さらに人の心を弄んでいく。




許しを請うていた人々の声が止まった。




誰もがフィネの言葉を待ち、敵対している人々が集まっているのに闘技場は静寂に包まれている。



「ラルスを殺せ！　それが条件だッ！！！！」


その言葉を聞いた瞬間、全員が一斉に俺を見た。




表面上は仲間だったはずのダンジョンマスター捕獲隊の視線が、敵意が、殺意が、俺を貫く。



「ほ、本当に、あの男を殺したら助けてくれるのか！？」

「さぁ？　私は信じてもらえなくても困らんぞ」


人夫の一人がフィネに質問したが、まっとうな答えは返ってこなかった。




だが、どのような答えが返ってきても無力な彼らが選べる道は少ない。正体不明のフィネと戦うより、俺と戦った方が生き残れる確率は高いと判断するだろう。



「魔物の言葉に惑わされるな！」

「裏切るのであれば、お前たちは神敵だ！！　先に我々が斬り殺すぞ！！」


テッブスやアルマが叫びながら警告した。




公爵家の騎士、教会騎士は思い止まるが、人夫はどちらにつくのか悩んでいる。それが気に入らないのか、テッブスは近くにいた人夫を斬りつけた。




この状況を楽しんでいるフィネが、さらなる恐怖と混沌を追加する。



「ラルスさえ殺すのであれば、私が守ってやろう。そこの人間と私、どちらが強いか、お前たちでもわかるだろう？」


新たに数十のデュラハンと大型の悪魔を召喚したフィネは、この場にいる魔物全てをアルマやテッブス、騎士たちにけしかける。激しい戦いが始まった。




数の暴力には勝てず、騎士が一人、また一人と倒れていく。エレノアが負傷者に直接触って回復させているが、間に合っていない。人夫が俺を攻撃したとしても、止める余裕はないだろう。



「や、やるしかねぇ」


ジャリと、誰かが足を動かす音が聞こえた。




魔物に襲われていない人夫は覚悟を決めたような目で俺を見ていた。



「ソフィー、俺から離れろ」

「ダメです！！　私も手伝います！」


駄々をこねるソフィーを無視してローザを見る。




小さくうなずいた。



「ラルスを信じましょ。戦いの邪魔になるから離れるのよ」


ローザがソフィーの腕を引っ張る。



「ダメです！　それでも近くにいます！」


涙を流しながらソフィーは必死に抵抗をする。




人夫ではなく、その後ろにいるフィネとの戦いを心配しているのだろう。



「死体から発生している不吉な魔力を浄化してくれないか？」

「……すぐに戻ってきますから」


俺の意志が固いと察したのか、ソフィーはローザと一緒にナイフで刺し殺された死体に向かって行った。これで、状況はよくなるだろう。




剣を鞘に収めると、二メートルちょっとの頑丈な棒を創造する。




思っていたとおり『マジックキャンセル』の効果が発揮されている空間でも、ギフト能力は使えた。命まで奪うつもりはないが、骨の一本や二本、折れることは覚悟してもらおう。




襲ってくる人夫を棒で叩き、骨を折って行動不能にさせていく。しばらくすると騎士も混じってくるようになったが、それでも変わらない。腕や足の骨を折って倒していった。



「やめろ！　俺の命令を聞け！！」


テッブスが近くにいる騎士を捕まえて動きを止めた。




邪魔をされて怒りを露わにした騎士は、テッブスに掴みかかる。



「今すぐダンジョンマスターを殺せるのであれば従ってやる！！」

「ッ！？」


反論に答えられなかった。固まっているテッブスの手を振りほどいて俺に向かってきたので、棒を横に振って腹に当てると吹き飛ばした。数人を巻き添えにして地面に倒れる。



「つまらんぞ！　殺し合いをするんだ！！」


腕を組んだフィネが煽ってくるが無視する。まだソフィーが使った『ホーリーブレス』の効果は続いているので、魔力のない人夫はもちろんのこと、騎士ですら何人集まっても敵ではない。




フィネにだけ注意すれば生き残れる。戦いながら、そんなことを考える余裕すらあった。







しばらく襲ってくる人夫や騎士を棒で殴り倒していると、急に相手がいなくなった。周囲を見ると、俺を襲うのを止めて数メートル離れて様子を見るようになっている。




圧倒的な実力差を理解してくれたのだろう。戦意を失ってしまった。彼らはどこにも逃げられない。引くも進むもできない状態に陥ったのだ。




近くにいた魔物を倒し終えたテッブスが、俺の近くに来た。フィネに召喚された魔物は追いかけることなく、残っているアルマたちを襲っている。テッブスを見逃したのではなく、俺に近づかないような命令を受けているのだろう。



「私の命令を無視したお前たちは、本来なら即座に処刑している。だが、ダンジョンマスターと戦うのであれば特別に許そう！！」


動揺しているのが伝わってきたが、魔物が召喚できるフィネが健在ということもあって、すぐに賛同するといった状況にはならなかった。




どっち側につけば生き残れるか、そんなことを悩んでいるのだろう。



「何を迷っている！　魔物が人間との約束を守ると思っているのか！？」


同じ言葉を使うから勘違いしてしまいそうになるが、魔物は人間を騙して食らう存在だ。約束を守る保証なんてない。むしろ裏切るために約束をするパターンの方が多いのだ。そういったことを思い出したのか、周囲から敵意が薄れたように感じる。




俺を取り囲んでいる人たちは、テッブスの意見に傾きかけているように見えた。



「直接触ればヒールは使えるのよ！　ケガをしたら必ず私が癒やしますわ！」


教会騎士に守られながらエレノアが声を上げた。さらにアルマが『エンジェルリンク』を使って神々しい姿に変わる。




あれも魔法ではなくギフトやダンジョンの機能のように別系統の能力なのかもしれない。




魔物を紙くずのように吹き飛ばすアルマの姿を見て勇気づけられたようで、一度は戦闘から逃げ出した騎士たちが戦意を取り戻す。大声を上げながら魔物の群れに突撃していった。




この場に残っているのは、痛みにもだえているヤツと襲ってこなかった数人の人夫。あとはテッブスぐらいだ。



「ダンジョンマスターはどう動くと思う？」


テッブスが俺を見る。




聞かれても困るな。アンデッドなんて誰もがイカれてるんだ。常人が理解できるはずがない。首を横に振って否定する。



「もっと苦しむラルスが見たかったのに……つまらない。あの男が悪いッ！！」


ほら、また意味がわからないことを言っていた。




頭をかきむしっているフィネだったが、しばらくすると貫くような目でテッブスを見ている。




マズイ！　ここでテッブスが殺されでもしたら、また指揮が崩壊してしまう！




危険を察した俺が動き出すのと同時にフィネが叫んだ。



「グチャグチャにしてやるッ！！」


何もない空間から槍を取り出すとテッブスに向かって高速で突進する。俺は間に入ると、柄を叩いて軌道をそらす。通り過ぎていったフィネが反転してこちらを見た。



「ラルス！！　邪魔しないで！！」


浮気相手を殺すような雰囲気で言わないで欲しい。



「ここは任せてください。ソフィーの護衛をお願いします」


テッブスは素直に従ってくれた。俺から離れてくれる。




本当は助けたくはないのだが、この戦いを切り抜けるには必要な存在なので、見捨てるわけにはいかなかった。



「俺が相手をしよう。不満か？」

「そんなことない！！　誘ってくれて嬉しい！！　一緒に楽しもうッ！！」


さっきまで怒り狂っていたとは思えないほどの笑みを向けてくれる。




やはり、アンデッドの思考はよくわからない。愛情と憎しみと執着、そんなものが混ざり合い、なんとか会話が成立する人格が作られているのだろう。




人夫を殴り飛ばしていた棒を消し、鞘からソフィーの剣を抜くと、フィネに連続で斬りかかる。長い槍を器用に動かして防いでくるが、小回りがきく俺の方が圧倒的に有利だ。ローブごと肉を切り裂く。赤い血が流れるが、すぐにふさがって回復してしまう。予想できていたことなので、驚くこともなく攻撃の手は止めずに斬り続ける。



「あはは！　楽しい！　最初からこうしていれば良かったッ！！」


押されているのにもかかわらず、フィネは頬を赤くし、息を荒げながらも笑っていた。肉体を得たことで禍々しい魔力が抑えられたとはいえ、接近しているとチリチリと肌を焼くような感覚が残る。アルマたちの状況も気になるので、全力を出してさっさと倒そう。




左手に聖剣を創造する。右手にはソフィーの剣がある。二刀になったことで攻撃のスピードが上がった。フィネの傷が増えていく。聖剣に当たる度に、フィネの使っている槍にヒビが入り、何回目かは数えてはいないが、聖剣が当たるとキンと高い音が鳴って槍の柄が切断された。



「まだまだ足りない！！　もっと私を見てくれッ！！」


折れて二本に分かれた槍を両手で持つと、棍棒のような使い方で攻撃をしてきた。




接近戦向けの長さになったので、押し返されつつある。圧倒的な回復力を武器にしたダメージを恐れない捨て身の攻撃は、多少の技術差を覆してしまうほどの勢いがあるのだ。




とはいえ、俺だって負けてはいない。大ぶりな攻撃に慣れると反撃に出る。




振り下ろした後の硬直した僅な瞬間を狙って、聖剣でフィネの左腕を切り飛ばす。さらにソフィーの剣で左胸を貫いた。パキッと魔石が割れるような音が聞こえる。



「クッ……」


魔物の心臓、動力源とも言える魔石を砕かれて動けるはずがない。




フィネの手から武器が落ちた。



「遊びもここまで……か……あぁ……もっと……」


ヒザから崩れ落ちて仰向けに倒れる。




確実にトドメを刺した感覚はあったが警戒は解かない。




油断せずフィネを見下ろす。



「移動用の体にしては…………楽しめた。今度は本体で……すぐに再会しよう……」


体は腐食するようにグズグズと崩れて消えてしまった。ダンジョンの全てを手に入れた感覚はない。消える間際に放った言葉通り、傀儡くぐつみたいな体だったのだろう。




ボスが何の保険もなく出てくるとは思えないので、不思議と納得してしまった。




フィネとの戦いが終わったので、もう一つの戦場を見る。アルマたちはまだ戦っている。もう一度『ホーリーブレス』をかけてもらってから助けに行こう。そう思ってソフィーの方を見た瞬間、思考が真っ白になった。





フレデリコがソフィーを羽交い締めにしていたのだ。しかも喉元にナイフを突きつけられている。近くにいたはずのローザを探す。すぐに見つかる。人夫の男に押さえつけられていた。人質を取られて抵抗できなかったようだ。





「武器を手放せ！　一歩でも動いたら、この女を殺すッ！！」


湧き上がってくる怒りを抑えて、フレデリコの指示に従って剣を投げ捨てる。聖剣も消した。




視線をテッブスに向ける。




護衛のくせに何をしていた？　人夫に後れを取るようなヤツだったのかッ！！



「お前は何者だ？」


フレデリコに剣を向けたままテッブスが質問をした。



「全てはスヴェン様、そしてバイエン公爵家のためです」

「やはり、お前は父様の配下か……」


フレデリコがバイエン家の関係者……！？




クソッ！！　間者が平民に偽装してヤンに潜り込んでいたのか！




するとこの状況は人夫の暴走ではなく、バイエン公爵家が仕組んだことになる。狙いは俺か？　それともソフィーか？　その両方かもしれない。人知れずまとめて殺せるチャンスだからな。今まで俺が何回もしてきたことだから、その有用性はよくわかるぞ。




正体を知った後もテッブスは動かなかった。フレデリコと会話を続けるようだ。



「父様……いや当主は、なぜそのようなことを望まれる？」


まだ魔法は使えない。ローザの『マジックキャンセル』の効果は続いている。もう少しで効果は切れると思うが、まだその時ではないようだ。



「この二人さえ消えてしまえば、ゼルマは次の工作に耐えられない。そういったお考えのようです」

「ダンジョンマスターの捕獲・討伐より優先されると？」

「その通りです。作戦の成否は問題ありません」

「成否がどうでもいいだと……！？」


ペラペラとテッブスすら知らなかった内情を話しているということは、俺をここで確実に殺す自信があるのだろう。ソフィーがかけてくれた『ホーリーブレス』の効果は切れてしまい、魔法も封じられている今、黒騎士を圧倒したテッブスとの戦いは厳しいものになる。フレデリコの説得が成功する前に行動するべきか……？



「なぜ任務の成功を目指さないッ！！　ダンジョンマスターの討伐は成功。その成果を持って帰れば陛下から恩賞がもらえるはずだ！　下民のような薄汚い殺しをする必要はない！！」


策略や謀略が日常の貴族には似つかわしくない言葉だった。




暗殺なんて何度もやってきただろうに、そこまで拒否反応が出るとは。人間としては美点かもしれないが、この手の潔癖さは公爵家の嫡男としては欠点になる。



「おっしゃるとおりですね。それにテッブス様が参戦されたので当初の予定が狂ってしまいました。ラルスとソフィーを殺害してから討伐の成功も目指しましょう」

「その相手が移動体とはいえ、ダンジョンマスターを倒した功労者だとしてもか？」

「何を言っているんですか？　ダンジョンマスターを倒したのはテッブス様です」

「教会は権能保有者の暗殺は避けて欲しいと言っていたが？」

「ダンジョン内に絶対はありません。不幸な事故でした」


戦闘に集中していて、アルマやエレノアは今の状況に気づいていない。今すぐにでも俺とソフィーを殺せば、フレデリコが考えた筋書きも成立する。そうすれば真実は闇の中に……か。汚い貴族どもが考えそうなことだ。



「当主はそれを望まれていると？」

「はい」


瞑想するように目を閉じたテッブスは剣を持ったまま動かなかった。フレデリコたちはその姿をじっと見ているだけ。




戦闘音やエレノアが負傷者に指示を出している声が聞こえる。




誰も俺を見ていない。




気づかれずに行動するには丁度良かった。




手のひらを隠しながら小さいナイフを創造する。暗器に使われるシンプルなもので、オリハルコンで作られた逸品だ。鉄ぐらいなら容易に貫くほどの貫通力を持っている。それを二本、左右に出現させたのだ。




あとは隙を作って攻撃をするだけだが……ッ！？



「邪魔になるなら死を選びます」


ソフィーが首を動かすと、喉元に突きつけられたナイフが深く刺さる。血が噴き出した。目から光が失われていく。




動揺したフレデリコとローザを押さえているもう一人の人夫にナイフを投擲すると、額に刺さり倒れた。



「ソフィーーーーッ！！」


力が抜けていく体を支えると、止血するために傷を押さえる。だが、止まることはない。手の隙間から血が流れ落ちてしまう。喉がやられているのでヒールの魔法は使えない。顔を上げてローザを見る。



「ポーションはあるか！？」

「もちろんよ！」


人夫の拘束から抜け出したローザが、ポーチから回復ポーションを取り出して傷口にかける。すぐにナイフで切られた傷はふさがるが、血が流れすぎてしまったので顔色は悪いままだ。



「なんでこんなことを！？」


抱きしめながら問い詰めずにはいられなかった。



「足手まといになりたくなかったんです。それにこうしたら……忘れられず、ラルスさんの心の中にずっと残るかなって」


そんなことのために……。




ソフィーを忘れることなんてないのに！！



「大丈夫だ。どんなことがあっても絶対に忘れないから」


一度、強く抱きしめてからソフィーをローザに渡す。




両手にソフィーの剣を創造するとテッブスの前に立つ。



「俺を殺すか？」


そんなことを言ったテッブスは、剣をぶら下げたままだ。相手がその気なら貴族だったとしても即殺すつもりだったが、無抵抗であれば別だ。話ぐらいは聞いてやろう。



「俺は戦うのが好きだ。ギリギリの戦いをしているときだけ、生きていると実感できるんだよ。シェムハザだったか？　あの黒い天使と戦った時なんて最高だった。あの時間が長く続けば良いと思ったな」


コイツは、たまに見かける戦闘狂という病に冒されているみたいだった。命を賭けなければ興奮できない、そんな変態的なヤツらだ。テッブスは、まだ理性の方が上回っているように見えるので、なりかけというやつだろう。



「だから戦いたいと言うつもりか？」

「そこまでバカじゃない。今は人間同士が争う状況じゃないことぐらいわかるだろ」

「だが、お前の部下はわかっていなかった」

「そうだな。だから頭でっかちなヤツは嫌いなんだよ。自分の利益だけ追っていると敵が増え続け、そのうち滅ぼされてしまう。俺の家みたいにな」


隠しきれない自虐的な笑みがにじみ出ていた。




公爵家となれば武力よりも策略で戦うことが多いだろう。戦闘狂に片足を突っ込みつつあるテッブスとは考えが合わなかったはずだ。バイエン公爵家に反抗心を持っていても不思議ではないし、恐らく周囲も察していた可能性は高い。そうでなければ、フレデリコたちはテッブスと連携して動いていたはずだ。そして俺とソフィーは死んで、フレデリコが生き残っていただろう。



「お前と戦う理由はない。むしろ共闘してこの場を切り抜けたいと思っている」


ソフィーが襲われた怒りは残っているが、確かに感情を抑えるべき場面ではある。そこは同意しよう。だが、先ほどの言葉をそのまま受け入れるわけにはいかない。



「信じると思うか？」


この反応は予想通りだったようで、薄く笑いながらすぐに返事をする。



「思わない。だから俺は一人でも戦いに行く」


俺に背を向けるとテッブスは、アルマや騎士たちが戦っている戦場に向かって歩き出してしまった。



「どうするの？　もうすぐ『マジックキャンセル』の効果が切れるから、私たちのことは気にしなくていいわよ。ソフィーぐらい守れるわ」

　テッブスは信じ切れないが、魔物を倒さなければ生きて帰れない。理由はともかく、やることは同じだ。一度だけ息を大きく吸って吐く。よし、少し落ち着いた。


テッブスの後を追うために、ローザの言葉に甘えるとしよう。



「行くよ。一人でも多く生き残ってダンジョンから出るんだ」

「期待しているわよ」

「おう。任せておけ」


血を流しすぎて青白い顔になったまま横になっているソフィーを任せると、地面に投げ捨てていた剣を拾った。エレノアを探すため、魔物が暴れている場所へ走り出す。







レッサーデーモン三匹に囲まれ、死にそうな教会騎士が目に入る。見捨てるわけにはいかず、助けると決める。




背後からレッサーデーモンを斬り捨て、残りの二体も創造した聖剣とソフィーの剣で首を斬って頭を落とす。奇襲だったので楽に倒せた。



「大丈夫か？」

「は……い……」


教会騎士の金属鎧は半壊していて、全身から血が流れている。どう見ても大丈夫じゃない。失血死する危険すらある状態だった。



「無理をするな。エレノア様のところに行こう」


肩を貸して立たせると歩き出す。




エレノアの居場所だが、負傷者とそれを守る教会騎士たちが集まっているので、すぐにわかった。




ローザが使っていた『マジックキャンセル』の効果が切れて、魔法を使える感覚が戻る。




上空から近づいてきたアンデッドワイバーンに『ファイヤーボール』を三発放って撃ち落とす。地面に衝突すると、下にいたレッサーデーモンを押し潰した。俺の動きに気づいたレッサーデーモンが接近してくるが、魔法で迎撃して近づかせない。しばらく歩いていると、エレノアを守っていた教会騎士や公爵家の騎士たちが走り寄って、周囲の魔物を倒してくれた。



「ケガ人だ」


安全を確保された場所を歩いてエレノアの近くに死にかけの教会騎士を置く。何も言わず『ヒール』の魔法を使い、ケガが完全にふさがると彼女は俺の前に立った。



「ラルスさんが無事ということは、ダンジョンマスターは倒せたんですの？」


少しやつれた顔をしているが元気そうではあった。視線は俺の顔ではなく、創造した聖剣に釘付けだ。聖女とセットで扱われることが多い剣だから気になって仕方がないのだろう。



「一応は、ですね。本体ではなかったようなので、また来るかと」

「そういうことでしたの。だからまだ魔物は消滅せずに暴れているんですのね」


少し考え込んだエレノアが再び口を開いた。



「聖剣の使い方はご存じで？」

「もちろんです」


そのためにここに来た。




本当はソフィーに頼んだ方がよいのだろうが、あんな状態では言えるはずがない。



「お願いしてもよろしいですか？」

「もちろんですわ。少し、失礼しますわね」


エレノアが近づくと刀身に触る。聖魔法の力を注ぎ込まれていき、聖剣が淡く光る。本来の能力を発揮できるようになったのだ。



「それと、あなたにも」


俺の手にエレノアの小さな手が触れた。




人の温かみが、じんわりと広がっていく。



『ホーリーブレス』


ローザが使っていた『マジックキャンセル』の効果は切れているので、触れずに使えるはずなのだが……。ソフィーが使ったときより効果は僅かに落ちているように思うが、身体能力が強化されたのを感じる。



「これで魔物を一掃できるかしら？」

「もちろんです。聖女エレノア様。すぐにでも倒して見せましょう」


聖女として相応の扱いをしたら嬉しそうな顔をして喜んでくれた。




意外に、悪い娘ではないのか？




よそう。今はそんなことを考えている暇はない。ソフィーの剣を地面に突き刺し、両手で聖剣を持つと高く掲げる。聖剣にはいくつか機能があり、その内の一つが『ターンアンデッド』だったが、他の聖魔法だって使えるのだ。



『聖なる光よ、神敵を討ち滅ぼせ、ホーリーランス』


上空に無数の『ホーリーランス』が出現すると、フィネが召喚した魔物を貫いていく。



　俺ではなく聖女の魔力を刀身に注いだこともあって『ホーリーランス』の効力はかなり増幅されている。白い槍が一本当たっただけで、アンデッドワイバーンは地に落ちた。デュラハンの鎧に無数の穴が空く。避けようとする魔物は追跡して串刺しにする。レッサーデーモンの一部は『魔法障壁』を使ったが、『ホーリーランス』を防ぐことは出来ない。『魔法障壁』ごと体を貫く。


しばらくして『ホーリーランス』の効果が終わると、一匹を除いた全ての魔物は消滅していた。




最後に残ったのはテッブスとアルマが戦っている大型の悪魔だ。




身長は三メートル近くある。下半身と頭は山羊の姿をしており、上半身だけが男の体をしていた。あの二人と対等の戦いを繰り広げているというのだから驚きだ。



「この前戦ったカーリンと同レベルだと思ったほうがよさそうだな」


思い出したのは、冒険者の体を乗っ取り俺と戦ったカーリンという上位悪魔だ。驚異の再生力を持っていたが、山羊頭の悪魔も同様のようで、アルマやテッブスの攻撃は当たっているのだが、再生力の方が上回っていて決め手にならない。カーリンを退けたときのように強力な一撃を与えて倒すしかないのだが、ローザはソフィーの側にいるので頼れない。やるとしたら俺だな。



「エレノア様、もう一度だけ聖魔法の力を込めてもらえないでしょうか？」

「あの悪魔を倒すのですわね？」

「はい」

「よろしくってよ。わたくしの勇者様」


嬉しそうに微笑むエレノアが刀身に触ろうとした瞬間、ソフィーの声が聞こえた。



「ラルスさんは教会の勇者ではありません。その考えは間違っています」


ローザに支えてもらいながら、こちらに向かってきていた。



「動いて大丈夫なのか！？」


慌てて駆け寄る。青白い顔をしているが意識は、はっきりしているようで、両目はしっかりと俺をとらえていた。



「大丈夫です。それより、聖剣を貸してください。私がやります」


ソフィーが手を前に出すと、エレノアが後ろから話しかけてきた。



「それは聖女の役目でしょう？　あなたではなく、わたくしが適任なのではないのかしら？」

「回復魔法を使ってお疲れでしょうから、エレノアさんは休んでいてください」

「死にそうな顔をしているあなたに言われたくありませんわ」


また聖女と元聖女の睨み合いが始まった。




アルマとテッブスが悪魔に負けるまで続いてしまいそうな気配がする。それは流石に可愛そうなので俺が間に入ることにした。



「今はケンカをしていい状況ではないので、早く助けに行かせてもらえないでしょうか」


俺の言葉で我に返った二人は、気まずそうな顔をしながらお互いに目をそらした。



「ごめんなさい」

「そうでしたわね」


顔を見ずに行う形だけの謝罪をした直後に、二人の手が刀身に伸びると聖魔法の力が注がれていく。お互いに相手を出し抜こうと行動した結果、同時に聖魔法の魔力を刀身に注ぐことになったようだ。




先ほど『ホーリーランス』を使って失われた光が急速に戻る。いや、それ以上に輝き力を蓄えているように感じる。この二人の力が込められた聖剣の力は計り知れない。



「壊すぐらいの力を入れたのに」

「意外に入るものですわね」


ソフィーとエレノアの順番で言った。もしかして自分の方がより多く注いでやるといった競争でもしていたのか？　……深く考えるのはよそう。強力な力が手に入ったと喜べば良いのだ。



「ソフィーとエレノア様の力を頂いたんです。さっさと倒してきますね」


二人の手が刀身から離れると、俺は下半身を強化してから膝を曲げて跳ぶ。純白の羽を使って空を飛んでいるアルマを追い抜いて、山羊の頭に蹴りを入れた。




不意の一撃でバランスを崩す。その瞬間を見逃さず、テッブスが剣を横に振るって片足を切断した。地響きと共に悪魔が仰向けに倒れる。



「どけぇーーーーッ！！」


アルマが大剣を突き出して急降下してきた。急いで横に避けた直後に悪魔の腹に大穴ができる。が、トドメとはならない。動きを止めただけだ。急速に回復していく。



「デカ物を倒す手段はあるのか？」


珍しく疲れた顔をしたアルマが俺の前に立った。体中に細かい傷が残っていて、回復する余裕はなかったようだ。



「まあ、任せろ」

「手柄は譲ってやる。さっさと倒せ」



疲れているというのに戦意が落ちないアルマが暗い目をして笑うと、背中に生えていた純白の羽は消えて大剣もメイスに戻った。フラつきながら後ろに下がると地面に座って俺を見ている。珍しく素直に引き下がったと思ったが、限界だったんだな。





「その聖剣に聖魔法の魔力を込めたのは誰だ？」


アルマに指摘されて刀身を見た。時間が経過するごとに聖剣の光が増している。込められている聖魔法の魔力が暴発しそうだ。



「ソフィーとエレノア様だ」

「ほう。二人か、贅沢なことだ」


確かに聖女と元聖女に聖魔法の魔力を込めてもらえた男なんて、ほとんどいないだろう。教会関係者から見れば異例の事態。そんな風に思われるはずだ。



「お前は、聖女が聖剣に魔力を込める意味を知っているのか？」


俺は創造神なんて信仰していないので、教会のマイナーな知識は持っていない。アルマの質問には答えられない。首を横に振って否定する。



「そうか、知らないならいい。さっさとあの悪魔を倒せ」


気になる言い方をしやがって……だが、アルマの指摘は正しい。山羊頭の悪魔の腹に空いた穴はふさがりかけていて、もうすぐ動き出しそうだ。




まあ、待てよ。すぐに消滅させてやる。




剣を顔の前に掲げる。




今までは聖剣を媒介にして聖魔法を放つだけだったが、今回は違う。聖剣に込められた魔力を一気に解放してぶつけるのだ。単純にして明快。小細工なしの純粋な暴力を一点集中で放つ。



「聖剣の力を解放する！　離れろッ！！」


脳内に力を解放するワードが浮かんでくる。



『創造神に反抗する愚かで矮小な者たちよ。私が代行者として審判しよう』


刀身の光が強くなり熱を帯びる。周囲の景色が歪む。込められた魔力が爆発的な速度で増幅した。敵を殺せ、早く解放させろ、そんな叫び声が聞こえるように感じる。



『お前を神敵として認める。即刻、消滅せよ！』


聖剣を前に突き出すと、刀身から光を束ねたような白く太い炎が放たれた。肌を焼くような熱気を帯びており、山羊頭の悪魔を塵一つ残さず消滅させる。それだけでは終わらない。勢いは衰えず、地面をえぐり、ダンジョンの壁を何枚も突き抜けて破壊。白い炎は空へと消えていき、空けた穴から外の景色が見えるようになってしまった。通った後には白い炎がいくつか残っており、聖なる気配を発している。




あまりの威力に驚いて誰も声が出せない。




穴から壁の破片がパラパラと落ちる音が聞こえるほど、この場は静かだった。



「これが、聖剣本来の力か……」


上級魔法以上……特級・禁呪というべき威力があった。すさまじい。その一言に集約される。ソフィーの力だけでは今のような威力は出せなかったと思うが、それでも城壁ぐらいは簡単に突き破れるだろう。




溜めが必要なので使いどころは難しいが、当たってしまえばどんな敵でも消滅させられるこの技は、切り札と称するに相応しいものだった。



「聞きしに勝る威力とは、このことだな」


座り込んだままのアルマがつぶやいた。




教会では聖剣に関する言い伝えがあるような言い方だ。俺はこの聖剣を創り、使うことは出来るが、それ以外は全くわからない。誰が作ったのか、どういった由来があるのか、そういったことは一切知らないのだ。




だからだろう。教会はこの聖剣のことをどのように伝えているのか、それが気になってしまった。



「聖剣とはなんだ？　人間が作り出せる物とは思えない」

「お前は、そんなことも知らずに使っていたのか？」


呆れた顔をしたアルマは、俺を見上げてから周囲を見る。




テッブスは負傷者の手当と空いた穴の調査を、生き残った捕獲隊のメンバーに指示を出していた。ソフィーとエレノアは、ゆっくりと歩きながらこっちに向かっている。



「少し話す時間はあるか。よい機会だ。教えてやろう」


自分で調べろと切り捨てられるかと思っていたので、その反応は意外だった。黙ったままアルマが語るのを待つ。



「誰が聖剣を作ったかはわからない。創造神より授かった鉱石によって作られたとも、直接、聖剣を授かったとも言われている。唯一わかっていることは、教会設立時には聖剣が存在していた、ということだ」

「それは本当なのか？」


教会の歴史は古い。千年前にはあったはずだ。そんな時代から存在していた剣らしい。大昔に文明が栄えていたという話は聞いたことがないし、あまりにも異質な存在だ。



「原典によると、聖剣によって邪教徒を殲滅したようだ」


過去にあったと言われている宗教戦争について言っているのだろう。




昔はいくつか宗教があり、様々な神を崇めていたらしい。ある日、どちらの神が正しいのか、そんなくだらない理由がきっかけで戦争が勃発する。負ければ投降しても惨殺されるような凄惨な状況だったらしく、いくつもの宗教がなくなり、最後に残ったのが創造神を崇める教会だったという流れだ。




昔は創造教会とも言われていたらしいが、他の宗教がなくなったこともあり、今は教会としか言われなくなった。表向きには、この世界に唯一残っていると言われている宗教になったのだ。



「この力を使えば不可能ではない、か」

「もちろんだ。邪教徒が住む城や城壁、大軍をことごとく消滅させてきたのだからな」


俺が気軽に使っていた聖剣でいったい何人の命が消えていったのか、考えるだけでも恐ろしくなる。呪われていないのが不思議なぐらいだ。



「教会にとって聖剣は勝利の象徴であり、使い手は勇者と定められている。詳しい話は聖典の——」


アルマは話を続けようとするが、近づいてきたエレノアに中断させられる。



「あら、楽しそうな話をしていらっしゃいますわね。ラルスは聖剣について知りたいんですの？」


何を狙っているのか未だにわからないが、表情だけ見ると楽しそうに見えた。



「ラルスさん。ケガはないですか？」


ローザに抱えられたソフィーも少し遅れて声をかけてくる。




顔色はよくなっているようで安心した。



「聖剣のおかげでね」


魔力の残量が厳しくなってきたので、最後にソフィーに聖剣を見せてから消した。




その光景が珍しかったのか、この場にいる全員が注目している。ギフト能力を見せびらかしたようで恥ずかしくなってきたので、少し強引だがエレノアの質問に答えることにした。



「何かご存じなのですか？」

「聖女と聖剣はセットですもの。当然、すべて知っておりますわ」


返事をするとエレノアはソフィーを見てから小さくうなずく。




聖女と元聖女、この二人が知らないわけないか。ここまで聞いたんだ。最後まで話に付き合おうじゃないか。



「もしよろしければ、教えていただけないでしょうか？」


お願いするとアルマに変わってエレノアが説明を始める。



「聖剣の能力はご存じですわよね？」

「もちろんです」


聖剣の機能は大きく分けて二つある。




一つ目は聖魔法が使用可能になり、効果が増幅されること。自身の魔力でもよいし、誰かに聖魔力を込めてもらってもよい。




二つ目は刀身に聖魔法の魔力を込めてから一気に解放する必殺の一撃が放てるようになることだ。これは聖女クラスの人間が刀身に魔力を注がなければならないので、通常は使えない。




ギフト能力で大まかに把握したことなので間違いはないだろう。




「それなら分かっていらっしゃるとは思いますけれど、真の力を発揮するためには聖魔法への高い適性が必要なんですの。ですから、聖女と聖剣はセットで扱われることが多いんですのよ」




邪魔な組織をことごとく消滅させた力を使うには聖女が必要だ。聖魔法を独占するだけではなく、聖剣の真の力を発揮させるためにも、聖魔法の適正が高く強い子供を集めて施設で育てているのだろう。




聖女とは聖剣のために存在するという見方も出来そうだ。



「ですが、それだけでは足りません。聖剣を扱う人間にも資格が必要ですわ」


エレノアの言っている意味がわからない。




聖剣を持てば聖魔法は使えるし、初めて使ったときに困るようなことはなかった。




資格が必要とは、どういうことだ？



「私は普通に使えますが……」

「それはラルス、あなただからですわ。ソフィーから何も教えてもらっていないんですの？」


そう言われてソフィーを見る。気まずそうな顔をしていたが、話す決心はついていたようで口を開く。



「教会内部の話になるので伝えていませんでした」

「そう。変なところで真面目ですわね。でも時にはルールをねじ曲げてでも、伝える必要があると思いますわ」


騎士たちに指示を出し終えたテッブスもこちらに来た。




この場にいる全員の視線がエレノアに集まる。



「聖剣の機能を使うには条件がありますの。資格がないものが使えば、灰になって死ぬだけですわ」


……ん？　ええぇ！？




そんな物騒な武器を使っていたのか！！



「その条件とは？」


驚愕して固まっている俺の代わりにテッブスが聞いてくれた。



「権能よ。創造神様から一部の力を承った人間だけが使える剣。それが聖剣なのですわ」


権能、ギフトと呼ばれる能力。俺が十七歳の時に発現した力が聖剣を使う条件だったのか。自然と納得できたのと同時に、教会が権能だと表現して取り込もうとする理由がわかった。




この権能保有者を独占すれば聖剣は教会のためにしか使われない。しかし敵対勢力に権能保有者がいる場合、聖剣が奪われたらその牙は教会に向くことになる。




聖魔法の適正が高い子供と権能保有者。この二人は、教会の地位を維持するために囲っておく必要があったのか。



「聖剣を扱える権能保有者の中でも、戦いに秀でた人間は多くありませんわ。水を創造する権能があっても、戦争では使いにくいでしょう？」


創造と言っても魔力が切れれば消えてしまう。しかも魔力の消費量もバカにならない。水の創造なんて、使えたとしても暗殺ぐらいだろう。



「戦いに使える権能保有者を聖女と対になる存在として、勇者と定めているのですわ」


冒険者ギルドではなく教会が定める勇者とは、聖剣を使って敵対勢力を殲滅するための戦力だったらしい。ようやく色々と見えてきたぞ。



「教会はラルスを野放しにしないでしょう。聖剣ですら創造できることがわかったんですもの。貴族を利用して、取り込むよう動くはずですわ」


面倒なことになったぞ。ダンジョンマスター捕獲の任務が俺たちの目的通りに終わっても、教会に狙われ続ける未来が確定した。利害が完全に一致するとは思えないが、一時的にでも教会と貴族が手を組めばゼルマは抑えきれないだろう。国外に逃げだそうとしても、指名手配されて捕まる未来しか見えない。もし俺が望むような生活をしたいのであれば、ヤツらの力が及ばない場所まで逃げ出すしかないようだ。




残された時間は僅か。早めに決断をしなければならない。そのためには誰が敵なのか把握しておく必要がある。ヤンの冒険者ギルドが、誰の味方なのか確認しておこう。



「一つ質問をしていいでしょうか？」

「何かしら？」

「冒険者ギルドは、この件にどこまで関わっているのでしょうか？」


エレノアと連絡をとっていたロイが無関係なはずがない。匿名依頼でソフィーが狙われたこともあるし、裏で動いている可能性は高い。まともな回答が返ってくるとは思えないが、ヒントぐらいは手に入るだろうと期待して、エレノアの言葉を待つ。



「本当にお知りになりたいのは冒険者ギルドではなく、ロイのことですわよね？　あの人はわたくしの兄ですわ。だから連絡をとっていましたの。なにも不思議なことはありませんでしょう？」


兄妹だと！？




バカなッ！！　いや、聖女の作り方を考えればありえるかッ！



「小さなころからとても大切にしてくださって、それは今も変わりませんわ。ですから、お願いはなんでも聞いてくださるのよ。例えば、わたくしの代わりに依頼を出してくださる程度には、ね」


現聖女派の筆頭であるエレノアと血のつながった兄か。ソフィー暗殺の代理依頼を許可する十分な理由になる。恐らく、エレノアがロイ経由で代理依頼を出し、冒険者が依頼を受けた。そんな流れだろう。依頼をした理由は、いくつか思い浮かぶが根本は対抗心といったところか。



「それは、誰かを殺せ。そんな依頼を出して欲しいとお願いしたの……でしょうか？」

　最後に残った自制心で丁寧な言葉を使ったが、自分でもわかるほど冷たい声で質問をした。

「そんなこと、するはずがありませんわ！　監視の依頼をお願いしただけですわよ！」

　慌てて否定するエレノアは、真実を言っているように見えた。特殊な施設で育てられたので価値観は少しズレているようだが、貴族ではないので暗殺の依頼なんてしたことないはずだ。それに今までソフィーへの対抗意識はあっても殺意はなかった。ロイが妹のお願いを間違った方向で解釈し、依頼の内容を変えた。そう考えた方が納得は出来る、か。疑ってばかりでは前に進めない。自分の感覚が正しいと、エレノアを信じることにした。

「私に教えても良かったんですか？」

「もうっ。わたくしにラルスやソフィーと敵対する意思はありません。隠し事は一切しませんわ。誠意を見せたと、思ってくださいます？　これまでの態度がお気に障ったのでしたら謝りますわ」


アルマや生き残った数少ない教会騎士がエレノアを凝視していた。




今の発言は、教会関係者にそれほど衝撃を与えたのだろう。



「そんな目をしないでくださいな。ダンジョンに来てから、わたくしも考えを改めましたのよ」

「どういうことですか？」


みんなが聞きたいことを他の誰でもない、狙われていたソフィーが質問した。




「わたくしは小さいころからずっと、聖女に憧れていましたの。ですから、それを簡単に捨てたソフィーが嫌いだった。後継者として選ばれてからも、以前のほうがよかったと言われる日々でしたし……対抗しようと意地を張っていたのは認めますわ」



　ソフィーと比べられても劣っていない。そういった実績を示したいが為に、色々と突っかかってきていたのか。

「けれど、ソフィーとラルスに会って。この戦いを乗り越えて、一つ気づいたことがありますの」

「なんですか？」


再び質問したソフィーの耳にエレノアの口が近づく。



「本当にわたくしが欲しかったのは——」


小声で何かを伝えると、数回やりとりをしてから離れる。



「誰にも言わないでいただけると嬉しいですわ」


エレノアの言葉を聞いたソフィーは、何かを考えるような仕草をしていた。




どんな話だったのか後で教えて欲しいのだが、多分無理だろうな。仕方がないと諦める。




随分ゆっくりと話してしまった。そろそろダンジョンから逃げ出す準備をするべきだろう。そう思ってテッブスを見る。



「…………」


真っ黒い羽が生えた全身鎧を着た女に押し倒されていた。



「お、おい！　やめろ！」


あれはフィネが創り出したシェムハザだ！　どうやってこの場に現れた？　魔力の動きすら感じなかったぞ。



「旦那様！！　迎えに来ました！！」

「うるさい！　離れろッ！！」


テッブスは激しく抵抗しているが、絡みついた腕と足から抜け出せないでいる。




助けに行く前に背後から気配を感じたので、振り返る。




少女の姿をしたままのフィネと血の涙を流し続けるエヴァがいた。



「ラルス！！　久しぶり！！　会いたかった！！」


恍惚の表情を浮かべているフィネに向かって、アルマが走り出した。メイスを振り上げて襲いかかる。エヴァが『魔法障壁』を使って防ぐのと同時に別の魔法を使った。



『ダークバインド』


数メートル上空から黒い鎖が伸びてきて、アルマを拘束する。



「私と戦え！！」


ガチャガチャと音を鳴らして、アルマが抜け出そうとするがびくともしない。魔力のほとんどを使い、疲弊しきった体では抵抗出来ないのだろう。



「邪魔者を外に出す」


再会を中断されて非常に機嫌の悪くなったフィネが呟くと、地面から魔方陣が浮かび上がった。俺が動くよりも早く魔法が発動すると、アルマやテッブスたちだけではなく、エヴァやシェムハザの姿も消える。




この場に残されたのは俺、ソフィー、ローザ、そしてエレノアだ。



「やっとラルスと話せる」


先ほどまでの不機嫌な顔が一変して、無垢な少女のような笑みを浮かべていた。




人格が不安定すぎるぞ。




ゆっくりと歩いて近づいてくるフィネに警戒しながら話しかける。



「再会はもっと後になると思っていた」

「興奮しすぎて会いたくなったんだよ！！」


両手を広げて抱きつこうとしてきたので後ろに下がって避ける。



「冷たいな。私にそんな態度をしてもいいのかな？」

「魔物相手なんだから当然だろ」

「へー。そんなこと言うんだ」


フィネの目が細くなり、口元が上がる。



「せっかく、教会から助けてあげようと思ったのに」

「！！！！」


教会に狙われていることは今、発覚したばかりだ。それをなぜフィネが知っている？




いや、その前になぜ助けようと思った。



「ラルス、君は特別だ。人のしがらみとは無縁な私が手を貸そうじゃないか」


まさかフィネが手を組もうと提案してくるとは思わなかった。




目的はなんだ？　狙いがわからない。



「ゼルマを裏切れというわけではない。今までの関係は維持してよい。私は隠れる場所を貸すだけだよ」


こちらにとって都合の良い話ばかりしてくるが、何を考えているのか全く読めない。







ダンジョンマスターのフィネと手を組む。







考えたこともなかったが、教会やエルラー家を除く貴族と対抗するには心強い味方かもしれない。逃げるにしても裏で何かを仕掛けるにしても、俺だけの力では足りないので魅力的には感じる……人間では理解できない言動に目をつぶればな。



「俺を苦しめるのが好きなやつと一緒に行動できると思うか？」

「それはちょっと誤解がある！　苦しむ姿だけを見たい訳ではないのだ！　輝かせるのはこの私でなくてはならないッ！！」


また常人では理解できないことを言い始めた。




輝くって何なんだ？　強敵と戦い続ければ良いのか？




フィネの思考はどうやっても理解できそうにないが、他人の企てで俺が苦労する姿は見たくないということは分かった……気がする。



「教会の思惑が気に入らないから手伝う。そう思っていいのか？」

「そうだ！　それでいい！　教会のウジ虫どもは、私のラルスに手を出そうしている！　絶対に許さないッ！！」


急に怒りだしたかと思うと地面をドンドンと踏みつけだした。喜怒哀楽の変化が大きい。まるで幼児のようだ。



「俺を狙っている教会関係者が嫌いなのはわかった。だが、なぜエレノア様をこの場に残した？」


転移魔法まで使って邪魔者を排除して、俺との話を進めたかったことぐらいはわかるが、エレノアを残した理由が思い浮かばなかった。彼女は聖女。教会関係者には間違いないのだからな。



「この女は反対しないとわかっていたからな。ラルスを説得する人材として残したのだ」

「なぜそう言い切れる？」

「無論、ソフィーという女に話した内容を聞いていたからだ」


近くにいた俺でも聞き取れなかった呟きだった。それをフィネは知る手段があったというのか。あの時、魔力の揺らぎはなかった。魔法を使ったとは考えにくい。だとすれば——。



「それもダンジョンの機能、か」

「さすが私のラルス！　その通りだ！　ダンジョン内であれば、どんな情報だって手に入れられるッ！！」


敵陣だから罠の一つぐらいあると考えていたが、まさか全ての行動・作戦が筒抜けだったなんて思いもしなかった。作戦内容をベラベラと話していた俺たちは、とんだ間抜け集団じゃないか。



「先ほど転移させたヤツらが戦っている姿も見えるぞ！」


突如として、空中に戦闘している映像が映し出された。




テッブスに攻撃しようとしたエヴァをシェムハザが槍で串刺しにしていた。もちろん、エヴァもやられてばかりではない。反撃に魔法を放つ。さらにアルマや騎士たちが参戦するといった混沌とした戦場だった。




思い人の敵と未来の旦那様を巡ってのバトルか。




頑張れ、テッブス。




映像から目を離してエレノアを見る。



「私を説得するというフィネの言葉は本当なのでしょうか？」

　先ほどの言葉の真偽を確認するため、俺はエレノアに問いかけた。

「そうですわ。ダンジョンマスターの話には、検討するだけの価値があると思いますの。ゼルマ様ともお話ししてみたらいかがかしら？」


魔物、特にアンデッドを神敵と認めている教会の教えを無視した言葉で、お前の信仰心はどこに行ったと問い詰めたいぐらい、驚くべき発言だ。少なくとも聖女が口に出してよい言葉ではない。



「教皇様は、聖剣まで創造できるラルスを絶対に取り込みたいと判断されるでしょうね。直接は無理でも、バイエン公爵を使って圧力をかけてくるはずですわ」

　エレノアも俺と同じように、教会が積極的に動くと予想している。今までのように甘い対応は期待できないだろう。やはり、どうにかして一時的にでも教会の手から逃れる手段が欲しいな。

「前向きに検討するべきですわ。ソフィーもそう思いますわよね？」

「はい。私とラルスさん……あとはエレノアさんのためにも、手を組むのは悪くないと思っています」


いがみ合っていたはずの二人が仲良く同じ意見を出した。




和解できたのであればよいが、そんな単純な話ではないだろう。何を思っているのかフィネと同じぐらい二人のことがわからなくなってきた。




助けを求めるようにローザを見る。



「私もよい案だと思うわよ。逃亡生活を続けるよりかはマシじゃない？　ダンジョンの謎技術で、この首輪も外してもらえるようにお願いして欲しいぐらいよ」


コイツだけはブレてない。どんなときも自分の利益を考えている。変わらない安心感があり、そのおかげで少し冷静になれた。



「で、どうするのだ？　愛しいラルスよ！」


教会の影に怯えて人里離れて暮らすか、隠れ場所としてダンジョンを利用するか、今選べとフィネは問いかけてくる。この場にいる全員が俺を見ていた。



「そうだな……前向きに検討しよう。正式な回答は後日する」


教会の影響力は各国にある。勢力圏から離れられるのであれば、多少のリスクは受け入れてもよいだろう。お互いにナイフを突きつけ合うような取引で、いつかは終わる関係だが、一時的に手を組むのはありだ。



「やった！　ラルスなら、そう言ってくれると思ってたッ！！」

　飛び跳ねるほど喜んでいるフィネを、俺は冷めた目で見ていた。

「これで話は終わりだ。馬鹿げた戦闘は即時中断させてくれ」


すぐに願いを聞いてくれたようで、シェムハザとエヴァを転移させたフィネは「また会おう」と言って去ってしまった。







聖剣で空けた穴を通って外に出ると、疲れ果てて地面に座り込んでいる捕獲隊のメンバーと再会する。




度重なる戦闘で人夫は全滅。公爵家の騎士、教会騎士も三分の二以上が死んでしまった。生き残っている人数は少なく、壊滅状態と言ってよい。体力・魔力の消費も大きく、次に襲撃を受ければ絶対に全滅する。フィネが監視しているダンジョンで安全が確保できるはずもなく、撤退するしかなかった。




エピローグ　一時撤退、新天地へ





ダンジョンから帰還するとテッブスは当主に報告するため、騎士を連れてヤンを離れた。失敗の責任を取らされるだろうから、すぐに戻ってくることはないだろう。




エレノアの護衛として派遣された教会騎士も帰還しているが、なぜか守られていた本人だけはヤンに残っている。




教皇から帰還要請が出ているようだがダンジョンマスターの危険性を熱弁して、説き伏せたとソフィーが言っていた。情報源はアルマだと思っていたのだが、エレノア本人から聞いたというのだから驚きだ。何が二人の関係修復に役立ったのかわからないが、ソフィーの味方が増えるのは、よいことだと思うことにしておこう。






◇　◇　◇




「話し合いに来た！　迎えにこい！」


数日後、ゼルマとソフィーを連れてダンジョンに来ていた。




墓地のど真ん中で叫んでみたが、反応はない。シーンと静まりかえった空気に耐えられなくなってきた頃に、骸骨姿に戻ったフィネが現れた。



「ここは少し騒がしい。私の部屋に案内しよう」


見慣れつつある魔方陣が地面に出現すると光に包まれる。視界が戻ると小さな部屋に転移していた。




壁や床、天井までもが石で作られており家具は一切ない。汚れがこびりついた小さな木製のドアがあるだけだ。



「こっちだ」


戸惑っている俺たちを置いてドアを開けると、フィネは部屋から出て行ってしまった。




お互いに顔を見合わせる。



「ラルス、どうする？」

「行くしかないでしょう」


戦うことになったら、その時は聖剣の力を使って逃げだそう。




覚悟を決めると俺が先頭になって後を追う。




部屋の外は黒い絨毯が敷かれた通路となっていた。燭しょく台だいや壺などが、一定の間隔で配置されている。たまに絵画が飾られていて、スケルトンナイトやレイスといったアンデッドの絵が描かれていた。




魔物のセンスはよくわからない。フィネの後ろ姿と趣味の悪い絵画を眺めながら歩いていると、通路の終着点につく。人の背を優に上回るドアには、大小様々な骸骨が描かれており、フィネが近づくと自動で開いた。




部屋に入ると、フィネはふわりと浮かんで長い背もたれの椅子に座る。




あれは玉座だ。




床よりも少し高い場所にあり、ダンジョンを統べる王のために用意されたものだというのが一目で分かった。



「ようこそ人間。ここは謁見の間だ。ダンジョンを創設して初の客人となる。歓迎しよう！」


カタカタと顎を鳴らしながら、フィネは楽しそうに言った。




ダンジョン内にある謁見の間、人間で訪れたのは俺たちが初めてらしい。




この場では王として扱うのが適切なのかもしれないが、何度も斬りあったこともあり、膝をついて敬う気分には慣れなかった。立ったまま話を進める。



「この前の話について、改めて回答する」


骨だから表情はよくわからないが、フィネはあまり気にしてなさそうだ。顎をカタカタと鳴らしながら話を待っているようだった。




一歩下がってゼルマを前に出す。ここからは主人である彼女が話を進める。



「先ずは結論から伝える。我々は一時的にラルスとソフィーを預かってもらうと決めた」

「ほう。私の話を受け入れるか。お前は魔物が約束を守ると思っているのか？」

「思っていない。単純な約束ならいつでも破るだろう」


フィネに言われなくても理解している。




魔物は自らの利益もしくは好悪だけで行動する。甘い言葉で迫ってきても必ず裏があり、義理人情、善意という言葉は存在しない。それを理解した上で、お互いに利用し合う関係になれると思って手を組むと決めたのだ。根拠はフィネがアンデッドという種族に分類されていることにある。



「お前はラルスのことだけは裏切らない。失望されないように、必ず期待に応えようと行動する。私はアンデッドの執着心を信じることにしたのだ」


アンデッドは執着した対象に対してだけ、素直に欲望を満たそうとする。




フィネの場合は、自分が仕掛けた困難を乗り越える姿を見たい……というのが当てはまると思う。であれば、俺を排除し、奪い取ろうとする組織を許すはずがない。その脅威から俺を守るだろう。魔物の知性を信じるのではなく、アンデッドの執着心を信じて利用する。それが俺たちの出した答えだった。




非常に危険な賭けには変わりないが、そうでもしないと教会の圧力からは逃れられない。




表向きは俺とソフィーはダンジョンで行方不明になったとして時間を稼ぐ。その間にゼルマは教会への対抗策を考える。というのが当面の目標だ。




カタカタカタカタカタカタ。




顎を大きく鳴らし、全身が小刻みに震えている。大笑いしているのか？　骨だから感情がわかりにくい。



「よくわかってるじゃないかッ！　その通りだ！」


急に顎の動きが止まったかと思うと、玉座から立ち上がって両手を上げた。



「ラルスは絶対に手放さない！　邪魔するヤツらは殺す！　いじめてよいのは私だけなのだからな！！」


別にいじめる権利を渡したつもりはないのだが、言っても聞かないので諦めている。これほどの執着心があれば、邪魔はするかもしれないが裏切るようなことはしないだろう。



「モテますね」


隣に立っているソフィーが小さく頬を膨らませてつぶやいた。




この場で言い訳するわけにも行かず、首を横に振って否定の意思を表明するだけに止める。



「で、この私にどうして欲しい？　具体的な願いを言ってみろ」


自分の世界から戻ってきたフィネがゼルマに問いかける。



「二つある。ラルスとソフィーをかくまってくれ。また必要になったら二人を返してほしい」

「両方とも問題はないな。二人には私が用意した場所で暮らしてもらう。連絡用の魔道具を渡すので必要になったら使え」


無事に俺たちの要望は受け入れられた。今後の生活がどうなるかはわからないが、教会の影や暗殺に怯えるような生活よりかはマシだろう。連絡用の魔道具があるのなら外の状況も手に入る。何も問題はない。







ゼルマはフィネと今後の予定を話し終わると、通信用のカードを貰ってから転移魔法を使ってもらいヤンに戻った。




俺とソフィーはこれからフィネの元で生活するため、謁見の間に残っている。



「この私が人間の住める居住区に案内しよう」


またふわりと浮かんでから、フィネは俺の横を通り過ぎていく。説明が足りないので色々と不安ではあるが、後を追って部屋を出ることにした。




また趣味の悪い通路を歩いていくと、先ほどとは違う小部屋に入った。床には小さいが複雑な赤い魔方陣が描かれており、一目で非常に高度なものだというのがわかる。ダンジョンの施設は人類が作れるレベルではない。




ローザが見たら詳細を教えてくれと、言っていただろうか。奴隷の首輪を外すために必死で勉強している彼女を想像すると、少し頼もしかった。男を見る目はないが、どんな方法を使ってでも生き残ろうとする意思は強い。



「移動用に使っている魔方陣だ」


説明しながらフィネが何もない空間で指を動かすと、俺とソフィーの前に一枚の銀色に光るカードが出現した。物質創造の魔法……ではないか。マジックワードを唱えなかった。ギフトにも見えなかったのでダンジョンの機能というやつなのだろう。




転移の魔法も脅威ではあるが、それ以上にダンジョンの機能がやっかいだ。何ができるか予想がつかない上に、やっていることが規格外だ。俺が把握しているだけでも魔物の召喚と転移、物質の創造がある。恐らくだがカードだけではなく魔物や施設も創造できるのではないだろうか。




空中に浮かんでいるカードを掴んでみる。ひんやりと冷たくツルリと指が滑るような質感だった。高価なミスリル銀で作られているように見える。贅沢なことだ。



「受け取ったようだな。それは通信機能と転移魔方陣の許可証を兼ねている。ゼルマにも同じ物を渡しているから、無くさないように」


何かあればこれでコンタクトを取れということか。




必要になったら、遠慮なく使わせてもらおう。



「私に続け」


魔方陣の中にフィネが入ると一瞬にして姿が消えた。



「どちらが先に行きますか？」


ソフィーの瞳は不安で揺れていた。




フィネが管理している居住区と呼ばれるエリアに移動するというのだ。そうなってしまうのもわかる。




転移先がダンジョンの中なのか、外なのか分からず、何も情報が無いので不安なのは同じなのだが、そんなそぶりを見せてしまえばソフィーが余計に怖がってしまうだろう。




安心させるために手を握り、体を引き寄せる。



「一緒に行こう。転移の途中でバラバラになったら困る。しっかりと掴まってくれ」

「はい！」


返事を聞くと、一緒に魔方陣の中に入った。周囲が光り出し、視界が真っ白になる。




どこに飛ばされるのかわからないが、住みやすい場所ならいいな。




そんなことを考えながら光が収まるのを待っていた。






◇　◇　◇





ダンジョンから撤退したテッブスは、報告のために実家の屋敷に戻っていた。




風呂に入って汚れを落としてから服を着替えると、休む暇もなく当主のスヴェンに呼び出される。執務室の前に立つとテッブスはドアをノックした。



「入れ」


すぐに返事があったので入室する。




白髪の老人——スヴェンは少しやつれた顔をしていた。豪華な装飾が施された椅子に座っており、光沢のある黒いテーブルには熱い紅茶の入ったカップが置かれている。




テッブスは歩きながら壁を見る。宝剣として飾られている両刃の片手剣があった。刀身は青く透き通っており宝飾品としても価値のある逸品だ。王家から報奨としていただいた、由緒正しき武器でもある。




立ち止まってからテッブスは、ようやくスヴェンの顔を見ることにした。表情から何を考えているか読み取れないが、静かな怒りを感じるような瞳をしている。



「ダンジョンマスターの捕獲に失敗したと聞いた。それはよい。だが、なぜお前が指揮を執っていた？」


元々、失敗を許容する計画ではあったが、それはテッブスが捕獲隊に参加しない前提で考えられていたものだった。当主の嫡男であるテッブスが隊長として指揮を執ったのであれば、すべての責任はバイエン公爵家に降り注ぐ。




王命は達成できずにリヒトは失う。さらにラルスとソフィーは健在なのだ。予想の斜め下をいく結果にスヴェンは腹を立てていた。



「まさか、自らの力を試したかったというわけではないだろうなッ！！」

「そのまさかです」


悪びれることもなく平然と言い放ったテッブスを見て、スヴェンは怒りを爆発させてしまう。




テーブルの上に置いてあったカップを手に取ると立ち上がって投げつける。



「ふざけるなッ！！」


カップがテッブスの額に当たって血が流れる。熱い紅茶が頬や首にかかってしまい赤く腫れていた。



「何度も捕獲隊に参加するなと伝えたはずだぞ！！」

「ダンジョンマスターと戦える最初で最後の機会だと思ったら、我慢できませんでした」


公爵家の嫡男として生きることに疲れたテッブスは、あえて挑発するように言い切ったのだった。




スヴェンの顔は真っ赤になり眉が吊り上がっている。急に歩き出したかと思うと、壁に掛けてあった宝剣を手に取り、切っ先をテッブスに向ける。



「お前のように使えない男は公爵家に不要だ。廃嫡する！　明日の早朝には家を出ていけ！！　もし歯向かうならこの剣で叩き斬ってやるッ！！」


公爵家に興味はなく、また当主の器でもないと自覚していたテッブスはスヴェンの判断を素直に受け入れることにした。



「承知いたしました。明日から、平民として生きていきます。今までお世話になりました」


頭を下げるとテッブスは反転して部屋を出ていく。姿が見えなくなるまでスヴェンはありったけの罵声を吐き続けていた。







怒鳴り散らし息を切らしたスヴェンは、宝剣を投げ捨ててからメイドを呼んで、テッブスを廃嫡すると伝える。一人になると、王家や他の貴族に対する言い訳を考えながら椅子に座った。



「あのバカを廃嫡することで責任を取ったことにできればよいのだが……」


天井を見上げながら呟く。




ふと、魔力がかすかに動いた気配を感じたので、スヴェンは先ほどまで立っていた場所に視線を移す。エルダーヴァンパイアのハイアムがいた。



「あ、あなた様は！　事前に教えていただければ迎えをよこしましたのに！」


態度が一変して、媚びを売るような声を出しながらスヴェンが立ち上がる。




近寄ろうとするのをハイアムは手を前に出して止めた。



「急ぎの用があったからね。悪いとは思ったけど無断で来たんだ」


話しながら歩き出すと、ハイアムは床に転がっている宝剣を拾った。



「キレイな剣だね」

「我が家の家宝でございます！　王家から賜った由緒正しき剣でございますが、もし必要であれば差し上げますとも！」

「いいの？　悪いね。それじゃ僕もお礼をしないと」


立ち止まっていたハイアムがスヴェンに近づく。




お礼と言われて、ついに願いが叶うのかもしれないと喜んでいたスヴェンは、異変に気付くのが遅れてしまった。



『シャドウバインド』


ハイアムが魔法を使うとスヴェンの影が立体化して立ち上がり体を拘束してしまう。



「な、何を！？」


身動きが取れなくなったスヴェンは慌てて抜け出そうとするが、老いた体ではできなかった。怯えたような表情をしてハイアムを見る。



「ど、どうされたのですか？　何か気に障ることをしてしまいましたか？」

「君は優秀な駒だったよ。よくやったと褒めてあげる」

「ではどうして……！」

「用済みになったからに決まってるじゃん」


青い刀身がスヴェンの左胸に突き刺さった。



「ゴフッ」


口から血が流れ出る。




拘束の魔法を解いたハイアムが蹴ると、吹き飛ばされて強引に椅子に座らされてしまう。



「あ、そうだ、君は一つだけ思い違いをした。それを教えてあげよう」


血が流れ出て顔が青白くなり、今にも死にそうなスヴェンの耳に口を近づける。



「人間との約束を魔物が守るはずないだろ」


目を見開き驚愕の表情を浮かべたままスヴェンの命は尽きた。







その日の夜、執務室から出てこないことを不審に思ったメイドが部屋に入ると、スヴェンの死体を目撃することとなった。




調査が入るとすぐに、スヴェンの怒鳴り声や廃嫡の話があったという証言が出る。直前まで会っていたテッブスが殺害した容疑が強まり、地下牢の奥深くに閉じ込められることになってしまった。



　貴族殺しは重罪だ。実行犯は決して許されない。関係者は、どんな方法を使ってでも白状させるだろう。


テッブスはこれから拷問に耐えながら、無実だと主張し続ける日々が始まることとなる。




特典ＳＳ　私が憧れた勇者様（エヴァ）




　リヒトを奪われてしまった私は、奴隷として教会騎士の男たちと一緒に森の中で野宿をしていた。どこかの豪商が懇意にしている村が魔物に襲われているとかで、討伐隊に加わっているのだ。強い相手ではないみたいだったけれど、目的の魔物は見つからなくて、もう一週間も経過している。予想していたより時間がかかっているみたいで、教会騎士たちはイラ立ち、ストレスを発散するかのように、毎晩、男の欲望を吐き出す行為を繰り返していた。




　獣のような臭いが充満した天幕で、目が覚める。


隣には裸になった男が数人寝ていた。彼らの体を温める布には、粘り気のある液体が乾燥した跡が見られ、不快な気持ちが蘇る。



「リヒトに会いたい……」

　必ず迎えに来るからと言っていた。暴力は振るうし、たまに嘘をつくこともあったけど、私のことは大事にしてくれたから、この約束は守ってくれるはず。体は汚れてしまったけど心は変わってない。リヒトなら必ず受け入れてくれると、私は今でも信じている。

「朝の準備をしなきゃ」

　痛む体をゆっくりと動かして立ち上がる。


脱ぎっぱなしになっていた穴だらけの服を着ると、天幕の外に出た。



　太陽は昇りかけていて、薄らと明るくなっている。まだ空気は冷たいけど雲はないので、今日も暖かく過ごしやすい日になりそう。リヒトと一緒だったら楽しかったんだろうなぁ。

　そんな思いを抱きながら、私は朝食の準備をするために竈の方を見る。薪はすべて使い切っているみたいだから、枯れ枝を探すところから始めないといけないみたい。


歩いて天幕から離れて、森の奥に進んでいく。



「女の子は体を冷やしちゃいけねぇ」

　夜番をしていた教会騎士の人が、私にマントをかぶせてくれた。

　無精髭を生やしていて三十代後半に見える男の人だ。美しく優しいリヒトと違って粗野で獣のように見えるけど、彼だけは私に手を出さなかった。遠征中、いつも優しくしてくれている。私が理不尽な暴力を振るわれそうになったとき、何度も庇ってくれた。もし彼がいなかったら、私の心は壊れていたかもしれない。


リヒトみたいに魅力的ではないけど、創造神に仕えるのに相応しい教会騎士であるのは間違いない。出会ってきた教会騎士の中で、一番の紳士だ。




私の勇者様——リヒトと一緒にパーティを組んでいたら、楽しい日々になりそうだなって、密かに思っていたりする。いつか実現するといいな。



「ありがとうございます」

「気にすんな」

　無愛想に返事をしてから、彼は立ち去ろうとする。その時、何かが地面に落ちた。

「待ってください」

　似合わない。そんな風に感じるほど、小さな犬のぬいぐるみだ。人の趣味を悪く言うつもりはないけど、もう少し自分の顔にあった物を持ち歩いたら？　そんなことを思いながら、拾ったぬいぐるみを手渡す。

「俺にこんな趣味はねぇ」

　どうやら私の考えが顔に出ていたみたい。


言い訳するように彼は、ぬいぐるみを持っていた理由を言う。



「死んだ娘が残した唯一の形見なんだ。助かったよ」

　ああ。そうだったんだ……。私はなんて酷い勘違いをしてしまったのだろう。彼もまた、大切な人を失って悲しんでいる。立場は違うけど、同じ境遇だったんだ。

「そうなんですね。無くさなくてよかった」

「だな」

　彼は短く返事をすると、くるりと反転して背中を見せて軽く手を上げる。

「仕事頑張れよ」

「はい。美味しいご飯作りますね」

　奴隷と仲良く会話している所を見られたら、彼に迷惑をかけてしまう。もう少し話したいと思ったけど、そのまま別れることにする。


仕事をしようと思って歩き出すと、急に周囲が暗くなった。




空を見上げるとボロボロの布をまとった骸骨が禍々しい魔力を放っていて、見ているだけで頭がおかしくなりそう。アレは、この世界に存在してはいけないものだ。




直感、ううん、違う。創造神が、そう語りかけてきたように感じた。



「私の可愛い部下になるのだッ！！」

　骸骨が叫ぶと周囲に黒い塊が出現して、次々と天幕に落ちていく。寝込みを襲われた教会騎士たちは為す術もなく、飲み込まれていく。ざまあみろと思う余裕もなく、私は駆け出していた。可愛いぬいぐるみを持つ彼の前に立つ。

　聖魔法の適性は私の方が上。だから彼を守ることにした。

『ホーリーランス』

　白い槍と黒い塊が衝突すると、一瞬拮抗してから消滅する。黒い塊は他にもある。無差別に放たれ、一部は私たちに向かってくるので、何度も『ホーリーランス』を放って対抗していく。

「すげえな」

「油断しないで！　体は動く？」

　奴隷らしくない言葉づかいをしたことで、奴隷の首輪が薄く光った。でも、そんなことは気にしていられない。今は生き残ることを考えないと！

「もちろんだ。いつでも戦えるぜ」

　そう言って剣を抜くと、彼は戦う意思を見せる。

　そうじゃない！　私が言いたいことは違う。

「バカッ！　戦うんじゃなくて、逃げるの！　アレは私たちの手には負えない！」

　リヒトと一緒に倒したリッチが子供のようだったと思えるほど、目の前の存在は強大だ。倒すなんて無理、無理！　アレが本気を出したら、聖女クラスを呼ばなければ、対抗できない。

「ほう、生き残りがいるか」

　見つかった！　と気づいたときには遅かった。


骸骨から先ほどとは比較にならないほどの禍々しい魔力が放たれ、周囲を汚染していく。草木は急速に枯れていき、私は体力を奪われる。思わず膝を突いてしまった。




心が、折れそう。もうダメ。死ぬ未来しか見えない。



「助けて……助けてよ…………リヒト」

　最後の力を振り絞って助けを呼んだけど来ない。この場にいないんだから当然だよね。


でも、もし私の声が届いたとしても、何もしてくれなかったと思う。私は見捨てられてしまった。そのぐらい気づいている。ずっと否定していたけど、そんな意地を張るのも無理みたい。心が折れてしまった。抵抗する気力を失い、全身の力が抜けていく。



「なんだ、つまらんな」

　骸骨が何か言っているけど、もうどうでもいい。早く終わらせて。

　私の願いを叶えてくれるようで骸骨から黒い塊が放たれると、こっちに向かってくる。


最後にリヒトの顔を思い浮かべようとして、目を閉じた。



「呆けているんじゃねぇ！」

　荒々しい声が聞こえたので瞼を上げる。なぜか彼が私の前に立っていた。黒い塊を剣で左右に斬り裂いて助けてくれる。

「え、なんで……」

「お前を見捨てたら、死んだ娘に怒られちまうからな。一人で逃げるなんて出来ねぇんだよ！　安心しろ、最後まで守ってやるッ！！」

　死人との約束を守るために、アレと戦うなんてあり得ない！　私なんて見捨てればいいのに。それなのに、あの男は！　バカじゃない！

「いいね！　いいね！　人間よ、抵抗してみせろ！」

　骸骨は手に槍を出現させると地面に降り立つ。好機だと思ったのか、彼は駆け出すと上段から剣を振り下ろした。

「甘い、甘いぞ！」

　骸骨は槍で受け止めると、剣ごと彼を吹き飛ばす。


あれだけの魔法を使えて、さらに接近戦も出来るなんて、勝てるわけない。早く逃げればいいのに、なんで戦い続けるの！



「俺が抑える。逃げるんだ！」

　血だらけになりながら、彼が叫んだ。死にそうだというのに、まだ私のことだけを心配してくれている。自分より他人の命を優先する人がいるんだ……。

　心の奥から温かい感情と共に、禍々しい魔力に対抗する力が湧いてきた。膝を地面から離して立ち上がる。

『ヒール』

　聖魔法を使って彼の傷を癒す。一瞬、驚いた顔をしたけど、すぐに笑顔に変わって骸骨に斬りかかりにいった。

　助けてもらってばかりではダメ。私も助けないと。次は定番の『ホーリーブレス』を使って身体能力を強化してから、攻撃魔法でサポートをして——。

「誰！？」

　殺気を感じたので後ろを向くと、銀髪の少年が立っていた。骸骨が発する魔力を浴びても平然としているのだ。絶対に人間ではない。青白い肌から種族は推測できる。

「ヴァンパイア」

「ご名答。おはよう。いい朝だね」

　ヴァンパイアの目が光って、体が動かなくなる。

　あれは魔眼。油断した。体内の魔力を練って抵抗してみるけど、骸骨から放たれている禍々しい魔力が邪魔をして、上手くいかない。早く彼を助けなければいけないのに！　邪魔をしないでッ！！

「君の血は美味しそうだ」

　ヴァンパイアが口を開くと私の首筋に歯を立てた。血が流れていくのと同時に体内の魔力がかき乱されていく。意識が別の何かに変わっていく不快感がある。


自分のことだからよくわかる。もうダメ、助からない。だからせめて彼だけでも逃げて欲しい。




奴隷になった私を命懸けで助けてくれたお礼をしなきゃ。



『ホーリーブレス』

　最後の力を振り絞って聖魔法を使い、僅かに残っていた力が抜けて、地面に横たわってしまう。

「お前ぇぇぇえええ！」

　逃げればいいのに彼は私を助けようとして、骸骨に背を向ける。その隙を狙われて、腹に槍が生えて、骸骨に抱きしめられてしまった。

「ねぇ、守れなかった気持ちを教えて。どのぐらいの絶望かな？」

「うるせぇ！！」

　骸骨を振りほどくと、槍を抜き取って投擲する。骸骨が使った『魔法障壁』を突き抜けて頭をかすり、背後にある木に突き刺さった。

「活きがいいね。これは期待できる素材だ」

　傷ついたというのに、顎をカタカタと動かして笑っていた。

　それが酷く気に入らない。

　私を守るために死力を尽くしてくれた彼を、バカにすることなんて絶対に許さない。

『ホーリー……ラン——』

「止めろ」

　突然、口が動かなくなった。体はヴァンパイアになりかけているみたいで、私の意思に反して親の命令に従おうとする。さらに感情や思考までも侵されていく。

「君はしぶといね。もう一度、噛んでおくか」

　また首筋から血を吸われ、ついに自我にトドメを刺された。

「ハイアム、そっちはどうだ？」

「素材としては申し分ないかと。あの男と一緒に使うと面白いかもしれません」

　私を助けようとしてくれた本当の勇者様と一緒にいられるかもしれない。


そんな希望にすがったまま、私はヴァンパイアになってしまった。





万能の魔法剣士は真の能力を隠して田舎暮らしを目指す３〜貴族の令嬢や聖女様に目をつけられて理想の生活が遠のいてしまったのだが！？〜
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